
(6)F調査区 (02年度〉(第 158図 )
遺跡東端部に位置するのが F調査区である。進入路確保等の関係で 2つ に分割 して、西側をF-1

区、東側をF-2区 と設定して135平方メートルを調査した。

F調査区においても、民家や飲食店、消防分団倉庫等の跡地であるため特に撹乱が多く、建物基礎の

除去後は、道路面より60cm深 く下がる面より調査を開始した。

遺構面はどちらも1面のみで、F-1区 においては、深く大きな撹乱が東端と西端にあり確認出来た

遺構は中央部のみであった。同様にF-2区 においても、東端の撹乱の影響で西側のみの調査となった

が、中・近世の遺物が確認された。遺構の標高はF-1区が0.9m、 F-2区が0.85mで あった。

検出した遺構は

SP・・・59基、SK・・・17基、SD・・・1基  の合計 77基であった。

F-1区

土坑

SK1001(第 159図 )

位置 G・ H-66グ リッド。

規模・形態等

調査区の北壁近 くに位置する長軸0.99m、 短軸0。 78mの 隅丸長方形の上坑である。深さは0。 17mで

逆台形の断面形態を示す。埋土は褐色砂質土の 1層のみである。土師質土錘が出上している。

出土遺物 (第 160図 )

584・ 585は土師質の管状土錘である。

SK1005(第 161図 )

位置 G-67グ リッド。

規模・形態等

調査区の東北壁近く、SK1004を 切る形で位置する南北に長い長軸0.82m、 短軸0.55mの 楕円形の上

坑である。深さは0。 13mで逆台形の断面形態を示す。埋土は褐色砂質上の 1層 のみである。瓦質羽釜

が出土している。

出土遺物 (第 162図 )

586は瓦質土器の羽釜である。口縁部内外面にヨコナデ、体部タト面には指オサエが施されている。

SK1007(第 163図 )

位置 G-67グ リッド。

規模・形態等

調査区のやや東に位置しSK1008に 遺構中央部を切られる形の土坑である。東西に長 く長軸 3m、 短

軸1.35mの不整形である。深さは0。 2mで不整形の断面形態を示す。坦土は 5層である。土師質杯、皿、

椀、土錘、瓦質椀、須恵質こね鉢が出土している。

出土遺物 (第 164図 )

587は土師質の杯である。底部切 り離し技法は回転ヘラ切りである。588は土師質の皿である。底部切
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第159図  F-1区 SK1001実測図
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第161図 F-1区 SK1005実 測図

-9-

③ 584

0

-0-

(0)585

10cm

第160図  F-1区 SK1001出 土遺物実測図

10cm

第162図 F-1区 SK1005出土遺物実測図
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1 オリーブ掲色
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5 にぶい黄褐色
6 灰黄褐色
7 にぶい黄褐色
8 オリーブ褐色
9 にぶい黄掲色

2.5Y4/4 砂質土
2.5Y4/3 砂質土
10YR5/3 砂質土
10YR5/4 シルト質土
10YR4/3 シルト質土
10YR4/2 シルト質土
10YR4/3 シルト質土
2.5Y4/4 シルト質土
10YR5/3 砂質土
lm

第163図  F-1区 SK1007・ 1008・ 1009実測図
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り離し技法は不明である。589は土師質の椀である。吉備系の土師器椀で山本吉備系土師器椀類型Ⅲ―

3期 C3類に比定される。590は瓦器椀である。口縁部内外面にはナデ、外面体部には指オサエ痕を留

める。591は和泉型瓦器椀である。底部には退化した高台が貼 り付けられている。592は東播系須恵質の

こね鉢である。底部より内湾して立ち上がる。色調は灰白で体部内外面には多くの指オサエ痕が残る。

593は土師質の管状土錘である。594は土師質の上錘である。595は土師質の管状土錘である。

SK1008(第 163図 )

位置 G-67グリッド。

規模・形態等

調査区のやや東に位置する土坑である。SK1007と SK1009の 遺構を切る形の南北に長い長軸3.lm、

短軸1.96mの不整形の平面形態である。深さは0,2mで不整形の断面形態を示す。埋土は6層である。

土師質杯、皿、椀、鍋、土錘、瓦質椀、羽釜、甕が出上している。

出土遺物 (第 166図 )

596は土師質の杯である。底部より内湾しながら立ち上がり口縁部はやや外に開く。597は土師質の皿

である。底部に回転ヘラ切り痕を留める。598は土師質の皿である。底部回転糸切 り痕を留める。599は

土師質の皿である。底部回転ヘラ切 り痕を留める。600は土師質の皿である。底部回転ヘラ切 り後内外

面に指オサエを施す。601は吉備系土師質椀である。山本吉備系土器椀類型のⅢ-3期 C3類 に相当す
る。602は土師質の鍋である。口縁部が「く」の字状に屈曲し、外部がやや膨らみを持つタイプで、外

面には煤が付着している。603は瓦質の椀である。底部に退化した高台が只占り付けられている。604は和

泉型瓦器椀である。炭素吸着不十分で色調は灰白色を呈する。森島編年Ⅳ-4期 に比定される。605は

瓦質の羽釜である。回縁部はほぼ直立し断面方形の短い鍔が貼 り付けられる。内外面にはヨコ方向のナ

デが施されている。606は瓦質甕である。口縁端部は上下に拡張されている。607は土師質の土錘である。

608は土師質の管状土錘である。

SK1009(第 163図 )

位置 G-67グ リッド。

規模・形態等

調査区の東に位置する土坑である。SK1008に 西側を切られる長軸1.26m、 短軸0.58mの 平面形態は

不整形である。深さは0.25mで不整形の断面形態を示す。埋土は2層である。出土遺物は土師質皿が

出土している。

出土遺物 (第 165図 )

609は土師質の皿である。底部から口縁に向かって直線的に立ち上がる。

桂穴

SP群

SP1002

位置 G-66・ 67グ リッド。

規模・形態等
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第164図 F-1区 SK1007出 土遺物実測図

調査区ほぼ中央部に位置する柱穴で平面形態が円

形で長軸0。 45m、 短軸0,4mを 測る。断面形態は深

さ0。 2mの不整形である。

第165図  F-1区 SK1009出 土遺物実測図

SP1009

位置 G-66グ リッド。

規模・形態等

調査区ほぼ中央部に位置する柱穴で平面形態が円形で長軸0,27m、 短軸0。 25mを測る。断面形態は深

さ0.23mの U字形である。

SP1020

位置 G-67グ リッド。

規模・形態等

調査区東部に位置する柱穴である。遺構北側をSK1004と SK1005に 切られるため平面形態は不整形

で長軸0.35m、 短軸0。 2mを測る。断面形態は深さ0.19mの不整形である。
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SP1021

位置 G-67グ リッド。

規模・形態等

調査区東部に位置する柱穴で平面形態は隅九長方形で長軸0.57m、 短軸0。 3mを測る。断面形態は深

さ0。 39mの不整形である。

SP1022

位置 G-67グ リッド。

規模・形態等

調査区やや東部に位置する柱穴で平面形態が不整形で長軸0,35m、 短軸0.25mを測る。断面形態は深

さ0。 3mの U字形である。

SP1036

位置 G-66グ リッド。

規模・形態等

調査区ほぼ中央部に位置する柱穴で平面形態が円形で長軸0,3m、 短軸0.29mを測る。断面形態は深

さ0。 16mの U字形である。

SP1055

位置 G-67グ リッド。

規模・形態等

調査区南部に位置する柱穴で平面形態が円形で長径0.2mを 測る。断面形態は深さ0。 18mの U字形で

ある。

SP1060

位置 G-67グリッド。

規模・形態等

調査区東北部に位置する柱穴で平面形態が円形で長軸0。 25m、短軸0。 25mを測る。断面形態は深さ0,15

mの U字形である。

SP群出土遺物 (第 167図 )

610は土師質椀である。611は和泉型の瓦器椀である。口径、器高とも大きいものである。森島編年Ⅳ―

2期に比定される。612は青磁碗である。体部外面に幅の広い鏑蓮弁文を削り出し、濃緑色の釉を施し

ている。龍泉窯系青磁碗である。横田・森田分類案 I-5bと 思われる。613は 青磁碗である。体部外
面に幅広い鏑蓮弁文を有するもので横田・森田分類案の龍泉窯系青磁碗 I-5bに 比定すると思われ
る。614は土師質椀で外部は内湾する。体部には断面三角形の高台が貼 り付けられている。山本吉備系

土師器椀類型のⅢ-3期 C3類 に比定する。615は土師質の杯である。底部より直線的に立ち上がる。
吉備系と思われる。6161ま土師質の皿である。底部には回転ヘラ切 り痕を留める。617は吉備系土師質の

椀である。断面台形の高台が貝占け付けられている。6181よ土師質の鍋又は羽釜の脚部である。全体に指
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オサエ後ナデが施されている。619は土師質の上鍋である。口縁部を「く」の字状に屈曲させ口縁端部

を丸く仕上げる。620は土師質高台付の椀である。色調はにぶい責橙の吉備系土師器椀である。621は青

磁碗である。体部外面に幅広い飼蓮弁文を削り出し、全面に濃緑色の釉を厚 く施している。622は土師

質の皿である。底部切り離し技法は不明である。623は土師質の椀である。底部より内湾し口縁やや器

壁厚く、日縁端部はやや平坦に仕上げる。6241よ土師質の管状土錘である。625は瓦質の椀である。焼成が

十分でなく色調は灰白である。626は瓦質の鍋又は羽釜の脚部である。断面円形状で外面に指オサエが

残る。

包含層出土遺物 (第 168図 )

627は土師質の杯である。底部には回転糸切り痕を留める。628は土師質の杯である。底部に回転糸切

り痕を留め、体部内外面には横ナデが施される。629は土師質の皿である。底部内面には凸凹が見られ

る。630は土師質の吉備系椀である。631は土師質の鍋である。口縁部「く」の字状に屈曲させる形態で

口縁部端面を平坦に仕上げる。632は瓦質の皿である。炭素吸着不十分で色調灰は白色、底部切 り離し

技法も不明である。6331よ土師質の脚部である。断面は長円形で残存長4.75cmを測る。外面には指オ

サエ後ナデが施されている。香炉等の脚部と思われる。634は瓦質の羽釜である。体部・口縁部が内湾

し口縁端部を九くおさめる。体部内外面に横ナデが施され、日縁部直下には断面台形状の鍔が貼 り付け

られる。635は須恵質の東播系こね鉢である。口縁部の上方への拡張が顕著で先端は尖る。636は須恵質

の東播系こね鉢である。637は 白磁皿である。日縁部わずかに外反、口縁端部の釉が剥ぎ取られるいわ

ゆる「口禿」になっている。横田 。森田分類案白磁皿Ⅳ類に属する。638は 白磁の皿である。体部直線

的で回縁部は外反する。口縁部は釉剥ぎ取 りの「口禿」である。639は土師質の土錘である。640・ 641

は土師質の管状土錘である。

F-2区

1面のみ

遺構は中央より西に限られる。

溝

SD1002(第 169図 )

位置 G・ H-71・ 72グ リッド。

規模・形態等

狭い調査区であるが中央部を南北に廷びる溝である。南北共に壁にあたるため全体は不明であるが、

長さ2.6m以上、幅1.Om以上、深さ0,2～ 0。 6mを測る。断面形態は不整形で土層はオリーブ褐色シル

ト質上の 1層である。出土遺物は土師質皿、椀、羽釜、須恵質こね鉢である。また、下層にはシジミ等

の貝殻が多く含まれていた。

出土遺物 (第 170図 )

642は土師質の皿である。底部回転ヘラ切 り痕を留め、体部内面にナデを施す。色調はにぶい黄橙で

吉備系土師質皿である。643は土師質の椀である。644は土師質の羽釜である。口縁部はほぼ直立し端部

は左右に少し拡張されて平坦に仕上げる。645は東播系須恵質のこね鉢である。森田編年Ⅱ期 2段階に

一- 148-―



r

~l~7616

0

ヽ
尋 0

ペミヽ H鞠 ・・

① 蠅

力　
嗣
怖
溜
晩
○
‐ｏｃｍ

-0-

◎  624

第167図 F-1区 1面 SP群出土遺物実測図

―- 149 -―



＼Ч三卦量=え7 〈三こI三三二Ξ三二[三三三ここI三ラン
″
629

▽
一け―

「「

::::::::::]:::::::::::ア 128

冥三三E三三二三三豆三三:三ΞΞttZ多佑32

-0-

① 640

―

⑤

―

(こ) 639

第168図 F-1区 第 1包含層出土遺物実測図

―

]―

0644

0                       10cm

―- 150 -―



比定されると思われる。646は東播系須恵質のこね鉢である。森田編年Ⅲ期 1段階に比定されると思わ

れる。

包含層出土遺物 (第 171図 )

647・ 648は土師質の土管である。649。 650は土師質の管状土錘である。651は石製品の火打ち石であ

る。
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まとめ

田宮遺跡は、吉野川と鮎喰川の合流する地点の南で、田宮川の左岸にあたる付近の標高 2m前後の

沖積地に位置する。遺跡周辺は都市化が進み、近世以降の面影は全 く見られない。肋]茂町史」によれ

ば、地名の田宮は、もともと田の中の宮と言う意味であったとされ、その宮を今回の調査地の北側約50

mに位置する天神社に比定している。天神社は延喜元年 (901年)の創建とされ、江戸時代に藩主蜂須

賀氏が代々初宮詣の儀を行う崇敬の対象であった。社前の田宮街道は、かつての馬場 (東西に約300m)

で、祭りの日にはここで競馬が行われていた。また、鎌倉時代、元久元年 (1204年)9月 の富田荘立券

文案に「田宮」の記載が見られ、当時春日神社領であったことが窺われる。これらのことから、遺跡周

辺は平安時代以降、中世・近世と人々が生活していたと推察される。

ここでは、 5次に亘る調査成果にもとづいて、本遺跡の遺構ならびに出土遺物の特色を述べて、本報

告のまとめとしたい。

(1)遺構について

調査区は開発が進み道路に面した土地であることから、最近まで建物が立っていたところがほとんど

で、全体的に撹乱されており、どの調査区においても大きな、深い撹乱がみられた。また、遺構から出

上した遺物のほとんどが、近世と中世の遺物が混ざり合い、遺構の年代をはっきりとさせることは出来

ない。

A調査区からC調査区にかけて確認されている最下層全面に見られる自然流路については、調査地

点より南側約200～ 300mにある現在の田宮川、旧河川道と思われる。この流路の埋没時期は13世紀末

～14世紀前半で、流路の埋没後田宮遺跡周辺は、開発が進んでいったものと考えられる。

△調査区

15世紀～16世紀の第 1遺構面と13世紀末～14世紀の第 2遺構面、13世紀末以前の第 3遺構面を検出し

た。第 1遺構面と第 2遺構面で、土坑、ピット、溝など合わせて約80基が検出された。撹乱と調査区の

制約のため、整然としたピット群は、検出されなかったが、しっかりとしたピットもあるので、何らか

の建物が建っていた可能性は考えられよう。出土遺物には備前焼の悟鉢や吉備系の土師器杯、北宋銭な

どがあった。第 3遺構面より下は、自然流路の典型的な砂層堆積層であつた。出土土器から13世紀末に

埋没したことが確認された。

B調査区

遺構面ほlFすべて水平であつたが、近世以降も継続して生活が営まれていたことによって、遺構面は

大きな撹乱を受けている。今回の調査では、13世紀末～16世紀にかけての時期、13世紀後半埋没したと

考えられる自然流路の 2面を確認 した。B-2区 は南西方向に延びる溝 SD2101で底部には水分が多 く

グライ化した粘土層が堆積し、土器は少なく貝殻・獣骨・鉄津などが含まれていた。貝殻は121kgあ ま

りでそのほとんどをヤマ トンジミが占める。B-1区では SD2102か ら備前の指鉢や銅製の小柄が出土

した。

C調査区

遺構面は 2面確認された。第 1遣構面では、掘立て柱を構成するような柱穴群は確認されなかったも

のの、土坑、自然流路が検出された。流路は蛇行しており、調査区東端から調査区の北側 (現在の田宮
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街道の下)を通り、調査区西端に再び現れる形で検出された。東側流路の西岸および西側流路の東岸か

ら、多量の貝殻が出土しており、川の南側から、廃棄されたものと考えられる。他にも出土遺物として

近世陶磁器片、銭貨があげられるが、流れ込みと推測される土師質土器片も若干出土している。第 2遺

構面では、自然流路が検出された。当該流路中から時期を確定出来るような遺物の出土はなかったもの

の、平面形および土層堆積状況から前年度調査区の A調査区、第 3遺構面で確認された自然流路の続

きと思われる。

D調査区

D区では2時期の遺構面が確認された。第 2遺構面では溝・土坑 。小穴が検出された。溝 (SD2001)
には瓦器・青磁が出土し、直角に曲がることから区画目的の可能性があるが、調査での遺構の密度は薄

く確実な可能性を探るまでには至らなかった。

E調査区

E区では室町期以降とみられる遺構面を検出した。幅約 2m、 深さ約40cm、 SD1014で埋土にはシジ

ミを中心とする貝殻がおよそ75kg含まれていた。

F調査区

標高約0.8～ 0。 9m地点で、鎌倉時代以降と考えられる第 1遺構面を確認した。F-1区 は撹乱のため
遺構は中央部に限られるが、土抗 (SK1008)か らは完形の上師器皿や瓦器椀等が出上した。F-2区か
らはやはり、撹乱のため東半分は削平され、西半分しか残存せず深さは60cmを 測 り、下部にはシジミ

等の貝殻が含まれる層がみられた。

(2)遺物について

本遺跡の出土遺物は、総点数23,800点 あまりである。内訳は、土師質土器、瓦器・瓦質土器、国内産

陶磁器、輸入陶磁器,土製品 (含む玩具),金属製品,石製品,貝殻,獣骨等多岐にわたる。

前述のように、中 。近世の遣物が混ざり合う状態の遺構が多く、年代もはっきりしないが、中世の遺

物としては土師質土器の比率が圧倒的に高く、次いで陶器が占める。その出土品の多くは日常雑器類で

あり、土師質土器には杯・皿・椀がその大半を占める。また、瓦器椀・瓦質土器においては和泉型瓦器

椀、羽釜等が多く出上している。陶器においては備前の悟鉢の他、壼、甕また、瓦質に近い椀などと東

播系のこね鉢が多く出上し、その他瀬戸・美濃系の天目茶椀等も見られた。

その他、近世の遺物としては、京・信楽系,肥前 (唐津),伊万里,備前,大谷,明石・堺など、多

くの産地のものが多種多様で出土した。古唐津や、京 。信系のいわゆる「注連縄文茶碗」も出土してい

る。その他、日常生活用品 (焙烙・火鉢・羽釜・灯明皿・硯 。警・煙管・徳利 。香炉・仏飯器 。植木鉢 。

土人形・火打石・銭貨など)が出土している。量的には肥前系 (唐津・伊万里など)の碗 。皿・鉢など

の食膳具が多く見られる。

以下、主な遺物を記述する。

土師質土器

土師質の上器では、中世の遺物としては杯,皿,高台付椀などが中心である。

在地産と見られる赤褐色系の、底部切 り離し技法が回転糸切りによる杯、皿も多く見られる。

また、それらと共に吉備系で底部切 り離し技法が回転ヘラ切りの杯,椀,皿等の土器が非常に多く見

られる。
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近世の遺物としては灯明受皿,羽釜,鍋,焙烙,土瓶,十能,土錘,土管などが出土した。

瓦器椀・瓦質土器

中世の瓦器 。瓦質の遺物では和泉型瓦器椀はじめ、畿内産の鍋・羽釜などが多く見られる。その他、

近世の遺物としては御厩系の焙烙や茶釜などががある。

陶器

中世では備前糟鉢・碗 。甕をはじめ東播系のこね鉢、瀬戸美濃系の天目茶碗などが多く出土した。

近世では砂目唐津皿、植木鉢や花瓶、京焼の注連縄文茶碗で伊勢エビが波の上に乗っている図柄のも

の、その他唐津、瀬戸美濃系、京信楽系、備前など近世の多種多様なものが出土しているが、中心は唐

津の椀や皿・鉢などが多い。

磁器

輸入陶磁器では龍泉窯系青磁碗や白磁皿 。壺、中国系青花磁器等が出土した。近世の磁器はそのほと

んどが、一般的に「伊万里」「有田」と呼ばれる肥前系の呉須による染め付けを施されたものや青磁で

あり、碗,皿,徳利などを中心に多量に出上した。

土製品

土製品の多くは、玩具に関係したものであった。ベーゴマ 。こね鉢・壺など子供が遊びに使つたと思

われる道具、他には座像・天神・大黒など信仰の対象物等、その他土錘が多く出上した。

金属製品

金属製品としては、箸,煙管,小柄など、銅製や鉄製の製品や銅淳、銅延金が出土した。また、銭貨

については、北朱銭 (成平元宝998年・祥符元宝1008年・祥符通宝1009年・天聖元宝1023年・皇宋通宝

1039年 ・嘉祐元宝1056年 。熙寧元宝1068年 ・元豊通宝1078年・元符通宝1098年 。大観通宝1107年 )、 南

宋銭 (嘉定通宝1208年 )、 明銭 (洪武通宝1368年 )と 寛永通宝1636年、及び不明銭であり、40枚 を数え

る。

石製品

砥石をはじめ硯・火打ち石・石臼・石鍋の把手など生活日常品の石製品が出土した。

その他

貝殻……多くの調査区で主に近世遣構面より出上した。種類はヤマ トシジミ・ハマグリ。オキシジ

ミ・オキアサリ。ハイガイ・カワアイなどである。調査区毎の出土量は、B調査区では溝 SD

2101よ り、シジミとハマグリなどおよそ121kg、 C調査区では包含層より、およそ2.4kg、 D

調査区で溝 SD1015よ り、およそ 3 kg余 り、E調査区では溝 SD1014よ り、およそ75kg、 総

計202kg余 りの貝殻が出上したがそのうち990/。以上を占める200kgは ヤマ トシジミであっ

た。貝殻は多量に出土しているが、ほとんどが原形をとどめず全体の個体数は不明である。

骨角類…B調査区の SD2101よ り、貝殻に混じり10点の骨角類が出土した。その内 6点がニホンジカ

又はイノシンの歯牙で、 1点は牛の大腿骨か ? 残り3点については不明であつた。

田宮遺跡は現在までほとんど発掘調査されていない地域であった。文献上では13世紀初頭の阿波富田

荘立券文案に「田宮」と記載されており、この地域の荘園化の時期を示しているのが13世紀末以降であ

ることが判明した。よって、「田宮」の文献上の開発の時期と考古学上の事実とに約100年程のずれがあ

り、「田宮」周辺の荘園化の時期について再考を促すこととなった。
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今回の調査では明銭や朱銭をはじめ、約28,000点 の遺物が出土した。中世の遺物については、西に

約 3kmに隣接された「中島田 。南島田遺跡」と同様の遺物が多量に出上し、吉備系の上師質土器、東

播系こね鉢、備前の指鉢、和泉系の瓦器椀、輸入陶磁器等、他地域からの搬入品がその多くを占めた。

鎌倉時代後半から近世にいたるまでの遺構面も検出された。後世の攪乱のため、遺構面の残 りは決し

て良好とは言い難かったが、ある程度中 。近世の田宮地区の様子が把握できたことは、大変意義があっ

たと考える。今後、周辺の地区の調査が行われる際に、今回の調査結果と照らし合わせることで、より

はっきりした、中・近世の田宮周辺の暮らしの様子が捉えられるに違いない。

また、今回の調査で13世紀末～14世紀前半のピットや溝が比較的多く見つかったことは大きな収穫で

あつた。田宮遺跡は、13世紀後半～14世紀前半の大規模集落である中島田遺跡の東約 3kmに位置し、

今後、調査が進むにつれて、中島田遺跡との比較により、阿波中世史の解明に役立つであろう。
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Ⅳ 自然科学的分析





田宮遺跡より自然遺物として貝 (お よそ202kg)と 獣骨 (10点 )が出上した。それぞれの遺物につい

て徳島県立博物館主任学芸員の中尾賢一氏、同専門学芸員佐藤陽一氏に鑑定をお願いした。

田宮遺跡から出土 した貝類についてのコメン ト

徳島県立博物館 主任学芸員 (地学担当 )

中 尾  賢 ―

貝類の分類や生態に関しては、奥谷編著 (2000)な ど多くの文献を参照した。遺跡に関する情報は、

貝塚データベース (及川昭文研究室・総合研究大学院大学)か ら得た。

・ヤマ トシジミ

田宮遺跡から出土した貝類の大部分 (99%以上)を 占める。形態的に非常に良く似た貝にマシジミが

あり、化石や貝塚出上の貝殻では識別が難しい。この中にマシジミが混入している可能性もあり得るが、

充分な検討は行っていない。ヤマトシジミは後述するように海水の影響のある汽水域に生息するのに対

し、マシジミの生息域は淡水域であり、生息環境が全く異なる。この遺跡では明らかな純淡水産の貝が

産出しないことから、ここではとりあえず田宮遺跡出上のシジミ類をすべてヤマトシジミとして扱う。

ヤマトシジミとマシジミはこれまでにもよく混同されており、古環境の復元の際にも混乱が生じる事が

あった。今後、田宮遺跡から産出したシジミ類についても詳しい検討が必要である。

ヤマトシジミは河口付近の汽水域の砂底～砂泥底に多く生息している。この貝は長い水管を持たない

ため深く潜ることがない。二枚貝の中でも採集は容易な方だと考えられる。

現在でもごく普通に食用にされる。徳島県の吉野川の汽水域 (名田橋周辺)や島根県の宍道湖で漁獲

の対象にされているシジミは本種である。ヤマトシジミの分布の中心は、ハマグリのそれと比べると、

やや陸側 (底献度域)にある。

北海道から鹿児島県までの広い範囲の遺跡から検出されている。県下では、城山2号貝琢などから報

告されている。

・ハマグリ

産出頻度はヤマトシジミに次いで多いが、ヤマトシジミの個体数が極端に多いため、貝類全体に占め

る害↓合は 1°/。 に満たないだろう。

食用として好まれることから良く知られている二枚貝である。潮間帯～水深20mほ どの海域の砂泥

底に潜って生息している。県下でも沖積層の化石としてかなり大量に見つかるほか、貝塚からの産出も

多いので、かつては非常に多く生息していたと考えられるが、近年では各地で個体数や生息地が激減し

ている。現在、県下ではごく限られた千潟に少数生息している。

市場に出回つている「ハマグリ」の多くは近縁種のシナハマグリ (朝鮮半島～中国産)である。また、

在来の近縁種にチヨウセンハマグリがあるが、ハマグリとは生息場所が異なる。ハマグリとチョウセン

ハマグリの識別は一般に困難だが、現時点ではチョウセンハマグリに確実に同定される貝殻は田宮遺跡
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では確認していない。

北海道函館周辺から沖縄県八重山諸島までの極めて広い範囲の遺跡から報告されている。県内から

は、城山貝塚など多くの遺跡から報告されている。

・ オキシジミ

産出頻度は非常に低い (貝類全体の数千分の 1程度)。 マルスダレガイ科に属し、名前に反してシジ

ミ類 (シジミ科)よ リアサリやハマグリ (マルスダレガイ科)に近縁である。やや泥質の千潟～潮下帯

に生息する。砂泥の中に深く潜っていることが多いので、大量に採集するのには手間がかかると思われ

る。現在、日本では大規模な漁獲の対象にはされていないようである。北海道から沖縄本島までの広い

範囲の遺跡から報告されている。県下では、城山2号貝塚と若杉山遺跡から報告されている。

・ オキアサリ

産出頻度は非常に低い (貝類全体の数千分の 1程度)。 潮間帯の砂底に生息する。一見ハマグリ状で

あり、充分食用になるが、現在では大規模な漁獲の対象とはされていないようである。かつて徳島市内

のスーパーマーケットで、パック詰めにされた本種の生貝が販売されているのを見たことがあるが、そ

の後は全く見かけないので、たまたま何かの漁で混獲されたものを販売していたのだと考えている。東

北地方から南九州までの各地の遺跡から出土する。県下では、城山住居址および若杉山遺跡から報告さ

れている。

・ハイガイ

田宮遺跡では極めて稀で、 2～ 3片を確認したにすぎないが、特徴のある貝なので詳しく述べる。南

方起源の貝で、内湾奥の泥干潟に生息する。日本列島で現在確実に生息している場所は瀬戸内海と有明

海の一部に限られ、絶減危惧種とされている。徳島では吉野川の河口域などに古びた貝殻が落ちている

が、生貝が確認されたことはない。完新世初頭から縄文海進高頂期までの期間、この貝は日本列島の南

から北へと分布域を拡大していった。約6000年前には東北地方にまで分布を広げたが、その後は泥干潟

の消滅や海水温の低下に伴って分布域が南に狭まった事がよく知られている。

近縁な貝にアカガイやサルボウなどがある。アカガイとサルボウは主要な漁業対象種である。ハイガ

イは食用になるし (美味と記述された本もある)、 有明海の一部海域では味噌汁の具としても食べてい

たらしい。佐賀県鹿島市の “道の駅"で販売されていたとの情報もあり、小規模に消費されることは現

在でもあるようだが、本格的な水産業の対象とされることはあまりなかったようである。

東北地方から沖縄本島までの多くの遺跡で報告されている。徳島では、城山貝塚、日出遺跡、森崎貝

塚、若杉山遺跡などから報告されている。縄文時代中期の森崎貝塚では極めて多いが、時代が下るにつ

れ個体数や産出頻度が減る傾向がある。本資料は徳島におけるハイガイの最も新しい記録のひとつであ

り、この時代まで徳島にハイガイが生息していた可能性が示された。

・巻貝

個体数は非常に少なく (合計で数個体程度)、 種のレベルで同定できたものは、わずかである。カワ

アイ、ウミニナ科の貝、アマオブネガイ科の貝 (イ ンマキガイ?)を確認した。
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写真 1 田宮遺跡より出上 した貝 (一部 )

獣骨について

田宮遺跡より10点の獣骨が遺構及び包含層から出土した。

その鑑定を徳島県立博物館専門学芸員の佐藤陽一氏にお願いした。下表がその結果一覧である。

資料 1 田宮遺跡出土獣骨同定結果 (2005.11.16)

サンプル NO. 同  定 立
ロ 位 備  考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ウシ

イノンシ

イノシシ

ニホンジカ ?

同定不能

三ホンジカ

ニホンジカ

ニホンジカ

同定不能

三ホンジカ

同定不能

同定不能

三ホンジカ

大腿骨 ?

下顎第 4前日歯

上顎第 1善臼歯

日歯

下顎左第 2後臼歯 (大 )

下顎左第 3前臼歯 (中 )

下顎左切歯 (小 )

下顎第 3後臼歯

下顎右第 3後臼歯

子ウシ程度
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獣骨 3 獣骨 4

獣骨 6

獣骨 7 獣骨 8

獣骨 9

写真 2 田宮遺跡より出土 した獣骨
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検出据載遺構一覧表





第 1表 田宮遺跡 A区 検出掲載遺構一覧表 (単位cm)

遺構名 グリッド
長軸
短軸
深さ
平面形態 断面形態 出土遺物 備  考

Att SK1001 C.D-4

，
ｒ

５

８

７

５ 不整形 U字形
須恵質甕
陶器花瓶

北壁にあたる。

Att SP1009 B-2
０

０

２

５

４

１

不整形 逆台形
金属製品

Att SP1025 B.C-3.4

５

５

０

Ｒ
υ
　
刀
仕
　
つ
々

不整形 U字型
土師質椀

Att SP1027 C-3.4
０

０

８

５

４

・１

楕円形 逆台形
銭貨

AttE SP1034 C-5
５

５

９
留

買
υ
　
刀
■
　
つ
つ

楕円形 逆台形
鉄器釘

Att SX1002 C.D-4

つ
々
　
つ
々
　
医
υ

ｌ
■
　
つ
０

つ
０

Ｆ
υ
　
つ
０ 不整形 不整形

土師質杯・皿・椀・土鍋 。こね鉢・土錘
須恵質甕 ・ こね鉢 ・瓦器椀 ・羽釜
陶器奏・情鉢
砥石 ・銭貨

東側一部を撹乱に切られ、
北側北壁にあたる。

Att SX1003 B.C-5

４

０

９
留

６

４

３

方形 不整形

土師質皿・土錘 東狽1東壁にあたり、北側
と南側が撹乱に切られる。

Att SD2001 A～ C-3.4
1060
449
30
不整形 逆台形

土師質杯 ・皿 ・椀・脚・壷 ・奏
須恵質 こね鉢
陶器奏・指鉢
砥石 ・銭貨

南・北壁にあたる。

Att SK2003 B,C-3

２４

５９

２３

楕円形 逆台形
土師質杯・皿

Att SK2004 C-3
，
イ

つ
女

ｚ

０

６

３

楕円形 逆台形
土師質皿

Att SK2005 C-3
〔
υ
・
つ
０
　
つ
つ

７

６

３

楕円形 U字形
土師質杯 SK2004と SX2001に 一部

切られる。

Att SK2006 B.C-3.4

Ｅ
υ
　
つ
る
　
Ｏ
Ｏ

刀
仕
　
（
υ
　
っ
々

楕円形 不整形

土師質杯・皿

須恵質甕

Att SK2007 B-3.4
８

１

４

０

９

２

楕円形 逆台形
土師質杯
須恵質こね鉢
銭貨

Att SK2008 B.C-5
５

０

５

ヮ
ー

０

２

楕円形 逆台形

土師質杯・皿・脚
須恵質こね鉢

北側が一部撹乱に切られ
る。

Att SP2016 C-3
０

５

８

刀
４
　
つ
０
　
・―
■

円形 逆台形
土師質椀

Att SP2019 C-3
５

∩
汚

ｒ

盗
υ
　
公
υ
　
つ
る

円形 逆台形
土師質椀

Att SP2029 C-4
医
υ
　
ｌ
よ
　
ワ
イ

５

４

１

不整形 逆台形
土師質杯
陶器甕

西側をSD2001に切られる。

Att SP2037 B-3
質
υ
　
（
）
　
つ
々

つ
０
　
つ
０
　
つ
々

不整形 U字型
須恵質こね鉢 北側をSP2036に 切られる。

Att SX2001 C-3.4

８０

６２

‐４

不整形 逆台形

土師質杯・椀・脚
須恵質奏
銭貨

南側をSK2006に 東側を
SD2001に切られる。
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第 2表 田宮遺跡 B区 検出掲載遺構一覧表 (単位cm)

遺構名 グリッド

軸
軸

さ

長
短

深
平面形態 断面形態 出土遺物 備  考

B-1区
SD2102

C～ E-16
０

Å

ｙ

ｌ

２

８

３

６

３
不整形 逆台形

陶器悟鉢
銅製小柄

東西南北で壁にあたる。

B-1区
SK2102

DE-16
０

０

６

，
ｒ

０

４

つ
々
　
ヽ
■ 不整形 不整形

瓦質羽釜 北・西壁にあたる。

B-2区
SD2101

DE-17
〔
）
　
∩
）
　
０
じ

Ｏ
Ｏ
　
員
υ
　
Ｏ
υ

５

１
不整形 U字形

砥 石 中央部撹乱に切られ、南
壁にあたる。

B-3区
SD1001

DoE-26

（
）
　
（
）
　
つ
０

５

５

５

７

１ 不整形 不整形

土師質皿 北東部撹乱による削平。

B-3区
SK1017

D-23
６

６

４

ヮ
‘
　
０
〇
　
一１
■

楕円形 U字形
陶器鉢

B-3区
SK1018

D-25
４

６

０

∩
音

Ｐ

ｌ

楕円形 U字形
土師質釜

B-3区
SK1030

C.D-22.23

〔
）
　
〔
）
　
ワ
‘

（ツ
留
（ツ
〕
つ
々

９
″

・１ 長方形 不整形

陶器水注

B-3区
SP1040

E-22
０

５

８

４

２

１

不整形 不整形

土師質羽釜 北壁にあたる。

B-3区
SX1001

DoE-24.25

０

６

８

５

５

３

６

１ 不整形 U字形
土師質椀
瓦質椀
須恵質こね鉢

B-3区
SR2001

C～E-25,26

０

０

８

〔
）
　
Ｏ
Ｏ
　
つ
々

Ｏ
υ
　
７
ｒ 不整形 不整形

土師質杯・高台付椀
瓦質椀
須恵質こね鉢

北 。南壁にあたる。

B-3区
SR2002

D.E-27.28

０

０

９

９‐

Ｚ

３

不整形 不整形

瓦質椀 東・南壁にあたる。

B-3区
SR2003

C～ E-21～ 26
2100
1050

48
不整形 不整形

土師質杯・高台付椀
瓦質皿・羽釜
須恵質こね鉢
磁器皿

青磁碗

西 。南壁にあたる。
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第 3表 田宮遺跡 C区 検出掲載遺構一覧表 (単位cm)

遺構名 グリッド

軸

軸

さ

長
短
深
平面形態 断面形態 出土遺物 備  考

Ctt SD1001 D-34.35

０

０

３

〔
ｙ
　
つ
ね
　
つ
０

つ
々

●Ｉ
一 不整形 不整形

土師質甕・鍋
瓦質焙烙
陶器皿・碗・悟鉢・灯明皿
磁器猪口・銭貨

北側を撹乱に南側をSK
1004に切られる。

Ctt SK1003 D-34

Ｏ

ｏ

Ｌ

ｒ

５

４

４

円形 U字形
陶器碗・徳利

Ctt SK1004 C,D-34,35
７２

銘

３４

つ
０
・
つ
々 不整形 不整形

土師質皿

陶器皿・碗・鉢・灯明皿
磁器仏花器

西狽li覚舌しによる肖も平。

Ctt SK1005 D-34
７５

５３

３３

不整形 U字形
土師質皿
陶器鍋
青磁碗

SK1003に 東側肩を少 し
切られる。

Ctt SK1014 D-32
〔
υ
・
資
υ
　
つ
つ

７
‘
　
ワ
′
　
区
υ

不整形 不整形

土師質土錘
陶器碗

Ctt SK1038 F-32
（
）
　
つ
る

（
Ｖ

，
ど
　
つ
じ

食
υ

楕円形 U字形

土師質玩具
瓦質焙烙・茶釜

陶器灯明皿・土瓶
磁器碗

Ctt SP1025 D-35.36

Ｅ
υ
　
つ
々

（
）

つ
０
　
つ
る
　
つ
々

楕円形 U字形
石器硯

Ctt SP1055 D-31
１

８

９
留

刀
仕
　
（フ
″　
つ
々

楕円形 U字形
土師質皿

Cttζ SP1077 F-35
Ｅ
υ
　
∩
）
　
ワ
′

３

３

１

楕円形 逆台形

瓦質焙烙
陶器悟鉢

Ctt SPl141 E-32

５

∩

汚

Ｊ

つ
０
　
つ
０
　
つ
々

円形 U字形
陶器皿

Ctt SR1001 C～F-30.31

０

０

４

０

４

５

５

６ 不整形 不整形

土師質鍋・土釜・焙烙・十能柄
須恵質こね鉢
陶器碗・天目茶碗・悟鉢・厘鉢・甕
重
磁器皿・碗・瓶・蓋・徳利
青磁皿 。白磁猪日
瓦質加工円盤・九瓦
石器敲石・硯・銅製品煙管雁首

西・南壁にあたる。

Ctt SR1002 D～F-36.37

０

０

３

４

７

９

４

０
不整形 不整形

土師質鍋
陶器碗
磁器皿

東壁と北壁にあたる。
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第 4表 田宮遺跡 D区 検出掲載遺構一覧表 (単位cm)

遺構名 グ リ ツ ド

長軸

短軸
深さ
平面形態 断面形態 出土遺物 備  考

Dtt SD1009 D-39
０

０

７

１

８

１

不整形 U字形
土師質高台付椀 西壁にあたる。

Dtt SD1015 D～ F-43.型

０

０

０

１
■
　
つ
々
　
１
■

９

３
不整形 不整形

土師質杯・鍋
瓦質奏
陶器碗・天目茶碗
青磁碗
金属煙管

北 。南壁にあたり、東側
撹乱に切られる。

Dtt SD1016 DE-44 不整形

銅銭 南壁にあたり、東側杭乱
に切られる。

断面図なし。

Dtt SK1007 F-42
０

０

４

買
υ
・
つ
０

「
■

不整形 U字形
土師質杯 西狽1撹乱に切られる。

Dtt SE1001 F-40
０

０

つ
る
　
つ
０

４

３ 楕円形

陶器皿・悟鉢
銅銭

Dtt SP1017 D-40
５０

３５

・４

楕円形 不整形

土師質皿

Dtt SP1025 E-41
５

０

０

４

３

つ
々

楕円形 不整形

磁器皿

Dtt SP1047 E-40
５

５

８

つ
０
　
つ
々
　
つ
々

楕円形 不整形

磁器皿

Dtt SD2001 D-39.40

（
）
　
〔
）
　
つ
０

２

〔
）

９

留

ワ
‘
　
つ
０ 不整形 不整形

土師質皿・高台付椀
瓦質杯・羽釜
須恵質甕
青磁碗

南壁と西壁にあたる。

Dtt SK2001 E-40
３

６

５

４

５

２

隅九長方
形
U字型

土師質椀・高台付椀

Dtt SP2001 E-39
５

５

４

つ
負

∠

１

円形 U字型
土師質鍋

D区&SP2002 F-39
０

０

６

５

３

１

楕円形 不整形
須恵質こね鉢

Dtt SP2011 D-40.41

７５

７０

１４

楕円形 逆台形

砥石
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第 5表 田宮遺跡 E区 検出掲載遺構一覧表 (単位cm)

遺構名 グ リ ツ ド

軸

軸

さ

長
短

深
平面形態 断面形態 出土遺物 備  考

Ett SD1001 E.F-49.50

０

０

６

７２

２２

１

不整形 逆台形

土師質杯・高台付椀・土鍋・土錘
瓦質椀
須恵質こね鉢
青磁皿

南壁にあたり、東側撹乱
に切られる。

Ett SD1002 E-51.52

０

０

６

５

５

１

２

不整形 不整形
瓦質羽釜 南壁にあたる。

Ett SD1004 G-51.52

（
）
　
ｎ
）
　
つ
々

Ｏ
Ｏ
・
０
０
　
つ
々

刀
仕

不整形 不整形

陶器重 西側を一部 SD1003に 直
角に切られる。

Ett SD1006 E-50.51

０

０

０

∩
ｙ
　
ｌ
よ
　
つ
々

つ
々
　
１
■ 不整形 逆台形

土師質羽釜 撹乱と南壁に切られる。

Ett SD1008 F.G-50

２０

００

１４

９

３
不整形 不整形

土師質杯・高台付椀・鍋・土錘
瓦質椀・羽釜
陶器碗・壼
磁器皿 。青磁碗
砥石

北壁 と撹乱、SK1003に切
られる。

Ett SD1013 G-52
５０

２０

１４

９
〓

１

一 不整形 逆台形
須恵質こね鉢 北壁にあたる。

Ett SD1014 G-51.52

６７０

２００

４０

不整形 不整形

土師質皿・高台付椀・土釜・羽釜・土
錘
瓦質土釜脚・羽釜

須恵質こね鉢
陶器皿

磁器皿・碗
火打ち石

南壁にあたり、中央部撹
乱に削平される。

Ett SK1001 F-49
・１

０

６

１

５

１

長方形 逆台形
土師質高台付椀
青磁碗

Ett SK1002 G-52
の
る
　
ハ
）
　
Ｏ
υ

３

８

１

小整形 不整形

土師質杯
瓦質羽釜

Ett SK1003 E.F-50

６

１

０

７

４

１

隅九長方
形

不整形

土師質杯・高台付椀

Ett SK1011 E-50
４

５

０

２

１

２

２

１ 楕円形 U字形
陶器碗 遺構中央部撹乱に切られ

る。

Ett SK1012 E-52
つ
々
　
ハ
υ
　
つ
々

６

４

１

不整形 不整形

土師質杯 南壁にあたる。

Ett SP1002 F.G-52

０

５

６

０
０
　
区
υ
　
つ
０

楕円形 逆台形
土師質高台付椀

Ett SX1001 F.G-49

４

４

４

６

９

１

つ
０
　
つ
々 不整形 逆台形

土師質羽釜・土錘
磁器皿

白磁皿

北壁にあたり、西側SD1005
に切られる。
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第 6表 田宮遺跡 F区 検出掲載遺構一覧表 (単位cm)

遺構名 グリッド
長軸
短軸
深さ
平面形態 断面形態 出土遺物 備  考

F-1区
SK1001

G,H-66

９

８

７

９

７

１

長方形 逆台形
土師質土錘

F-1区
SK1005

G-67
２

５

８

８

５

２

楕円形 U字形
瓦質羽釜

F-1区
SK1007

G-67
０

５

０

∩
）
　
つ
０
　
つ
々

３

１ 示整形 不整形

土師質杯・皿・椀・土錘
瓦質椀
須恵質こね鉢

SK1008に 遺構中央部を
切られる。

F-1区
SK1008

G-67

０

６

０

１

９

２

３

１
不整形 不整形

土師質杯
瓦質椀・

・皿・椀・鍋・土錘
羽釜・甕

F-1区
SK1009

G-67
６

８

５

つ
々
　
医
υ
　
つ
ね

不整形 不整形

土師質皿 SK10081こ西側を切られる。

F-1区
SP1002

G-66.67

５

０

０

刀
仕
　
刀
仕
　
つ
々

円形 不整形

土師質椀
瓦器椀
青磁碗

F-1区
SP1009

G-66
ワ
‘
　
医
υ
　
つ
０

ハツ
　々
つ
と
　
つ
々

円形 U字形
土師質椀

F-1区
SP1020

G-67
５

０

９

３

つ
争

１

不整形 不整形

土師質杯 SK1004・ SK1005に 】ヒ側
を切られる。

F-1区
SP1021

G-67
７

０

９

Ｆ
υ
　
０
０

つ
０

長方形 不整形

土師質皿・椀・脚

F-1区
SP1022

G-67
５

５

０

３

２

３

不整形 U字形
土師質土鍋 SK1008に東恨Jを 、SP1028

に西側を切られる。

F-1区
SP1036

G-66
０

９

６

つ
υ
　
Ｏ
と
　
≡１
■

円形 U字形
土師質椀
青磁碗

F-1区
SP1055

G-67
０

０

８

つ
々
　
つ
´
　
１
■

円形 U字形
土師質皿・椀・土錘

F-1区
SP1060

G-67
５

５

５

９
，
９
〒

■

円形 U字形
瓦質椀・脚

F-2区
SD1002

G.H-71.72

０

０

０

０

６

０

２

６

２

１

　

　

一

不整形 不整形

土師質皿・椀・羽釜

須恵質こね鉢
南・北壁にあたる。
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第 7表 田宮遺跡 A区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (1)
番号 器種 法量 形態の特徴 成形・技法 胎 土 色調 備考

1

土師質杯 器高  (19)
底径  71

器壁を薄く仕上げ、体部をわ

ずかに外反させる。底部は回
転ヘラ切り痕を留める。

内外面回転ナデ。見込部回転
ナデ後ヨコナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英 雲母 。赤色
斑粒。精良。

にぶい橙色

2

土師質杯 径
高
径

口
器
底

体部わずかに内彎し、口縁部
直線的。体部外面に成形によ
る弱い稜を留める。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英・雲母 赤色
斑粒。精良。

内灰白色
外にぶい責橙色

3

土師質皿 径
高
径

口
器
底

口縁部やや外反。底部内面や
や凹凸有り。

内外面回転ナデ。見込部ヨコ

ナデ。外面底部回転糸切り。
石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を含
む。

橙 色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部よりやや外反しながら立
ち上がる。口縁端部はやや丸
ψゝ 。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り後ナデ。

石英 雲母・赤色
斑粒。微砂粒を含
む。精史。

にぶい橙色 吉備系

5

土師質皿 径
高
径

口
器
底

体部直線的。底部内面凹凸あ
り。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り後ナデ (摩減)。

長石 雲母 砂岩
赤色斑粒。微砂粒
を含む。

にぶい責橙色

6

土師質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

底部よりやや内彎しながら緩
やかに立ち上がる。口縁端部
は九い。底部貼付高台。

内外面ナデ。貼付高台。 長石・雲母 砂岩。 浅責色 吉備系
14C末

7

土師質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

貼付高台で断面三角。 内外面回転ナデ。外面体部以

下回転ケズリ後指オサエ。射
付高台。

石英 雲母 赤色
斑粒。

内にぶい橙色
外仄黄褐色

内面黒斑

外面煤付着

8

土師質鍋 径
高
口
器
30.0

(4.0)

口縁部を「く」の字状に屈曲
する。先端丸い。

内面ハケロ (10本 /cm)。 国縁

部先端回転ナデ。外面口縁部
ナデ。外面頸部ハケ(6本/伽 )
後ナデ。

長石・雲母・砂岩。 内にぶい責橙色

外灰責褐色

9

土師質脚部 長径  186 断面は長円形で、外面全体に
指オサエが明瞭である。基部
屈曲、身部直線的。

指オサエ、ナデ。 長石 雲母・砂岩。
砂粒を含む。

明黄褐色

瓦質椀 径
高
口
器
120
(28)
緩やかに内彎しながら立ち上
がる。口縁端部はやや肥厚
し、やや丸い。

内外面ロクロナデ後指オサ
エ。外面底部回転ヘラケズリ

後指オサエ。

石央。精良。 灰 色 和泉型

瓦質
高台付椀

古回
伝生

器
底
(07)
46
底部片で断面三角形の高台が

貼り付けられている。
内面ヘラミガキ。外面ナデ。
貼付高台。

石英。 灰白色

須忘質
こね鉢

口径  24.6
器高  (79)

口縁部下方にわずかに拡張
し、端面、先端部共にやや九
く仕上tデる。器壁やや薄い。

内外面ロクロナデ後指オサ 石英・長石 雲母
結晶片岩。微砂粒
を多く合む。

内灰白色
外黒褐色

クト面煤付着
東播系
14C後

須恵質
こね鉢

口径  28.4
器高  (7.5)

体部直線的で器壁薄い。口縁

端部が上下に拡張され、「く」
の字状の形態を示している。
先端部は九く仕上げる。

内外面ロクロナデ。内面体部
ナデ。

石英 長石 雲母。
微砂粒 を多 く含
む。

灰色 東播系

陶器悟鉢 径
高
口
器
32 4

(38)
体部直線的で口縁部やや内

彎。国縁端面は平坦に仕上げ
る。

内外面ロクロナデ。内面悟目

(4条 /cm)。
長石 雲母 砂岩。
砂粒を含む。

内灰責褐色
外にぶい黄褐色

備前系
鎌倉時代後半

陶器橘鉢 径
高
口
器
24.4

(85)
やや内彎しながら立ち上が

り、途中よりやや外反。国縁
端部は九く仕上げる。

内外面ロクロナデ。内面悟目

(13条 /2,3cm)。 外面施釉 (鉄
来由)6

精良。 赤色 在地系 (大谷)
18C後 ～19C

陶器揖鉢 内面に4条単位以上の櫛描条
線。

内外面ロクロナデ。内面括目

(3条 /cm)。
長石 砂岩。砂粒
を多く含む。

灰 色 備前系

陶器碗 高
径
器
底

(1.5)

58
体部直線的に立ち上がる。 内外面ロクロナデ。外面底部

回転糸切り。
長石 '砂岩。 灰白色 備前系

陶器碗 口径
器高
底径

体部内彎。器壁薄く、口縁端
部はやや尖る。底部外面回転
糸切り、周囲には指オサエ痕
あり。

内外面ロクロナデ。外面底部
回転糸切り。

長石・雲母 ,砂岩。
精良。

仄白色 口縁部炭素吸着
備前系

陶器碗 器高  (31)
底径  25

底部高台脇無釉。高台外周は

面取り。器面には細かい貫入
が入る。胎上が堅緻で白色を

呈する。

外面上絵付 (赤・緑)文様不
明。

精良。 灰白色 京 信楽系 (京焼)

陶器植木鉢 器高 (135)
底径  15,0

底部より直線的に立ち上がり
中程よりやや外反する。

内外面ロクロナデ。外面施釉

(灰釉)。

精貞。 瀬戸 '美濃系 (瀬戸)

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部に回転糸切 り痕を留め
る。底部より内彎しながら立
ち上がる。

内面ナデ。外面ヨコナデ。外
面底部回転糸切り?

石夫 雲母。 にぶい橙色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

体部ややぶくらみがあるもの
の直線的に立ち上がり口縁部
は器壁を薄く仕上げる。

内外面回転ナデ。 長石 雲母 赤色
斑粒。

灰責tB色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

ヘラ切り痕を留め、体部はほ
ぼ直線的に立ち上がり、口縁
部は尖り気味である。

内外面 ヨヨナデ。見込部ナ
デ。外面底部回転ヘラ切り後
板ナデ。

石英 雲母 赤色
斑粒。

にぶい黄橙色
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第 8表 田宮遺跡 A区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (2)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色調 備考

土師質杯 径
高
径

日
器
底

体部内外面に丁寧なナデ。底
部よりやや直線的に立ち上が
る。口縁部はやや外反し端部
丸い。

内外面回転ナデ。 石英 長石 雲母。 内にぶい橙色
外灰黄褐色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

全体に壁面薄く、底部よりや
や直線的に立ち上がる。

内外面ナデ。外面底部回転ヘ

ラ切り。
長石・雲母 赤色
斑粒。

にぶい橙色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部よりやや内湾しながら緩
やかに立ち上がる。底部内面
やや凹む。

内外面ナデ。外面底部回転糸
切り。

石英・長石・雲母・

結晶片岩・赤色斑

粒。砂粒をやや含
む。

褐仄色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部力司享く、体部は直線的に
立ち上がる。底部中央には穴
が穿たれる。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り後回転ナデ。穿孔
あり。

石
粒
む

長
斑
含

雲母・赤色
砂粒をやや

橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

口縁端部を丸くおさめる。 内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英・雲母。 内にぶい責橙色
外橙色

吉備系
15C

土師質皿 径
高
径

口
器
底

直線的に立ち上がり、口縁部
丸くおさめる。

内外面回転ナデ。見込部ヨコ

ナデ。外面底部回転ヘラ切
り。

長石・雲母・赤色
斑粒。

灰黄褐色 吉備系

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部よりやや内彎しながら立
ち上がる。底部と体部の境に
段が付いている。

内外面回転ナデ。見込部回転
ナデ後ナデ後指オサエ。タト面
底部回転ヘラ切り。

雲母 。赤色斑粒
黒色斑粒。

内黄仄色
外にぶい橙色

吉備系

土師質皿 径
高
径

口
器
底

直線的に立ち上がり、口縁端
部は丸く仕上げている。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

長石・雲母・赤色
斑粒。

橙色 吉備系

土師質椀 口径  11.8
器高  (29)

体部内彎。日縁部直線的で端
吉Бは丸い。

内面ヨコナデ。外面口辺部ヨ
コナデ。外面体部ヨコナデ後
指オサエ。

石英・雲母・結品
片岩。砂粒を小量
含む。

浅黄色 吉備系

土師質
高台付椀

高
径
器
底

底部より体部にかけて緩やか
に内湾しながら立ち上がる。
高台断面逆三角形。

内外面ナデ。高台都 ヨコナ
デ。貼付高台。

石英・長石 雲母・

赤色斑粒。微砂粒
をやや含む。

にぶい黄橙色

土師質
高台付椀

高
径
器
底
(11)
48
底部より緩やかに立ち上が
る。高台断面逆三角形。

内外面ナデ。貼付高台。 長石・雲母・黒色
斑粒。微砂粒をや
や含む。

内灰黄色
外灰白色

吉備系

土師質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

断面逆三角形の貼付高台。 内面丁寧なナデ。外面指オサ
エ。外面底部ナデ。貼付高台。

石英・雲母 黒色
斑粒。

浅責橙色 吉備系
14C前半

土師質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

内彎しながら立ち上がる。口
縁端部丸く仕上げる。外面体
下部指オサエ痕。断面逆三角
形の難付高台。

内面ヨヨナデ後ナデ。外面ヨ
コナデ。外面下部～底部ヨコ

ナデ後指オサエ。貼付高台。

石英 雲母・赤色
斑粒。

灰白色 全体的にゆがみが生
じている
吉備系

質

鉢

師

ね

土

こ

口径  28.3
器高  (25)

口縁端部の上下への拡張がわ

ずかに見られる。端面を九く
仕上げる。

内外面ヨコナデ。 石英・雲母 赤色
斑粒・黒色斑粒。
砂粒をやや含む。

灰責褐色 口縁部煤付着
吉備系

土師質奏 顕部片である。 内面指オサエナデ。タト面ハケ
(5本/cm)。

石英・長石・雲母。
砂粒を含む。

内灰黄色

外にぶい責橙色

土師質壷 径
高
口
器
21.6

(6.7)

体部、口縁部が大きく内彎し

端部近くで「くJの字に屈曲
させて端部は九く仕上げる。
体部外面に平行タタキが施さ
れる。内面は板ナデで器壁は

薄いつくりである。

内面板ナデ。外面口縁部ヨコ

ナデ。外面体部板ナデ、タタ
キ (3本/cm)。

石英 雲母。 にぶい橙色

土師質脚部 断面ほぼ円形。全体に指オサ
エ後ヘラケズリ。後に縦方向
のナデを施す。

内面ナデ。外面指オサエ、ナ
デ 。

石英 雲母。 灰色 煤付着

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
29 3

(4.1)

Tth部 は直線的に立ち上がり口
縁部は緩やかに外反する。日
縁端部は上方に拡張し、端面
先端部は九く仕上げる。

内外面ロクロナデ。 石英・雲母。砂粒
を含む。

灰色 東播系
14C前半

須恵質
こね鉢

高
径
器
底

(5.1)

10.5
体部が直線的に立ち上がる。 内外面ロクロナデ。外面底部

回転ヘラ切り。
石英。 灰色 東播系

14C前半

陶器悟鉢 径
高
径

口
器
底

(35 4)

(141)
16.0

内面に彎曲しながら立ち上が
る。

内面指目(8条 /2.6cm)。 外面
ナデ。

石英・黒色斑粒 仄色 備前系

陶器甕 高
径
器
底

(5.の

33.0

底部よりやや直線的に立ち上
がる。外面体部は赤みを帯び
た無釉焼締め。

内面ヨヨナデ。外面ヨコナデ、
指オサエ。

石英 。長石 雲母。 内褐仄色
外にぶい赤褐色

備前系
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第 9表 田宮遺跡 A区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (3)
番号 器種 法量 形態の特徴 成形 技法 胎 土 色調 備考

土師質杯 高
径
器
底

(2.4)

5.6

回転ヘラ切り痕を留める杯で

ある。底部内面にわずかに凹
凸があり、体部はほぼ直線的
に立ち上がる。器壁は全体に

薄く胎土は精良である。

内外面回転ナデ。見込部ナデ。
外面底部回転ヘラ切り。

雲母・赤色斑粒。 にぶい橙色 吉備系 ?

尉

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部に回転糸切り痕を留める
皿である。色調はにぶい橙で

胎上に砂粒を少し含む。国縁
端部は九い。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

英

岩

石

片

・雲母 結晶
赤色斑粒。

にぶい橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部に回転糸切り痕を留める
皿である。色調はにぶい橙で

胎土に砂粒を少し含む。口縁
端部は九い。

内外面回転ナデ。外面底郡回
転糸切り。

石英・雲母・砂岩・

赤色斑粒。
にぶい橙色

土師質杯 高
径
器
底
⑭f働
7.1

内面底部中央に大きな窪をつ
くる。指オサエ痕後ヨコナデ。

内面指ナデ。外面ヨコナデ。
外面底部回転ヘラ切り。

石英・雲母・赤色
斑粒。

内浅黄橙色

外にぶい責橙色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

器壁は全体に薄くやや内彎し
ながら立ち上がる。口縁端部
は九い。切り離しは不明だが
丁寧なナデで仕上げられてい

る。

内外面回転ナデ。外面底部ナ
デ 。

石英・雲母・赤色
斑粒。

内にぶい橙色
外にぶい責橙色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

器壁は全体に薄くやや内彎。
底部内面に凹凸がある。底部
外面の切り離しは不明だが丁
寧なナデで仕上げられてい

る。

内外面回転ナデ。 石英・雲母・赤色
斑粒。

にぶい黄澄色 内面黒斑

吉備系

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部内面にわずかに四凸があ
り体部はほぼ直線的に立ち上
がる。底部は回転ヘラ切り後
ナデ。

内面ナデ。外面回転ナデ。外
面底部回転ヘラ切り後ナデ。

雲母・赤色斑粒。 内にぶい橙色

外灰責褐色
吉備系

土師質皿 器高  (1.2)
底径  5.2

内面底部中央に大きな窪をつ

くる。指オサエ痕後ヨヨナデ。
内外面回転ナデ。タト面底部回
転ヘラ切り。

長石・雲母。 にぶい責橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

ほぼ直線的な立ち上がりで口
縁端部を丸くおさめる。

内外面回転ナデ。見込部ヨコ

ナデ。外面底部回転ヘラ切り
後ナデ。

長石・雲母・赤色
斑粒。

橙色

須恵質養 体部片である。 内面剥離。外面タタキロ。 石英・長石 雲母・

黒色斑粒。
内責灰色
外灰色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

全体に器壁を薄く仕上げる杯
である。底部からほぼ直線的
に立ち上がり、口縁端部をや
や尖り気味に仕上げる。体部
内外面にはヨコナデが施され
る。

内画ヨヨナデ。タト面回転ナデ。
外面底部摩滅。

石英 雲母・黒色
斑粒。

内にぶい黄橙色
外浅責橙色

土師質杯 高
径
器
底

(1.3)

6.8
体部やや内彎気味に立ち上が
る。底部外面回転ヘラ切りで

底部内面に指オサエ痕あり。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英 雲母 。赤色
斑粒。

内にぶい橙色
外にぶい責橙色

陶器杯 径
高
径

口
器
底

底部の切り離しに回転糸切り
を用いている。体部は直線的
に立ち上がり、器壁を薄く仕
上げている。口縁は九く仕上
げる。

内外面ロクロナデ。外面底部
回転糸切り。

石英・雲母。
精良。

灰白色 備前系

須恵質
こね鉢

高
径
器
底
● 0
11.5
体部が直線的に立ち上がる。
内面下半分凹凸多い。

内外面ヨコナデ。外面下部指
オサエ痕。

石英・長石 雲母・

黒色斑粒。
仄色 東播系

14C後半

盈

土師質杯 径
高
径

口
器
底

器壁厚い。底部から内彎しな
がら立ち上がり、口縁端部を
丸くおさめる。

内外面ヨヨナデ。 英
粒
石
斑
雲母 赤色
黒色斑粒。

内4B灰色
外にぶい橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部回転糸切り。内面指オサ
エ後ナデ。

内面指ナデ。タト面ヨコナデ。
外面底部回転糸切り。

雲母 赤色斑粒・
黒色斑粒。

にぶい黄橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部より直線的に立ち上が
り、口縁端部はやや九い。体
部ナデ。底部切り離し不明。

内外面ナデ。見込部指オサエ

後ナデ。
石英 雲母・赤色
斑粒。

にぶい責橙色 吉備系

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部より直線的に立ち上がり
口縁端部は丸く仕上げる。

内面回転ナデ後ナデ。外面回
転ナデ。外面底部回転ヘラ切
り。

石英・雲母・赤色
斑粒。

にぶい責橙色

硲

土師質
羽釜脚部

断面不整形。先端部直線的で

尖つている。全体に指オサエ

後ナデ。

指オサエ、指ナデ。 石英 ,雲母・赤色
斑粒。

灰責褐色 煤付着

的
須恵質
こね鉢

高
径
器
底

(6.7)

12.4
底部より直線的に立ち上が
る。

内面ナデ (や や摩減)。 外面
ロクロナデ後指オサエ。

石英・雲母・結晶
片岩。

内灰白色

外灰色
東播系
14C後
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第10表 田宮遺跡 A区 出土遺物観察表 上器・的磁器等 (4)
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形・技法 胎上 色詞 備考

土師質杯 径
高
口
器
12.3

⑫働
底部より直線的に立ち上が

り、口縁近くよりやや内彎す
る。口縁端部はやや尖りなが
ら丸く仕上げる。胎土精良。
内タト面丁寧なナデ。

内外面回転ナデ。 長石・雲母。
精良。

内橙色
外にぶい責橙色

土師質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

退化した断面三角形の粗雑な

作りの高台が貝占り付けられて
いる。体部内彎し口縁部はほ
ぼ直線。回縁端部は九い。

内外面ヨコナデ。貼付高台。 石英・長石・雲母
赤色斑粒。

浅責橙色 吉備系
14C後半

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部内面にわずかに凹凸があ
り、体部はほぼ直線的に立ち
上がる。日縁端部は九く仕上

げる。器壁は全体的に薄く、
体部内外面にナデが施され
る。底部、内面体部は丁寧な
ナデ。胎土は精良で色調はに
ぶい橙を呈する。

内外面回転ナデ。見込部指ナ
デ、指オサエ。

石英・雲母・赤色
斑粒・黒色斑粒。
精良。

にぶい橙色

陶器甕 高
径
器
底

(8.2)

26.2

堅く焼き締められた備前の甕
である。立ち上がりやや内彎
した後すぐ直線的に立ち上が
る。

内外面ケズリ。外面底部ナ
デ 。

石英。 内褐灰色
外灰赤色

内面接合痕
備前系
14C末

84

須恵質
こね鉢

口径  30,8
器高  (4.9)

口縁部下方にわずかに拡張
し、端面先端部やや九く仕上

げる。器壁やや薄い。

内面指ナデ。外面口縁部ヨコ

ナデ。タト面指オサエ後ナデ。
石英・雲母。 内暗灰色

外灰色
内面煤付着
東播系
14C冷寃

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部より直線的に立ち上が
る。国縁端部やや丸い。器壁
全体に薄い。やや丁寧なナデ。

内タト面回転ナデ。 長石・雲母・赤色
斑粒。精良。

橙色

土師質杯 径
高
径

日
器
底

底部内面にわずかに凹凸があ
り、体部ほぼ直線的に立ち上
がる。国縁端部やや丸く仕上

げる。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

長石・砂岩。微砂
粒を含む。

にぶい黄橙色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

ほぼ直線的に立ち上がる。外
面には成形による稜が数条つ

く。日縁端部は丸い。

内外面ヨコナデ。 石英・雲母。微砂
粒を多く合む。

内にぶい黄橙色

外灰黄褐色
外面煤付着

土師質
高台付椀

高
径
器
底

(1.2)

5.0

断面三角形の高台を貼り付け
る。胎土精良で底部内面には

丁寧なナデが施されている。

内面ナデ。外面回転ナデ。高

台内ナデ。貼付高台。
石英・長石・雲母。
精良。

内灰白色
外浅責橙色

土師質椀 径
高
口
器
10.0

(23)
体部直線的に立ち上がり、国
縁部少し内彎し端部は九く仕
上げる。体部の器壁は薄い。
胎土精良。

内外面ヨヨナデ。 雲母・黒色斑粒。
精良。

浅責橙色

須恵質奏 口縁部で、外反する端部内側
に 1条の浅い溝がある。

内外面ロクロナデ。 石英・雲母・黒色
斑粒。

灰色

土師質脚部 断面長円形。基部大きく屈曲。
身部直線的。

内面ハケ (7本/cln)。 外面ヘ
ラケズリ後指オサエ。

石英・長石・雲母・

黒色斑粒。砂粒を

多く含む。

にぶい責橙色

須恵質甕 体部外面に格子状のタタキロ
が施され、頸部はヨコナデ。
胎土は硬く、灰色である。

内面 ヨコナデ。外面 ヨヨナ
デ、格子目状タタキ。

石英・長石・雲母・

黒色斑粒。砂粒を

多く含む。

灰色 亀山系 ?

94

陶器花瓶 高
径
器
底
(30
8,6

底部が貼り付けられ、回転糸
切りが施されている。素地は

灰白色で部分的に灰釉が施釉
され、淡緑色に発色 してい

る。

内外面ロクロナデ。見込部、
外面体部施釉 (灰釉)。 外面
底部回転糸切り。

石英・長石 雲母。 内灰白色

外灰責色
瀬戸・美濃系 (瀬戸)

土師質椀 径
高
口
器
92
(24)
体部内彎で内面丁寧なナデ。
口縁端部丸く仕上げる。

内外面回転ナデ。 長石・雲母・赤色
斑粒。

内責橙色
外にぶい黄橙色

14C中

土師質杯 径
高
口
器
11.2

9.0
体部やや内彎。口縁部は直線
的な立ち上がりで端部はやや

尖る。

内面ナデ。外面回転ナデ。 石英・雲母・赤色
斑粒。

内にぶい掲色
外にぶい橙色

吉備系

土師質杯 高
径
器
底

(1.4)

76
薄い器壁。底部より内彎して
立ち上がる。

内外面回転ナデ。見込部指オ
サエ後ナデ。外面底部回転糸
切り後工具痕。

長石・雲母 赤色
斑粒。

橙色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部切り離し技法が回転糸切
りによるもの。底部から大き
く内彎して立ち上がり、口縁
端部を尖り気味に仕上げる。
体郡外面には成形による稜が
つき、体部内面にはナデが施
さ狛́る。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

長石・砂岩。微砂
粒を多く含む。

内浅黄橙色

外にぶい責橙色
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第11表 田宮遺跡 A区  出土遺物観察表 土器 。陶磁器等 (5)
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色調 備考

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部内面にわずかに凹凸があ
り、体部はほぼ直線的に立ち
上がる。口縁端部はやや尖
る。

内外面回転ナデ。外面体部下
半ナデ。外面底部回転ヘラ切
り後ナデ。

石英 雲母・赤色
斑粒。精良。

浅責橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部に回転糸切り痕。底部や
や外反気味。底部内面凹凸あ
り。

内面ナデ。外面ヨコナデ。外
面底部回転糸切り。

石英 雲母・黒色
斑粒。精良。

にぶい黄橙色

104

土師質皿 径
高
径

口
器
底

口縁部は直線的に立ち上が
る。口縁端部は丸い。底部内
面やや凹凸あり。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

石
粒
む

長
斑
含

雲母 赤色
砂粒を多く

内にぶい橙色
外橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部切り離し技法が回転ヘラ
切り。体部はほぼ直線的に立
ち上がり、口縁部やや外反し、
端部を九く仕上げる。胎土は

微砂粒は含むが槻ね精良。

内タト面回転ナデ。見込部指ナ
デ。外面底部回転ヘラ切り。

石英・雲母。
精良。

内灰白色
外浅黄色

土師質椀 径
高
口
器
11.4

(37)
底部から内彎して口縁端部は
丸い。外面体部には指オサエ

痕あり。内外共に丁寧なナ
デ。胎土精良。

内面ナデ。外面指オサエ、ナ
デ 。

石英・雲母。
精史。

灰白色

土師質椀 径
高
口
器
10.6

優.9
体部・口縁部内彎。口縁端部
丸く仕上げる。

内外面ヨコナデ。外面下部指
オサエ後ナデ。

石英。長石 雲母。 浅責橙色

土師質土鍋 径
高
口
器
29.6

(49)
口縁部が「く」の字状の形態
をもつ。口縁端部やや肥厚。
顎部内面に稜。

内外面回転ナデ。外面体部沈
線。

石英・長石・雲母
赤色斑粒。

橙色 内外面煤付着

土師質
こね鉢

径
高
口
器
288
(59)
体部直線的に上方に延びる。
口縁部わずかに肥厚して端部
をやや上方につまみ上げる。

内面ヨコナデ。外面口縁部ヨ
コナデ。外面体部指オサエ後
ヨコナデ。

石英・長石・雲母
黒色斑粒。 l mn程
度の砂粒を含む。

内橙色
外明責褐色

110

瓦質
高台付椀

高
径
器
底

(1.4)

68
底部よりやや内彎しながら立
ち上がる。底郡外面指オサエ

痕あり。断面三角形状の高台
貼付。色調は灰白を呈する。

内面ロクロナデ。外面指オサ
エ、ナデ。高台内ナデ。射付
高台。

石英・雲母。
精良。

灰白色

111

陶器碗 径
高
口
器
12.0

(2.0
底部より口縁部にかけて内彎
し、口縁端部は九 く仕上げ
る。色調は灰白色で、器壁は
全体に薄く仕上げる。

内外面ロクロナデ。 長石・雲母 黒色
斑粒。精良。

仄白色 備前系

瓦質羽釜 径
高
口
器
18.0

(2.9
口縁部はほぼ直立気味で、国
縁部直下に断面三角形状の短
い鍔が付 く。口縁端部を九 く
おさめる。

内外面ヨヨナデ。 石英・雲母・赤色
斑粒。

灰白色

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
26.8

に,0
口縁端部を肥厚させるととも
に下方への拡張がわずかに認
められる。

内面ヨヨナデ。外面口縁部ヨ
ヨナデ。外面体部ロクロナデ。

石英・黒色斑粒。 灰色 東播系

須恵質奏 頸部直下部分の体部片であ
る。

内面ハケ (7本/cm)。 外面ロ
クロナデ後平行タタキ(3本/
帥)。

石英・雲母 黒色
斑粒。

灰色

須恵質甕 体部片である。 内面ナデ。外面格子ロタタキ。 石英・長石・雲母・

黒色斑粒。
内黄灰色
外灰白色

内面煤付着

陶器悟鉢 径
高
口
器
27.7

(7.4)

口縁部直線的。国縁端部上下
に大きく拡張し、先端部を九
く仕上げる。体部内面に 1条
のみ櫛描状線。

内外面ロクロナデ。内面指目
(1条 )。 鍔部指オサエ。

長石。砂粒を多く
含む。

内黒褐色
外暗赤灰色

体部接合痕
備前系
16C初

陶器悟鉢 口径  290
器高  (5.2)

口縁部の形態から口縁端部を
少し斜めに切り端面にやや拡
張が見られる。

内外面ロクロナデ。内面福目
(5条/1.6m)。

石英 長石・雲母
黒色斑粒。

灰色 備前系

陶器奏 高
径
器
底

(8.9)

15,4
陶器の奏の底部である。底部
より直線的に立ち上がる。

内面上部指オサエ後板ナデ。
内面下部指ナデ。外面板ナデ
後ナデ。

石英。砂粒 礫を
多く含む。

灰色 備前系

土師質土錘 長径  (3,3)
幅   1.2
厚み  1.2
穿孔径 03
目三看雪   4.40

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。全体にナ

ナデ。 石英・長石 結晶
片岩 赤色斑粒。
やや砂粒を含み、
微細粒を少し含む。

浅黄色

122

土師質皿 口径  72
器高  1.8
底径  5.5

底部より緩やかに内湾して立
ち上がり口縁端部は九く仕上
げる。器壁やや厚い。底部内
面やや凹凸有り。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英・雲母・赤色
斑粒。

にぶい橙色
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第12表 田宮遺跡 A区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (6)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色 調 備考

土師質土錘 長径  (2.3)
幅   11
厚み  1.1
多F子しそ≧  0.4

重量  2.45

紡錘形の管状土錘。棒に粘土

を巻き付けて成形。指オサエ

後ナデ。

ナデ。 石英 雲母。
精史。

にぶい赤掲色 煤付着

土師質杯 器高  (30)
底径  6.4

底部よりやや内彎し体郡直線
的に立ち上がる。

内外面回転ナデ。外面底部摩
滅。

石英・雲母・赤色
斑粒。精良。

内にぶい橙色

外にぶい褐色

14C

土師質皿 径
高
径

口
器
底

74
1.3

5.6

底部外面は回転ヘラ切り後ナ

デが施される。底部内面には

凹凸があり、底部から外方に

開いて立ち上がる。口縁端部
は九くおさめる。

内外面回転ナデ。外面底部回

転ヘラ切り。

石英・雲母。
精良。

橙色 吉備系

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部より直線的に立ち上が

り、口縁端部はやや九い。内

面底部はやや盛り上がり指オ

サエの痕有り。外面底部回転

糸切 り後やや粗いナデを施
し、その後指オサエ。

内外面回転ナデ。外面底部回

転糸切り。

長石・砂岩。微砂
粒を多く含む。

橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部より直線的に立ち上が

り、口縁端部はやや丸い。内

面底部はやや盛り上がり指オ

サエの戻有り。外面底部回転

糸切 り後やや粗いナデを施
し、その後指オサエ。

内外面回転ナデ。外面底部回

転糸切り。

石英・長石・雲母・

結晶片岩・赤色斑

粒。微砂粒を多く

含む。

栓色

須恵質甕 体部片でほぼ直線的に立ち上

がる。

内面青海波紋。外面格子ロタ

タキ。

砂岩。 灰白色

129

陶器悟鉢 径
高
口
器
25.0

(8.5)

体部内面に8条以上を一単位
とする櫛描条線を施す。体部

直線的。口縁端部は平坦に仕
上げる。

内外面ロクロナデ。内面指目

(4条 /cm)。
精良。砂粒を含む。 灰白色 備前系

鎌倉後半

磁器碗 唯
絲
15.4

●.0)
口縁部直線的に立ち上がり、

端部やや尖る。全面に淡緑色
の厚い釉が施されている。

内タト面施釉 (青磁)。 精良。微砂粒を含
む。

青灰色 龍泉窯系青磁

磁器壺 径
高
口
器
13.2

り.7)
白磁四耳壷。口縁部直線的で

口縁端部下方に拡張し先端部
やや九く仕上げる。

内外面ロクロナデ、施釉 (白
磁)。

精良。 灰白色 白磁
中国系

土師質竃 径
径
長
短

6.8

4.2
竃の一部と思われる。 石英・長石・雲母・

砂岩・結晶片岩。

にぶい褐色

土師質土錘 長径  3.4
幅   1.6
厚み  1.6
穿孔径 0.6

紡錘形の管状土錘。棒に粘土

を巻き付けて成形。

ナデ。 長石・雲母・砂岩。

砂粒を合む。
灰黄褐色
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第13表 田宮遺跡 A区  出土遺物観察表 石製品・金属製品

番号 器 種
法

備 考
長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重

石製品砥石 3650 砂岩

石製品砥石 19.2 3850 泥岩。表面煤付着。砥面1面

石製品砥石 2.7 27.13 粘板岩緑色片岩。煤付着。砥面1面

銭貨 2.78 祥符通宝 (初鋳1009・ 北未渡来銭)

銭貨 熙寧元宝 (初鋳1068・ 北宋)

鉄器 釘 ?

銭貨 文字不明

銭貨 2.5 文字不明

俊貨 群符元宝 初鋳1659'万治 2年 )

銭貨 2.29 成平元費 初鋳998 ヨヒ宋)

銭貨 元豊通宝 初鋳1078・ 渡来銭)

銭貨 元符通宝 初鋳1098・ 渡来銭)

銭貨 2.36 元符通宝

銭貨 天皇元宝 (1023・ 北未)

銭貨 天聖元宝

銭貨 2.5 文字不明

92 銭貨 大観通宝 (初鋳1107・ 北宋渡来銭)

金属器不明 0.55

銭貨 文字不明

鉄器 釘 ?

銭貨 文字不明
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第14表 田宮遺跡 B-1区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色調 備考

陶器福鉢 体部やや内彎。内面には 6条
単位以上の櫛描条線が施され
ている。

内面信目 (3条 /cln)。 にぶい赤褐色 備前系

瓦質羽釜 口径
器高
底径

平底から緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。口縁部は直線
的で断面方形の短い鍔が水平
に貼り付く。

内面ロクロナデ後下半板ナ
デ。外面口縁部ロクロナデ。
鍔部指オサエ。外面体部摩減
不明。外面底部格子ロタタキ。

石英 長石・雲母・

赤色斑粒。砂粒を

多く含む。

内黄灰色
外灰白色

外面体部以下煤付着

瓦質羽金 直立する口縁部に断面台形状
の短い鍔貼付。

内面指ナデ。外面ロクロナデ、
指オサエ。

石英・長石・雲母・

結品片岩 赤色斑
粒。砂粒を多く合
む。

内灰白色
外灰色

須恵質
こね鉢

口径  30.4
器高  (6.4)

底都より直線的に立ち上が
る。日縁端部は「く」の字状
にやや外反している。

内外面ロクロナデ。 長石・砂岩。砂粒
を含む。

灰 色 東播系

質

口

師

端

土

輔

径
高
径

長
器
短

管状の端口。 長石・雲母・砂岩。
小礫・砂粒を多く
含む。

にぶい責橙色 部分的に被熟跡あり

第15表 田宮遺跡 B-2区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色 詞 備考

陶器碗 高
径
器
底

底部より内彎しながら立ち上
がる。

内外面施釉 (灰釉)。 高台砂
付着。畳付部無釉。

精貞。 灰黄色 肥前系 (唐津)

第16表 田宮遺跡 B-3区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (1)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形 技法 胎土 色調 備考

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部よりやや内彎しながら立
ち上がり、口縁端部はやや外
反する。先端部は丸い。内外
面底部凹凸有り。

内外面回転ナデ。外面底郡回
転ヘラ切り。

精良。 浅黄橙色 吉備系

土師質
高台付椀

高
径
器
底

(1.4)

5.0
断面台形の低い貼付高台。 内外面回転ナデ。貼付高台。 石英・雲母・赤色

斑粒。
内にぶい黄橙色
外浅黄色

1型

瓦質椀 径
高
口
器
13.2

●.0
口縁端部は肥厚する。体部や
や内彎。底部外面は指オサエ

の痕あり。

内面ロクロナデ、ヘラミガキ

暗文。外面ロクロナデ、指オ
サエ。

石英。微砂粒を含
む。

灰 色 和泉型

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
22.0

(4.0)

口縁部を拡張し、端面を九く
仕上げる。

内外面ロクロナデ。 石英・雲母。微砂
粒を多く合む。

灰色 東播系

瓦質椀 径
高
口
器
14.4

(2.0
内彎しながら立ち上がり、口
縁部はやや肥厚し外反する。
日縁端部は尖る。

内外面ロクロナデ。外面体部
下半回転ヘラケズリ、指オサ

英
粒
石
斑

・雲母・黒色
精良。

内灰色
外灰白色

土師質杯 高
径
器
底
(35)
9.0

底部に回転糸切り痕を留め底
部からほぼ直線的に立ち上が
る。内面底部凹凸有り。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

石英・長石・雲母・

赤色斑粒。砂粒を

多く含む。

内浅責色

外にぶい橙色

土師質
高台付椀

高
径
器
底

(1.2)

5.3

高台断面方形で高台畳付部は

外側に広がる。
内外面回転台ナデ。貼付高台。 石英 長石 雲母・

赤色斑粒。微砂粒
を含む。

浅黄橙色 吉備系

瓦質皿 径
高
径

回
器
底

底部よりやや内彎しながら立
ち上が り口縁端部はやや九
い。

内外面ロクロナデ。見込部ナ
デ。外面底部指オサエ後ナ
デ。

石英。微砂粒を小
量含む。

灰色 和泉型

瓦質皿 径
高
口
器
84
(1.9)

内彎しながら立ち上がり口縁
端部は九くおさめる。

内外面ロクロナデ。外面体部
指オサエ。

石英。精良。 仄色 和泉型

瓦質羽釜 短い断面方形の鍔が垂直に貼
り付けられ内外面ヨコナデが

施される。

内外面ヨヨナデ。 石英・長石 雲母。 内灰色

外灰責色

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
27.6

(3.8)

口縁部を拡張し、端面を九く
仕上げる。

内外面ロクロナデ。 石英 雲母。微砂
粒を多く含む。

内灰色
外黒色

東播系

磁器皿 径
高
口
器
10.8

(1.9)

暗灰黄色の青磁釉が全面に施
釉される。輪花型皿。

内外面施釉 (青磁)。 内面口

縁部圏線 3条 (陰刻)。
灰色 青磁

1望

磁器碗 径
高
口
器
14.2

俗.9
体部内彎。体部外面に鏑蓮弁
文。全面に淡緑色釉を厚めに
施す。

内外面施釉 (青磁 )。 外面体
部蓬弁文。

精良。 灰白色 龍泉窯系青磁

土師質杯 高
径
器
底

底部よりやや内彎しながら立
ち上がる。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英 雲母。微砂
粒を小量含む。

にぶい橙色

土師質玩具
(ベーゴマ)

径
高
径

長
器
短

完形。 型作 り。 石英・長石・雲母。
微砂粒 を小量含
む。

にぶい橙色
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第17表 田宮遺跡 B-3区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (2)
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 ,技法 月台土 色調 備考

陶器鉢 口径  16.0
器高  71
底径  61

底部、体部で屈曲しながら直
線的に立ち上がる。口縁端部
は「く」の字状に屈曲する。

内外面施釉 (透 明釉)。 内面
イッチン描き(白泥、鉄釉)。
見込部目痕 3点。外面腰部以
下無釉。全面貫入。

微砂粒を含む。 淡責色 京 信楽系

土師質金 径
高
回
器
216
6①
全体にやや内彎させ口縁端部
やや尖り九く仕上げる。

内面口縁部ヨコハケ (5本 /
cm)。 内面体部回転ナデ。外面
口縁部回転ナデ。外面体部格
子ロタタキ。

長石・雲母 砂岩。
微砂粒を含む。

内責橙色
タト橙色

外面煤付着

陶器水注 径
高
径

口
器
底

把手貼付。後手半筒形。 内外面施釉 (透 明釉)。 外面
底部露胎。全面貫入。

精 良。 淡責色 京 信楽系

土師質羽釜 径
高
口
器
26 5

(27)

口縁部が内彎し、端部はやや
尖り気味で九くおさめる。断
面三角形の短い鍔が貼り付け
られる。

内外面回転ナデ。 石芙 長石 雲母。
砂粒を多く含む。

内にぶい橙色
外黒色

外面体部煤付着

土師質椀 口径  100
器高  (22)

体部やや内彎。体部中位に稜
をなす。

内外面回転ナデ。 石英・雲母。微砂
粒を含む。

浅黄橙色 吉備系

瓦質椀 径
高
口
器
130
(16)
体部やや内彎。口縁部やや肥
厚。口縁端部はやや尖る。

内面ロクロナデ。外面ロクロ

ナデ、指オサエ。
石英 雲母。微砂
粒を多く含む。

青灰色 和泉型

163
瓦質
高台付椀

一島
径
器
底
(12)
52
底部より内彎しながら立ち上
がる。退化した半円形の高台
が貼り付けられている。

内面ナデ後ヘラミガキ暗文。
外面ロクロナデ。貼付高台。

石英・雲母。微砂
粒を含む。

仄白色

須恵質
こね鉢

径

高
口
器

27.6

(4.6)

体部直線的。国縁端部やや肥
厚する。

内面ナデ。外面ロクロナデ。 長石 ,雲母 砂岩。
砂粒を多く含む。

責灰色 東播系

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部より直線的に立ち上が
る。口縁部は九く仕上げる。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英・長石 雲母
赤色班粒。微砂粒
を含む。

内橙色
外にぶい橙色

内面口縁部赤彩 ?

土師質杯 径
高
口
器

12 5

(2.5)

体部内彎し、回縁端部やや尖
る。体部下位に成形による稜
あり。

内面回転ナデ後ナデ。外面回
転ナデ。

央
粒

ｏ

石
斑
む

雲母 赤色
微砂粒を含

にぶい責橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

体部、口縁部直線的。器壁薄
く、口縁端部のみやや肥厚し
ている。

内外面回転ナデ。 雲母 ,砂岩。
精良。

浅責橙色 京都系

土師質
椀

径

高
口
器

130
(33)
体部、口縁部内彎。口縁端部
を九くおさめる。

内外面回転ナデ。 石英 雲母。微砂
粒を含む。

にぶい黄橙色 吉備系

土師質
高台付椀

高
径
器
底
(17)
4.7
体部外方へ開く。低い高台が
付く。

内外面回転ナデ。見込部重ね
焼き痕 ?。 貼付高台。

石英 雲母。微砂
粒を小量含む。

内浅黄橙色

外にぶい責橙色
吉備系

土師質
高台付椀

高
径
器
底
(09)
3.6
底部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。断面三角形の

高台貼付。

内外面回転ナデ。貼付高台。 石英 長石 雲母。
微砂粒 を多 く含
む。

内灰責色
外浅責色

171
土師質
高台付椀

器高  (0.8)
底径  3.5

体部外方へ開く。断面三角形
の低い高台が付く。

内外面回転ナデ。貼付高台。 石英 雲母。微砂
粒を小量含む。

内黒色
外にぶい黄橙色

内外面黒斑
吉備系

土師質奏 径
高
口
器
29 5

(2.1)

口縁部外反し端部を上方に拡
張する。

内外面回転ナデ。 石英 長石・雲母。
砂粒を多く含む。

内にぶい橙色
外にぶい黄橙色

土師質鍋 径
高
口
器
36 0

(44)
体部やや内彎。国縁部は「く」
の字】大に大きく外反する。口
縁端部は九くやや玉状に仕上
げる。

口縁部回転ナデ。内面体部回
転ナデ後ハケ (6本/cm)。 外
面体部回転ナデ後指オサエ。

石英 長石・雲母
赤色斑粒。砂粒を

多く含む。

内橙色

外黒褐色
外面媒付着顕著

土師質鍋 体部内督、「く」の字状の回
縁。

内面体部ハケ (摩滅)。 内面
体部下半ハケ (7本んm)。 外
面ナデ。外面体部ナデ後指オ
サエ。

長石・砂岩。砂粒
を多く含む。

内橙色

外褐灰色
体部外面媒付着

土師質鍋 径
高
口
器
24.0

(30)
体部やや内督。口縁端部は
「く」の字状に大きく外反す
る。端部平坦。

内面回転ナデ後ハケ (8本/
側)。外面回転ナデ後指オサ

石英 雲母 赤色
斑粒。砂 粒 を含
む。

内にぶい責橙色
外灰掲色

土師質釜 径
高
口
器
19 0

に,9
口縁部やや外反し、口縁端部
を肥厚させ内側に広がる。

内外面回転ナデ。内面体部板
状工具によるナデ。外面体部
平行タタキ。

砂粒を含む。 内褐灰色
外にぶい褐色

外面煤付着
播磨型

土師質土金 径
高
口
器
21,0

徽.0
「くJの字状の口縁部を持ち
やや肥厚。

内外面回転ナデ。外面体部タ
タキ (3本 /cm)。

石英 雲母 赤色
斑粒。砂粒を含む。

内橙色
外にぶい赤褐色

外面煤付着
播磨型

土師質羽釜 径

高
口
器
26 0

(3.5)

LfT面三角形の短い鍔が付く
口縁端部は九みをもつ。

内面回転ナデ後指オサエ。外
面回転ナデ。

石英・長石 雲母
赤色斑粒 チャー
ト。砂粒を多く含
む。

内灰褐色
外黒色

外面媒付着

土師質土金 径

高
口

器
30 2

90
口縁部直線的。断面三角形の

鍔が水平に付く。
内面口縁部ハケロ。内面体部
回転ナデ。外面口縁部回転ナ
デ。外面鍔部ナデ。

長石 雲母 ,砂岩。
砂粒を含む。

内

外

ぶい橙色
ぶい褐色

土師質焙烙 口径  262
器高  61
底径  40

口縁部は内傾直立。 内外面回転ナデ。外面体部ナ 長石・雲母・砂岩。 内橙色
外にぶい橙色

耳付
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第18表 田宮遺跡 B-3区  出土遺物観察表 土器 。陶磁器等 (3)
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 技法 胎 土 色調 備考

土師質脚部 長径  121
厚み  24

断面楕円形。基部屈曲。身部
直線的。

脚部指オサエ後指ナデ。基部
内面ハケ(4本 /cm、 20本たm)。

石夫・雲母・赤色
斑粒。砂粒を多く
含む。

脚にぶい責橙色
内灰責掲色

脚部煤付着

土師質脚部 長径  X19
厚み  2.2

断面円形。身部直線的。 指オサエ後指ナデ。 石英・雲母。砂粒
を多く含む。

黄灰色 外面煤付着

瓦質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

体部やや内彎。口縁端部は九
い。体部外面四凸顕著。退化
した小さい高台が付く。

内面ロクロナデ後ヘラミガキ

暗文。外面ロクロナデ後指オ
サエ。貼付高台。

石英 長石・雲母。
微砂粒 を小量含
む。

仄色

瓦質椀 径
高
口
器
15 8

(30)
体部内彎。口縁部やや直線的
で端部は九い。

内面ロクロナデ後ヘラミガキ

暗文。外面口縁部ロクロナデ。
外面体部指オサエ。

精良。 黒色

瓦質椀 径
高
口
器
12.4

(25)
体部内彎。口縁端部は九し 内面ロクロナデ後ヘラミガキ

暗文。外面ロクロナデナデ、
指オサエ。

長石・砂岩。微砂
粒を小量含む。

内灰色

外灰オリーブ色

瓦質椀 径
高
口
器
15 8

(3.9)

体部、口縁部内彎。口縁端部
を丸くおさめる。

内面ロクロナデ後ヘラミガキ

暗文。外面ロクロナデ後指オ
サエ。

石央・雲母。
精史。

灰色

瓦質椀 径
高
径

口
器
底

体部、口縁部内彎。口縁端部
を丸くおさめる。

内面ロクロナデ。外面ロクロ

ナデ後指オサエ。
石英 長石 雲母。
微砂粒を含む。

内灰白色

外灰色

瓦質椀 径
高
口
器
135
に 0
体部より直線的に立ち上が

り、口縁部やや肥厚。口縁端
部はやや尖る。体部内面粘土

組巻き上げによる結合痕あ
り。

内タト面ロクロナデ。外面体部
回転ヘラケズリ、指オサエ。

石央・雲母。 仄色 和泉型

瓦質小皿 径
高
径

口
器
底

体部大きく外方へ開き、口縁
部短い。底部凹凸有り。

内外面ロクロナデ。外面底部
回転ヘラ切り。

石英 雲母。
精良。

灰色 和泉型

瓦質椀 伝仁
古向

口
器
138
律 4)
体部内彎。口縁端部は九く仕
上げる。

内外面ロクロナデ。外面体部
下半指オサエ。

長石 砂岩。微砂
粒を小量含む。

責灰色

瓦質椀 径
高
口
器
117
(27)
体部内彎。口縁端部やや尖り
気味で丸くおさめる。

内面ロクロナデ。外面ロクロ

ナデ、指オサエ。
石英・雲母。
精良。

灰色 和泉型

瓦質椀 径
高
口
器
14.0

(25)
体部内彎。器壁薄く、国縁端
部はやや尖る。

内面ナデ。外面ロクロナデ。 長石 砂岩。 内黄灰色
外灰白色

瓦質奏 体部片。 内面青海波文。外面格子ロタ
タキ。

精良。 内浅黄色

外責灰色

瓦質羽釜 径
高
口
器
15 6

(52)
口縁部やや内彎。断面三角形
の短い鍔が水平につく。口縁
端部はやや尖る。

内面ハケ (10本 /m)後ナデ。
外面ロクロナデ。

石英
斑粒。
含む。

色

く

赤

多を

母

粒

雲

砂
灰黄色

瓦質羽釜 口径  260
器高  (7.3)

口縁部内彎。断面方形の短ψ

鍔が水平に付く。
内面口縁部ロクロナデ後ハケ

(5本 /cm)。内面体部ハケ(12
本/cm)。 外面ロクロナデ後体
部指オサエ。

石英 長石 雲母。 内仄責色
外褐灰色

瓦質焙烙 径
高
径

口
器
底

折縁。 内面ロクロナデ後ハケ(7本/
07帥 )。 外面ロクロナデ後指
オサエ。

石英 長石 雲母。 内にぶい黄澄色

外灰責褐色

須恵質
こね鉢

径
高
口
器

3土 ,0

(5,0

口縁部直線的。口縁端部上下
にやや拡張し、端面わずかに

丸みを持つ。器壁薄い。

内外面ロクロナデ。 石英 長石 雲母。
砂粒を含む。

灰責色 東播系

須恵質
こね鉢

口径  29,2
器高  (44)

口縁端部はやや上下に拡張、
端面わずかに丸みを持つ。

内外面ロクロナデ。 石英・長石 雲母
赤色斑粒。砂粒を

含む。

灰 色 外面口縁部自然釉

束播系

須恵質
こね鉢

口径  234
器高  (30)

口縁部やや外反。国縁端部上

下にやや拡張し、九く仕上げ
る。

内外面ロクロナデ。 石央 長石 雲母
赤色斑粒。砂粒を

多く合む。

内灰色
外灰オリーブ色

東播系

須恵質
こね鉢

高
径
器
底

(4.1)

90
体部直線的に立ち上がる。 内面板ナデ。外面ロクロナデ。 石英・長石 ,雲母。

砂粒を多く含む。
灰責色 東播系

陶器拒鉢 径
高
口
器
32 4

(44)
口縁部上下に大きく拡張し、
先端部を丸く仕上げる。

内外面ロクロナデ。 長石 砂岩。砂粒
を含む。

にぶい赤褐色 備前系

202
陶器厘鉢 径

高
口
器
140
(8,9)

半筒形。 内外面ロクロナデ。外面施釉
(鉄釉)。

長石 砂岩・雲母。
砂粒を多く含む。

にぶい褐色

陶器奏 一局
径
器
底
(113)
12 2
体部やや内彎しながら立ち上
がる。

内外面施釉 (鉄釉)。 外面底
部無釉。

精良。 灰白色 瀬戸 美濃系 (瀬戸)

204
陶器奏 径

高
口
器
70
42)
水屋甕。国縁端部肥厚させ外
方へ広がる。

内外面施釉 (鉄釉)。 精史。 灰白色 京 信楽系 (信楽)?

陶器重 径

高
口
器

7.4

5,7)

口縁部やや外反し、国縁端部
を下方に折り曲げ断面方形の

厚い端部に仕上げる。

内外面ロクロナデ。 砂粒を含む。 内灰色
外暗黒色

206

陶器花瓶 径
高
口
器

6.0

(145)

口縁部、胴の中央部、底部と
三カ所に膨 らみを持ってい

る。

内面口縁部、外面上半施釉 (鉄
釉)。 外面下半施釉 (灰釉)
後鉄絵 (草 )。

精良。 灰責褐色 肥前系 (唐津 )
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第19表 田宮遣跡 B-3区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (4)
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色調 備考

陶器碗 高
径
器
底
(10)
6.0

底部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。底部平底。

内外面ロクロナデ。見込部ナ
デ。外面底部回転糸切り。

精良。 灰白色 備前系

208
陶器壺 器高  (54)

底径  98
底部より内彎しながら立ち上
がる。無釉焼き締め。

内外面ロクロナデ。 砂粒を含む。 灰褐色 備前系

陶器碗 径
高
径

口
器
底

120
3.0
60

底部より内彎しながら立ち上
がる。口縁端部はやや尖らせ
る。

内外面ロクロナデ。見込部ナ
デ。外面底部回転糸切り、板
目痕。

灰白色 備前系

陶器碗 径
高
口
器
10,8

徽.の
口縁部緩やかに内彎しながら
立ち上がる。国縁端部は九く
仕上げる。

内外面施釉 (灰釉)。 外面体
部上絵付 (赤 )。 全面貫入。

精良。 灰白色 京 信楽系 (京 )

陶器碗 径
高
口
器
94
(44)
底部より内彎しながら立ち上
がる。

内外面施釉 (透 明釉)。 外面
上絵付 (笹 )。 全面貫入。

精良。 灰白色 京 信楽系 (京 )

陶器筒茶碗 口径
器高
底径

半筒形でやや内傾しながら直
線的に立ち上がる。

内外面施釉 (透 明釉)。 外面
帯線 2条 (鉄釉)。 外面腰部
以下露胎。

精良。 灰白色 京 信楽系 (京 )

陶器筒茶碗 径
高
径

口
器
底

7.8

5.4

40

半筒形でやや内傾しながら直
線的に立ち上がる。

内外面施釉 (透 明釉)。 外面
帯線 2条 (鉄釉)。 外面腰部
以下露胎。

精良。 灰白色 京 信楽系 (京 )

陶器筒型碗 底部より斜めに立ち上がり腰
部で一度折れ直線的に真上に
立ち上がる。

内面無釉。外面染付 (唐草)。 掲灰色 肥前系

陶器皿 口径
器高
底径

底部より内彎しながら緩やか
に立ち上がる。口縁部外反し

端部やや尖る。

内外面施釉 (透 明釉)。 外面
腰部以下露胎。

精良。 灰色 肥前系 (唐津 )

陶器灯明皿 国径
器高

底径

底部より内彎しながら立ち上
がる。体部、口縁部は直線的。
器壁薄く仕上げる。

内面ロクロナデ。外面回転ヘ

ラケズリ。
長石 雲母・砂岩。
精良。

内赤色
外橙色

口縁端部煤付着

内面赤彩

備前系

217

陶器灯明皿 径
高
径

口
器
底

底部より緩やかに内彎して立
ち上がる。体部直線的で口縁
部やや外反し、端部尖る。器
壁は薄い。

内外面ロクロナデ。外面底部
回転ヘラ切り。

精良。 にぶい赤褐色 内外面媒付着
備前系

磁器ネ 径
高
口
器
66
(23)
緩やかに内彎しながら立ち上
がり口縁部は外反する。

内外面施釉 (透明釉)。 精負。 白色 肥前系 (伊万里)

磁器皿 一嵩
径
器
底
G3)
40
底部内彎しながら立ち上が
る。

内外面施釉 (青磁)。 見込部
蛇ノロ釉剥ぎ。高台無lHI、 砂
付着。

精良。 灰白色 青磁
肥前系 (伊万里)

磁器仏飯器 径

高
口

器
6.9

● か

ロクロ成形で底部は削り出し
ている。

内外面施釉。外面染付 (折枝
梅)。

精良。 灰白色 肥前系 (伊 万里)

磁器碗 径
高
径

口
器
底

底部より内彎しながら立ち上
がる。口縁端部はやや尖る。

内外面施釉 (透 明釉)。 畳付
無釉。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

222
磁器碗 径

高
径

口
器
底

底部より内彎しながら立ち上
がる。口縁端部は九くおさめ
る。

内外面施釉 (青磁)。 内面口
錆。

精良。 灰白色 青磁
肥前系 (伊万里 )

223
磁器油壼 口径  26

器高  (37)
体部直線的で顎部より大きく
外側へ彎曲する。

内面口縁部、タト面施釉 (透明
キ由)。

精良。 明オリーブ灰色 肥前系 (伊万里 )

224
磁器仏花器 鶴首形。 内面無釉。外面染付 (蛸唐車)。 精良。 灰責色 肥前系 (伊万里 )

磁器仏飯器 高
径
器
底
● 2)
2.6

ロクロ成形で底部は削り出し
ている。

内外面施釉 (青磁)。 高台部
無釉。

精ミ。 灰白色 青磁
肥前系 (伊万里)

磁器仏飯器 径
高
径

口
器
底

体部直線的に立ち上がり口縁
部やや外反する。

内外面施釉。外面染付 (蓮
弁)。 畳付部無和。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器呑炉 径
高
径

口
器
底

口縁部が外方へ開く。有三足
貼付。扁平鼎形。

内口縁部、外面施釉 (青磁)。
内面体部、外面腰部以下露
胎。

精良。 灰白色 言磁
肥前系 (伊万里)

磁器皿 径
高
口
器

8.4

(1,9)

底部より直線的に立ち上が
る。口縁部やや外反し、端部
は尖る。

内外面ロクロナデ、施釉 (白
磁)。

精良。 にぶい責橙色 白磁

229
磁器皿 宏住

古画

口
器
12.8

(2.0)

体部やや内彎。口縁端部は大
きく外反し、先端やや尖る。
口縁部口禿。

内外面ロクロナデ、施釉 (白
磁)。 口縁部釉剥ぎ。

微細 な黒粒 を含
む。

灰白色 白磁

230

磁器皿 伝住
せ
向

口
器
97
(1.9)

体部直線的に外方へ開き、国
縁部は斜め上方へ立ち上が
る。口縁端部は九 くおさめ
る。全面に濃緑色釉を施す。

内タト面施釉 (青磁)。 精良。 にぶい責橙色 青磁

磁器皿 高

径

器

底
(07)
64
平底の底部より体部へ直線的
に立ち上がる。全面に淡緑色
釉を施す。

内外面施釉 (青磁)。 精良。 灰白色 青磁
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第20表 田宮遺跡 B-3区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (5)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形 技法 胎土 色 調 備考

磁器碗 口径  13.4
器高  (29)

口縁部ほぼ直線的な立ち上が

りで口縁端部は九 くおさめ
る。濃緑色釉を施す。

内タト面施釉 (青磁)、 陰刻 (内
面線、外面雷文帯蓮弁文)。

精良。 灰白色 龍泉窯系青磁

磁器碗 径
高
口
器

14.8

(2.6)

体部外面に飼蓮弁を施す。口

縁端部は九くおさめる。全面
にかけ濃緑色釉を施す。

内外面施釉 (青磁)外面蓮弁
文。

精良。 灰白色 龍泉窯系青磁

磁器碗 高
径
器
底
⑫.0
6.0
角高台。濃緑色釉を施す。 内外面施釉 (青磁)。 高台内

無釉。
精良。 灰白色 龍泉窯系青磁

土師質土錘 長径  5。 2
幅   1.5
厚み  1.4
穿孔径 0.5
重量  8.13

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・長石・雲母。
微砂粒を含む。

浅黄橙色

236
瓦質
加工円盤

径
高
径

長
器
短

5。 7

1.4

5.6

瓦再利用品。 精貞。 灰色

244

土師質銅津 径
高
径

長
器
短

石英・長石・雲母 表にぶい黄橙色
内灰色

鋳造滓

第21表 田宮遺跡 B区  出土遺物観察表 石製品 。金属製品

番号 器 種
法 量

備 考
長 (cm) 幅 (cln) 厚 (cln) 重

石製品砥石 砂岩

237 石製品石鍋 2,7 1.4 12.53 滑石製。煤付着。穿孔

石製品硯 2.0 粘板岩 ?

石製品火打ち石 27 1.7 18.71 長石

金属器小柄 11.2 1.5 25。 10

銅製品年 13.45

銭貨 (1.5) 銅銭。銭種不明

242 銭貨 寛永通宝 (新 )。 裏退点文 (1668)

銭貨 寛永通宝 (新 )
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第22表 田宮遺跡 C区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (1)
番号 器種 法量 (cnl) 形態の特徴 成形 す技法 月台土 色 調 備考

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部より内彎しながら立ち上
がり途中より直線となる。国
縁端部はやや尖り気味で丸く
仕上げる。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラケズリ。

石英。精良。 浅黄橙色 内外面赤彩痕
吉備系

246

土師質杯 一局
径
器
底
(27)
5,0

底部よりやや直線的に立ち上
がり、口縁でやや内彎する。
底部内面凹凸あり。

内面指ナデ。外面ヨコナデ。
外面底部回転ヘラケズリ後板
ナデ。

石英 雲母 赤色
斑粒 黒色斑粒。
微砂粒を含む。

内にぶい責橙色
外灰白色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

器壁全体に薄い作り。 内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を小
量含む。

にぶい責橙色 口縁部煤付着

土師質皿 径
高
径

口
器
底

口縁部短くやや内彎。口縁端
部やや尖る。

内外面回転ナデ。 石英 雲母 赤色
斑粒。微砂粒を多
く合む。

浅責橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

口縁部短くやや内彎。口縁端
部やや尖る。

内外面ナデ。外面底部回転糸
切り (摩滅気味)。

石英 長石 雲母・

赤色斑粒。砂粒を
小量含む。

浅黄橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部よりやや外反しながら立
ち上がる。口縁端郡はやや丸
ψヽ

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

長石・雲母・砂岩。
微砂粒 を小量含
む。

にぶい橙色

251
土師質皿 高

径
器
底

(1.0)

8.4
底部より直線的に立ち上が
る。見込部凹凸あり。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り後板ナデ (摩減)。

長石・砂岩。微砂
粒を小量含む。

にぶい責橙色

252

土師質皿 径

高
回
器
13,8

(24)
底部から口縁部にかけて緩や
かに内彎し、口縁端部は九く
おさめ器壁はやや厚い。内外
面には戊素が吸着している。

内外面回転ナデ。 石英・雲母。微砂
粒を含む。

褐灰色

253

土師質皿 径
高
口
器
130
似.働
緩やかに内彎しながら立ち上
がり口縁部で直行する。端部
は九く仕上げる。

内外面回転ナデ。外面体部下
半回転ヘラケズリ。

石英 雲母 赤色
斑粒。微砂粒を小
量含む。

にぶい橙色 内面黒斑

土師質
高台付椀

器高  (1.3)
底径  40

高台断面逆三角形。 内外面回転ナデ。高台部ヨコ

ナデ。貼付高台。
石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を小
量含む。

内黄灰色
外灰責色

土師質土鍋 口径  232
器高  (36)

「く」の字状口縁。口縁部や
や内彎。

内面ハケロ (7本/cr)。 外面
口縁部ナデ。外面顎部指オサ
エ。外面体部摩滅。

長石 雲母・砂岩。
砂粒を多く含む。

内明責褐色
外灰責褐色

外面煤付着

256

土師質養 口縁部外反。 内面回転ナデ後指オサエ。外
面ハケ (5本 /m)後ナデ。

石英 長石 雲母
赤色斑粒。

内にぶい責橙色
外橙色

257
瓦質
高台付椀

昔向
伝仕

器
底

(1,7)

60
帝状の高台が貼り付けられて
いる。体部内彎。暗文無し。

内外面ロクロナデ。貼付高台。 石英 す雲母。微砂
粒を小量含む。

灰 色

258
瓦質羽釜 体部、口縁部が大きく内彎し、

断面三角形の短い鍔が付く。
内面ロクロナデ。外面ナデ後
指オサエ。

石英 長石 雲母。
砂粒を含む。

灰 色

259
瓦質
高台付椀

古向
伝仁

器
底
似.動
60
体部やや内彎し、退化した高
台が付く。断面三角形の高台
貼付。

内面ナデ後ヘラミガキ暗文。
外面指オサエ後ナデ。高台部
ヨコナデ。貼付高台。

石英・雲母。微砂
粒を含む。

内灰色

外灰白色
和泉型

瓦質羽釜 口径  200
器高  (58)

断面三角形の顎が水平に付
く。

内面ハケ (6本/cm)。 外面ロ
クロナデ。

石英・長石 雲母。
微砂粒を含む。

仄色 和泉型

瓦質火鉢 口径  336
器高  (5.2)

口縁まで内彎しながら立ち上
がる。

内面指オサエ、ナデ。外面ナ
デ、連続文 (雷文)

長石 雲母 砂岩。
砂粒を多く含む。

責灰色

陶器悟鉢 径
高
口
器
28.0

(74)
口縁端部が上下に拡張され、
「く」の字状の形態を示して
いる。先端部はやや尖る。体
部内面に5条程度の櫛描条
線。

内面指目 (5条/1.2cm)。 砂粒を含む。 掲灰色 備前系

陶器悟鉢 器高 (5.6)
底径  161

胴部よりやや外反しながら立
ち上がる。

内外面ロクロナデ。内面積目
(±3条/3.6m)。

微砂粒を含む。 灰色 備前系

陶器悟鉢 径
高
口
器
26 0

(5,7)

体部は直線的に立ち上がる。
口縁端部が上下に拡張され、
「くJの字状の形態を示して
いる。先端部はやや尖る。

内外面ロクロナデ。内面橋目
(12条 /2 6cm)。

微砂粒を含む。 にぶい赤掲色 堺・明石系

265
陶器悟鉢 器高  (52)

底径  260
底部より直線的に立ち上が
る。

内外面ロクロナデ。内面指目
(ll条 /1 8cm)。

砂粒を含む。 灰赤色 備前系

陶器信鉢 径

高
口
器
272
(110)
底部より内彎しながら立ち上
がる。

内外面ロクロナデ。内面指目
(5条 /cm)。

砂粒を含む。 にぶい赤褐色 堺 。明石系
17C末以降

陶器括鉢 径
高
径

口
器
底

見込信目中央より放射状に施
す。

内外面ロクロナデ。内面体
部、見込部悟目(10条 /2.Ocm)。
外面底部板ナデ。

石英。砂粒を含む。 内褐灰色
外にぶい赤褐色

堺 明石系 (明石)
18C後半～

陶器鉢 高
径
器
底

(4.1)

11.2

高台が厚く、高台内の削りが
深く、高台の外側を斜めに削
り落としている。植木鉢に転
用か ?

内面白泥 (刷毛目)。 外面回
転ヘラケズリ、ナデ。底部焼
成後穿孔。

長石・砂岩。砂粒
を小量含む。

にぶい赤掲色 内面煤付着
肥前系 (唐津)
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第23表  田宮遺跡 C区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (2)

番号 器檀 法量 (cm) 形態の特徴 成形・技法 月台土 色調 備考

陶器鉢 器高  (3.6)
底径  10.8

底部より緩やかに内彎しなが

ら立ち上がる。
内外面施釉 (鉄釉)。 内面刷
毛目 (白泥)。 見込部砂 目。
外面体部下半無釉。

にぶい橙色 肥前系 (唐津)

270

陶器厘鉢 径
高
径

口
器
底

筒形で胴部はやや内傾しなが
ら直線的に立ち上がる。

内外面ロクロナデ。 微砂粒を含む。 内にぶい赤褐色
外褐仄色

備前系

陶器火鉢 ? 径
高
口
器
21.0

偲.2)
内面突起 l。 体部上部円形穿
了し2箇所。

内外面施釉 (内面灰釉、外面

白釉)。

微砂粒を含む。 灰白色 口縁部煤付着瀬戸
美濃系 (瀬戸)

272
陶器奏 高

径
器
底
09
17.9

胴部より直線的に立ち上が
る。

内外面ロクロナデ。内面施釉

(鉄釉)。 外面底部目痕。
砂粒を多く含む。 責灰色 京・信楽系 (信楽)

陶器壷 高
径
器
底

底部より直線的に立ち上が
る。無釉焼き締め。

内外面ロクロナデ。 黄灰色 備前系

274

陶器壷 高
径
器
底
0.0
54
底部より直線的に外方へ立ち
上がり、中折より頸部にかけ
て内彎していく。

内外面ロクロナデ。外面体部
以下ロクロナデ後ナデ。タト面
底部静止糸切り。

微砂粒を含む。 灰色 備前系

275

陶器瓶 径
高
口
器

3.2

(85)
鳶口形。fBl徳利。 内面口辺部、外面施釉 (白

泥)。 内面体部露胎。国縁部
指オサエ。

精史。 灰 色

陶器瓶 径
径
長
短
44
2.1
胴都破片である。人形 (大黒)
を只占り付けている。

型作り貼付。 精良。 にぶい赤褐色 備前系

陶器

天目茶碗

径
高
口
器
112
(6.3)

胴部より口縁にかけほぼ直線
的に立ち上がる。口縁端部は

やや尖る。

内外面施釉 (鉄釉)。 外面腰
部無釉。

精良。 灰白色 瀬戸 美濃系 (瀬戸)

陶器
天目茶碗

器高  (28)
底径  42

高台脇から直線的に立ち上

がっている。高台は削り出し

高台で、高台内面は平坦に削
り取られる。

内外面施釉 (鉄釉)。 外面腰

部以下無釉。
微砂粒を含む。 灰白色 瀬戸 美濃系 (瀬戸)

陶器碗 伝士
舌
画

口
器

12.0

(69)
全体に厚みのある器壁で底部
から内彎しながら立ち上がり

中折よりほぼ直立し口縁まで

立ち上がる。口縁端部は丸く

仕上げる。

内外面施釉。外面染付 (風景)。 微砂粒 を小畳含
む。

灰白色 陶胎染付

陶器皿 口径  110
器高  3.0
底径  34

高台からほぼ上方に向けて緩
やかに胴部が延び、口縁部が

外反する。端反形の皿。

内外面施釉 (灰釉)。 見込部
胎部上目 (3箇 所)。 高台無
釉。畳付部砂付着。

微砂粒 を小量含
む。

灰白色 肥前系 (唐津)

陶器皿 径
高
径

回
器
底

底部より緩やかに内彎しなが

ら立ち上がり口縁部でやや外
反。

内外面施釉 (灰釉)。 見込部

胎土目痕。
微砂粒 を小量含
む。

灰白色 瀬戸・美濃系 (瀬戸)

282
陶器皿 径

高
径

口
器
底

全面施釉。見込部のみ釉 を

拭って内禿げに。碁笥底。
内外面施釉 (灰釉)。 見込部
釉剥ぎ。外面体部下半以下無
釉。内外面底部熔着痕。

精良。 灰白色 瀬戸 美濃系 (瀬戸)

陶器皿 径
高
径

口
器
底

112
3.5
38

高台から回縁にかけて緩やか
に内彎。

内面、外面口縁部施釉 (仄
界由)。 外面体部目痕。

精良。 にぶい橙色 肥前系 (唐津 )

陶器皿 径
高
口
器
40,0

(55)
高台から緩やかに内彎した胴

部が延び、口縁部で外反する

もので内面に段を持つ。

内外面施和 (灰釉)。 黒い砂粒を含む。 灰色 肥前系 (唐津)

285
陶器灯明皿 径

高
径

口
器
底

全体に薄い作りの堅く焼き締
められた灯明皿。内面には塗
上が施されている。

内面ロクロナデ。タト面回転ヘ

ラケズリ。

長石 砂岩。
精良。

にぶい赤褐色 回縁部媒付着
備前系

286

陶器
灯明受皿

径
高
径

口
器
底

112
11
50

底部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。

内面ロクロナデ。外面回転ヘ

ラケズリ。

微砂粒を含む。 灰掲色 備前系

磁器碗蓋 径
高
径

回
器
底

体部内湾。 内外面染付 (内面草花、喋。
タト面唐草)。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

288
陶器蓋 高

径
器
底

2,9

42
外面のみ施釉。外面中央に丸
い把手貼付。切り離し技法は

回転糸切り。

外面施釉 (鉄和)。 内面露胎。
内面底部回転糸切り。内外面

熔着痕。

微砂粒 を小量含
む。

黄灰色 瀬戸 美濃系 (i頼戸)

289

磁器碗 口径
器高
底径

底部より内彎しながら立ち上
がる。

内外面施釉。外面染付 (笹 )。
畳付部砂付着。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器皿 器高  (16)
底径  3.8

底部無綸。 内面施釉 (白 磁)。 見込部熔

着痕。外面無釉。
精良。 灰白色 白磁

磁器皿 器高  (1.5)
底径  30

高台断面逆台形状である。 内外面施釉 (白 磁)。 外面高

台以下無釉。高台内墨書 (2
文字)。

精良。 灰白色 白磁

磁器皿 器高  (22)
底径  36

碁笥底で底部無釉。 内面染付 (二 重 圏線 内植
物 ?)。外面施釉。高台内無釉。

精良。 灰白色 中国系
青花
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第24表  田宮遺跡 C区  出土遺物観察表 土器 。陶磁器等 (3)

番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形・技法 胎 土 色調 備考

磁器瓶 高
径
器
底

(7.1)

52
底部より内彎しながら体部を

九く仕上げる。

内外面ロクロナデ。外面染付

(圏線)。畳付部無釉砂付着。
精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

294

土師質土錘 長径  5,7
幅   0.9
厚み  08
穿孔径 04
目雪ξ言   3.84

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナ デ 長石 '砂岩。微砂
粒を小量含む。

淡責色

土師質
土人形
(座像)

一局
さ

幅

器

厚

全面雲母付着。中実。 型作り貼合せ。 石英 長石 雲母・

赤色斑粒。
橙 色 頭部欠損

瓦質丸瓦 径
高
径

長
器
短

中央の少し盛り上がったアー

チ形。

凸面ヘラミガキ、ヨコナデ。
凹面布目、縄目痕 (3箇所)。

石英 ,長石。砂粒
を含む。

凸にぶい責橙色
凹灰色

308

土師質鍋 径
高
口
器
21.6

に 3)
口縁部を「くJの字状に屈曲
させ、口縁部を内彎しながら

肥厚させて、端面を凹面に仕
上げる。体部外面には指オサ
エの痕が残る。

口縁部ヨコナデ。内面板ナ

デ。外面指オサエ。
石英 長石・雲母。
砂粒を多く含む。

にぶい橙色 外面煤付着

309

土師質奏 高
径
器
底

(7.0)

30.5

甕の底部片である。腰部は直
線的に立ち上がる。

内外面積方向の板ナデ。見込

部、外面底部ナデ。
石英・長石 結晶
片岩 黒色斑粒。
砂粒多く含む。

内橙色

外にぶい橙色

瓦質焙烙 径
高
口
器
36.4

(17)
折縁、ナデ、外面指オサエ。
内耳貼付、穿孔あり。

内外面ヨヨナデ後指オサエ。 石英・黒色斑粒。 灰色

陶器悟鉢 径
高
口
器
38,8

徽 0
口縁及び縁帯下部に重ね焼き

痕あり。

内外面ロクロナデ。内面括目
(11条 /2.8側 )。

石英・雲母。 にぶい赤掲色 備前系

陶器碗 器高  (2.1)
底径  3.2

外面底部無釉。底部より内彎
しながら立ち上がる。

内外面ロクロナデ、施牙由

明)。 全面貫入。
(透 精良。 灰白色 京 ,信楽系 (京焼 )

17C中葉以降

陶器灯明皿 口径
器高

底径

器壁全面に薄い。無鵜焼き締
め。

内外面ロクロナデ。 石英 黒色斑粒。 明赤褐色 口縁部煤付着
備前系

陶器皿 径
高
口
器
23.6

(57)
体部やや内彎しながら立ち上

がり、口縁を九く仕上げる。
内外面ロクロナデ。 精良。 にぶい赤褐色 肥前系 (唐津)

象嵌三島手

315

陶器皿 径
高
口
器
34 8

Gつ
回縁部外反する端反形。内面
には白化粧土による刷毛目文
が描かれる。

内外面ロクロナデ後施釉 (鉄
X由 )。

赤色斑粒 黒色斑
粒。

内暗灰黄色

外黒褐色

肥前系 (唐津)

磁器猪口 高
径
器
底
儒.0
3.8

体部わずかに内彎しながら立

ち上がる。外面にわずかに染

付が見える。高台内含め全面
に施釉。

内外面ロクロナデ後施油。外
面染付 (不明)。

雲母。精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器猪口 径
高
径

口
器
底

外面に遠景を染付けている。
畳付には砂が付着している。

内外面ロクロナデ後施釉。外
面染付 (遠景)。 畳付部舶剥
ぎ、砂付着。

黒色斑粒。 灰白色 肥前系 (伊万里)

陶器碗 高
径
器
底
(11)
40
深く削り込んだ内反高台であ
る。全面に錆化粧されて内面
には鉄釉が施されている。

内面ロクロナデ後施釉 (鉄
釉)。 外面ロクロナデ。

雲母・赤色斑粒
黒色斑粒。精良。

内黒褐色
外にぶい褐色

瀬戸・美濃系 (瀬戸)

陶器徳利 一喬
径
器
底

(6.8)

8.8

腰部より内彎しながら立ち上

がる。外面全面に鉄和が施釉
されている。

内外面ロクロナデ。外面施オ由
(鉄釉)。

精史。 仄黄色

土師質皿 口径
器高
底径

体部器壁薄い。口縁端部やや

尖る。

内外面回転ナデ。外面底部回

転糸切り。
石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を小
量含む。

i完黄橙色 近世

322

陶器鍋 器高  (5,7)
底径  8.6

胎土は堅緻で器壁薄く、小さ
い底部で高台脇には三角状の

脚が貼り付けられている。外
面底部を除き内外面には鉄IFL
が施されて、内面見込には犯
手部が熔着している。

内タト面ロクロナデ後施釉 (鉄
釉)。外面底部回転ヘラ切り。

石芙。精良。 褐灰色

323

磁器碗 径
高
口
器
16.0

● 0
体部外面に飼蓮弁文を施す。
口縁端部はやや丸い。全面に
かけ淡緑色釉を施す。

内外面ロクロナデ後施和 (青
磁)。 外面蓮弁文。

石英。精良。 仄 色 龍泉窯系青磁

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部回転糸切りの上師質小皿

である。

内面ナデ。外面回転ナデ。外
面底部回転糸切り。

石夫・雲母・赤色
斑粒。

にぶい橙色 近 世

325
陶器厘鉢 一島

径
器
底
●.2)
147
硬く焼き締められた半筒形の

容器。外面には鉄漿が施され

ている。

内面ロクロナデ。外面ロクロ

ナデ後鉄漿。
石英・長石 雲母

赤色斑粒。
灰褐色 備前系 ?

陶器碗 古向
夕世

器
底

(2.5)

46
全面施釉の畳付釉剥ぎされて
いる。

内外面ロクロナデ後施釉 (灰
釉)。 畳付部釉剥ぎ。

精良。 灰色 陶胎染付

327

陶器灯明皿 口径
器高
底径

内面塗土。回縁部媒付着。 内外面ロクロナデ。 石英 雲母。微砂
粒少し含む。精良。

にぶい赤掲色 備前系

―- 189 -―



第25表 田宮遺跡 C区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (4)
番号 器種 法量 (c14) 形態の特徴 成形・技法 胎 土 色調 備考

328
陶器皿 器高  (2.9)

底径  9.8
高台から緩やかに胴部が延び
る。高高台の高台無釉。

内外面ロクロナデ後施釉 (灰
釉)。 見込部蛇ノロ釉剥ぎ後
渦文 (鉄漿)。 高台部無釉。

石英・雲母。
精良。

灰責色 肥前系 (唐津)

329
磁器仏花瓶 辣韮型の瓶。 内外面ロクロナデ。外面染付

(蛸唐草)。
精良。 灰白色 肥前系

磁器仏花瓶 高
径
器
底
俗.9
4.8
外面全面施釉、畳付釉剥ぎ。
胴部下方が膨らむ。辣韮形碁
筍底。

内外面ロクロナデ。外面染付
(草花)。

精良。 灰 白 肥前系 (伊万里)

陶器碗 径
高
口
器
122
(4.1)

内彎して立ち上がり、日縁端
部はやや外反し、少し尖りな
がら丸く仕上げる。

内外面ロクロナデ後施釉 (透
明)。

石英・雲母。
精良。

淡責色 京 信楽系 (京焼)

332

土師質土錘 長径  2.1
幅   17
厚み  1,7
穿孔径 07
重量  4.57

胎の短い紡錘形の管状土錘。
棒に粘土を巻き付けて成形。
全体にナデ。

ナデ後指オサエ。 石英・雲母。微砂
粒を小量含む。

橙色 煤付着

土師質土錘 長径  2.3
幅   1,7
厚み  1.7
穿孔径 0,7
重量  440

胎の短い紡錘形の管状土錘。
棒に粘土を巻き付けて成形。
全体にナデ。

ナデ。 石英・雲母。微砂
粒を小量含む。

赤褐色

土師質土錘 長径  2.8
幅   1.9
厚み  17
穿孔径 0.6
目三看雪   7 29

胎の短い紡錘形の管状土錘。
棒に粘土を巻き付けて成形。
全体にナデ。

ナデ後指オサエ。 石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を小
量含む。

にぶい赤掲色 煤付着

土師質土錘 長径  2.9
幅   1.7
厚み  1.8
穿孔径 06
重量  7.61

胎の短い紡錘形の管状土錘。
棒に粘土を巻き付けて成形。
全体にナデ。

ナデ。 微砂粒 を小量含
む。

明赤褐色

336

土師質
ミニチュア

(こ ね鉢)

径
高
径

口
器
底

型作り成形。 内外面回転ナデ。外面底部ナ
デ 。

石英・雲母。微砂
粒を含む。

橙色

337

土師質
ミニチュア

(壷 )

高
径
器
底
(29
1.6
型作り貼合せ成形。 内面ケズ リ。外面染付 (植

物)、 施釉 (緑釉)。
石英。 ,表責橙色

瓦質焙熔 径
高
口
器
39.0

(40
折縁。 内外面ロクロナデ。外面体部

指オサエ後ナデ。
石英・長石 雲母。 内灰色

外黒褐色
外面煤付着
御厨系

瓦質茶釜 径
高
口
器
10.2

(168)
鍔部を境に上下分割成形後貼
合せている。穿孔あり。耳部
貝古リイ寸t)。

内外面ロクロナデ。 石英・長石 雲母・

黒色斑粒。
内灰色
外暗灰色

鍔部以下煤付着
17C末以降

陶器
灯明受皿

径
高
径

口
器
底

全体に器壁薄い 内外面ロクロナデ。外面底部
回転糸切り。内外面塗土。

石英・長石・雲母
黒色斑粒。

赤褐色 備前系

陶器土瓶 察住
古向

口
器

8.0

に,7)
ソロバン玉形の体部で、国縁
部は短く立ち上がる。弦用の

耳が前後につき注ぎ回は前屈
みに折れる。

内外面ロクロナデ後施釉 (鉄
釉)。

雲母。精良。 にぶい赤褐色 肥前系 (唐津)

磁器碗 径
高
径

口
器
底

内彎しながら立ち上がり口縁
部で直行する。端部はやや尖
り気味に仕上げる。畳付を除
き全面施釉で外面には笹文が
口縁部に描かれている。高台
部砂付着。

内外面ロクロナデ後施釉。外
面染付 (笹 )。 畳付部無釉。
高台部砂付着。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

土師質皿 径
高
口
器
13.6

93)
底部よりやや内彎しながら立
ち上がる。国縁端部はやや尖
りながら九く仕上げる。

内外面回転ナデ。外面体部下
半回転ヘラケズリ。

石英 長石・赤色
斑粒。砂粒を含む。

内橙色
外にぶい掲色

瓦質焙烙 径
高
口
器
33.6

(4.0
折縁で内外面に指ナデ、外面
に指オサエが施されている。

内外面ロクロナデ。外面体部
指オサエ、ナデ。

内にぶい責褐色
外黒褐色

外面媒付着
御厨系
17C末以降

陶器橋鉢 径
高
口
器
32 4

(5,9)

口縁帯三段。無THI焼 き締め。 内外面ロクロナデ。内面福目
(12条 /3.5cln)。

精良。 掲灰色 堺・明石系
17C末 ～

陶器皿 口径  13.9
器高  (2.0)

口縁カシト反する端反形の溝縁
皿である。器壁は薄い。

内外面施TIH(鉄 漿に近い鉄
釉)。

精良。 にぶい責橙色 肥前系 (唐津)

土師質鍋 口径  270
器高  (6.6)

口縁部を肥厚させ端面を凹面
に仕上げる。

口縁端部、内面回転ナデ。外
面ナデ、指オサエ。

石英・長石・雲母・

砂岩。砂粒を多く
含む。

内黄橙色
外にぶい責褐色

外面煤付着

土師質鍋 径
高
口
器
26.8

(4.2)

体部、口縁郡やや内警。口縁
部端面は四面に仕上げる。

内面ナデ。国縁端部 ヨコナ
デ。外面指オサエ、ナデ。

石英 長石・砂岩。
砂粒を多く含む。

内にぶい橙色
外暗褐色

外面媒付着
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第26表 田宮遺跡 C区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (5)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形 技法 胎 土 色調 備考

土師質鍋 口径  25.2
器高  (98)

体部、口縁部やや内彎。口縁
端部を肥厚させて、端面を凹
面に仕上げる。体部外面には

指オサエの痕が残る。

内面ナデ。口縁端部回転ナ
デ。外面体部指オサエ、ナデ。

石英 長石 砂岩。
砂粒を多く含む。

内にぶい黄橙色
外暗褐色

外面煤付着顕著

土師質焙熔 径
高
口
器
34 0

(6.1)

直縁。 内外面回転ナデ。 長石 雲母・砂岩。 内にぶい橙色

外灰褐色
外面煤付着

352
土師質十能 径

高
長
器

十能の柄である。 板ナデ後ナデ。 石英 雲母・赤色
斑粒。

にぶい橙色

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
25,4

(6.8)

口縁端部上下に拡張し、端部
はやや九みを持つ。

内外面ロクロナデ。 英
粒
む

石
斑
含

雲母 黒色
砂粒を多く

明青灰色 東播系

陶器福鉢 高
径
器
底

(3.9)

14.0
底部よりやや内彎しながら立

ち上がる。体部内面に12条を
一単位とする櫛描条線が施さ
れる。

内外面ロクロナデ。内面指目
(12夕持/3.4cm)。

砂粒を小量含む。 灰赤色 備前系

陶器楯鉢 高
径
器
底
(32)
11.6
見込部クロス状の指目。 内外面ロクロナデ。内面積目

(11条 /2.6cln)。

砂粒を多く含む。 黄灰色 堺・明石系

356
陶器指鉢 体部やや外反。口縁端部は上

方に大きく拡張。
内外面ロクロナデ。 灰白色 備前系

357
陶器厘鉢 高

径
器
底

(2.つ

11.4

筒型で底部より直線的に立ち
上がる。

内外面ロクロナデ。見込部火

欅痕。外面底部窯印あり。
精良。 灰白色 備前系

陶器厘鉢 径
高
径

口
器
底

半筒形で底部 と胴部境面取
り。口縁端部は九 く仕上げ
る。

内外面ロクロナデ。 砂粒を含む。 にぶい赤褐色

陶器甕 径
高
口
器
25,4

(111)
鉄釉により外面施釉。内面無
釉。外面には沈線が施されて
いる。

内外面ロクロナデ。外面体部
沈線。

長石。 赤褐色

陶器三 高
径
器
底
(152)
15.6
胴部より内彎しながら緩やか
に立ち上がる。

内面板ナデ後指オサエ。
ロクロナデ後指オサエ、

面

ナ

外
指
大小の礫や砂粒を

含む。
淡橙色 備前系

36土

陶器重 径
高
口
器
11.6

(14.劾

胴上部に最大径を持った後、
顎部はやや開いて立ち上が

り、口縁部は折り返される。
耳が貝古り付けられている。赤
褐色の焼き肌には石爆が見ら
れる。

内外面ロクロナデ、指オサ 大小の礫や砂粒を

含む。
内灰褐色
外にぶい赤褐色

備前系

陶器碗 径
高
径

回
器
底

体部直線的で口縁部わずかに

外反する。国縁端部丸く仕上

げる。

内面施釉。外面染付 (四方欅、
遠景、圏線)。

砂粒を多く含む。 灰白色 陶胎染付
肥前系 (唐津)

363
陶器碗 高

径
器
底
⑫.の
4.8
底部より内彎。高台やや高い。 内外面施釉 (灰釉)。 高台無

釉 。

微細の黒粒を多く
含む。

灰白色 肥前系 (唐津)

陶器
天目茶碗

器高  (5,3)
底径  4.8

高台脇より斜めに立ち上が
る。高台と高台脇を除き全面
に鉄釉が施され黒褐色を呈し
ている。胎土は仄白色でやや

粗い。削り出し高台。

内外面施釉 (鉄釉)。 外面高

台以下無釉。
微砂粒を含む。 灰白色 瀬戸・美濃系 (瀬戸)

陶器皿 高
径
器
底

(2.6)

90
高台よりほぼ上方にに向けて

緩やかに胴部が延びる。
内外面施釉 (灰釉)。 見込部
胎土目(3箇所)。 高台無釉。
畳付都砂付着 (3箇所)。

微砂粒を多 く含
む。

灰白色 肥前系 (唐津)

366

陶器皿 径
高
径

口
器
底

高台から緩やかに体部が廷
び、口縁部で外反する端反形
の溝縁皿。

内面・外面口縁部施釉 (白
泥)。 見込部砂目痕。外面体
部露胎。高台部砂付着。

微砂粒 を小量含
む。

灰責色 肥前系 (唐津)

陶器皿 高
径
器
底

(2.9)

125
高台からほぼ上方に向けて緩
やかに体部へ延びる。外面底

部無釉。

内面施釉 (灰釉)。 見込部目
痕。

微砂粒 を小量含
む。

掲灰色 肥前系 (唐津)

磁器碗 径
高
径

口
器
底

畳付部のみ無TIH。 内外面施釉。外面染付 (コ ン
ニャク印判による花斉)。 畳

付部無釉。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器猪口 径
高
径

口
器
底

高台から直行 して立ち上が
る。

内外面施釉。畳付部無釉。 精良。 灰白色 白磁
肥前系 (伊万里 ?)

370

磁器碗蓋 径
高
径

口
器
底

全面施釉。畳付釉剥ぎ。 内外面染付 (人卦、固線)。
畳付部釉剥ぎ。

精史。 灰白色 肥前系 (伊万里)

371
磁器皿 高

径
器
底
(2.0
3.9

見込蛇ノロ釉剥 ぎ。高台無
釉。畳付砂付着。

内面染付。見込部蛇ノロ釉剥
ぎ。外面施釉。高台無釉。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

372

磁器皿 径
高
径

口
器
底

畳付部のみ無釉。 内面染付 (圏線、草花)。 外
面施釉。畳付部無釉。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)
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第27表 田宮遺跡 C区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (6)
番号 器種 法量 形態の特徴 成形 技法 胎土 色調 備考

磁器皿 口径
器高
底径

輪花型打成形。 内外施釉 (青磁)。 畳付部無
釉。高台内ハリ痕。

精 良。 灰白色 青磁
肥前系 (伊万里)

磁器徳利 首部から国部にかけほとんど

平行な鶴首瓶である。
内面無釉。外面染付 (遠景)。 精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

375
磁器徳利 器高  (26)

底径  31
畳付部のみ無釉。 内面施釉。外面染付 (草、圏

線)。 畳付部無釉。
精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器瓶 高
径
器
底

(6.2)

100
高台を削り出し、胴部上部が

大きく膨らむ。
内面無釉。見込部自然釉付
着。外面染付 (植物、圏線)。
畳付部露胎。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里 )

377

土師質九瓦 径
高
径

長
器
短

緩やかな九みを持つ。 凹面斜め方向の緩弧線が残る

糸切り痕。凸面ナデ。
長石・砂岩。砂粒
を含む。

凹褐仄色
凸にぶい赤褐色

中世 ?

瓦質
加工円盤

径
高
径

長
器
短

瓦再利用品。円形に加工。片
面中央に円形の窪みあり。

石英 雲母 結晶
片岩。砂粒を含む。

灰 色

383
土師質鍋 径

高
口
器
30.3

(41)
体部、口縁部やや内彎。口縁
部端面は凹面に仕上げる。

内面回転ナデ後板ナデ。外面
回転ナデ後指オサエ。

砂粒を多く含むc 内にぶい責橙色
外黒褐色

陶器碗 径
高
口
器
84
(35)
緩やかに内彎しながら立ち上
がり、端部はやや尖る。

内外面施釉 (灰 X由 )、 貫入。 精良。 仄白色 瀬戸 美濃系 (瀬戸)

385
陶器碗 高

径
器
底
俗 3)
52
底部より内督しながら立ち上
がる。

内外面施釉 (仄釉)、 貫入。
高台以下無釉。

精良。 灰白色 京 信楽系 (京 )

磁 器皿 径
高
口
器
11,0

(2.2)

底部より内彎しながら立ち上
がり口縁部で外反する。

内外面染付 (圏線)。 精良。 灰白色 中国系
青花

387

土師質
灯明皿

径
高
径

口
器
底

7,7

1.1

5,0

底部より直線的に立ち上が
る。口縁端部はやや尖る。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

長石 砂岩。
精良。

浅責橙色 口縁部煤付着

388

土師質杯 径
高
径

口
器
底

124
21
60

底部より直線的に立ち上が
る。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り後ナデ。

石英・雲母・赤色
斑泣。精良。

橙色

土師質土鍋 径
高
口
器
38.8

(69)
体部内彎。国縁端部を
の字状に外反する。

ヨ

九ネ矧い

口縁部ヨコ方向のハケロ。内
面回転ナデ。外面回転ナデ後
指オサエ。

石英・長石・雲母
赤色斑泣。砂粒を

多く含む。

内にぶい責橙色
外黒褐色

外面煤付着顕著

土師質鍋 径
高
口
器
27 0

(83)
体部、口縁部やや内彎。口縁
部端面は凹面に仕上げる。

内面回転ナデ。内面体部下半
ハケ (9本 /cm)。 外面口縁端
部回転ナデ。外面体部ナデ、
指オサエ。

長石 '雲母 砂岩。 内橙色
外黒掲色

外面煤付着

土師質鋼 径
高
口
器
29.6

(67)
体部、口縁部やや内彎。口縁
部端面は凹面に仕上げる。

内面体部回転ナデ。外面回転
ナデ後指オサエ。

石英 長石 雲母・

赤色斑粒。砂粒を

多く含む。

内にぶい責橙色
外黒掲色

外面煤付着顕著

土師質鍋 径
高
口
器
27 0

(6.0)

体部、国縁部やや内彎。口縁
部端面は凹面に仕上げる。

内面ナデ。口縁端部 ヨコナ
デ。外面指オサエ。

石英・長石 雲母
赤色斑粒。砂粒を

多く含む。

内にぶい黄橙色
外黒褐色

外面煤付着顕著

土師質羽釜 径
高
口
器
24.0

(4.5)

口縁端部わずかに拡張。断面
三角形の短い鍔がほぼ水平に

付く。

内外面回転ナデ。鍔部ヨコナ
デ 。

石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を多
く合む。

にぶい橙色 外面媒付着

394

土師質焙烙 径
高
口
器

口縁部は直立で直縁である。 内外面回転ナデ。 石英・長石 雲母
赤色斑粒。砂粒を

含む。

橙色 関西系

395
土師質妻 体部内彎し口縁部外反する。 内面ナデ。外面ナデ後格子目

タタキ。
石英 雲母 赤色
斑粒。

内にぶい黄橙色

外仄責褐色

瓦質重 器高  (3.9)
底径  84

腰部より内彎しながら緩やか
に立ち上がる。

内面ロクロナデ。見込部指オ
サエ。外面ロクロナデ、指オ
サエ。

微砂粒を含む。 灰白色

陶器福鉢 体部直線的に立ち上がり口縁
端部が上下に大きく拡張。

内面括目 (3条 /cm)。 砂粒を含む。 赤褐色 堺 。明石系

陶器悟鉢 径
高
口
器
30.0

(39)
口縁端部尖る。無釉焼き締め。 内外面ロクロナデ。 砂粒を含む。 灰赤色 備前系

陶器指鉢 夕仕
古回

口
器
36 8

(48)

口縁端部、口縁帯下に重ね焼
き痕あり。

内外面ロクロナデ。 砂粒を含む。 灰 色 備前系

陶器鉢 径
高
国
器
22.0

(55)
外面体部と口縁端部を平坦に
して象嵌を施している。

内外面施釉 (鉄釉)。 石英・砂岩。 責灰色 肥前系 (唐津)
象嵌三島手

陶器鉢 径
高
口
器
19 6

は,9)
口縁端部釉最1ぎ。 内外面施釉 (鉄釉)。 外面刷

毛目 (白泥)。
微砂粒を含む。 掲灰色 肥前系 (唐津 )

陶器鉢 器高  (2.6)
底径  6.8

底部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。高高台。

内面施釉 (灰釉)。 見込部蛇
ノロ釉剥ぎ。外面回転ヘラケ
ズリ。

長石 砂岩。 灰白色 外面底部煤付着
肥前系 (唐津)

陶器

植木鉢 ?

径
高
口
器
12 0

(3,7)

体部直線的に立ち上がり口縁
部が一段外向う。

内外面施釉 (鉄釉)。 微砂粒 を小量含
む。

灰白色 瀬戸 美濃系 (瀬戸)
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第28表 田宮遺跡 C区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (7)
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形 技法 胎土 色調 備考

陶器
五又は鉢

底部よりほぼ直線的に立ち上
がる。

内外面施釉 (内面仄釉、外面
鉄釉)。

微砂粒 を小量含
む。

灰白色 京 ,信楽系 (信楽)

陶器火鉢 径
高
口
器
190
(65)
灰和の上から白釉と緑釉を三

方に流し掛けている。口縁端
部には蔽打痕が多数見られ
る。

内面施釉 (灰 緑釉)。 外面
施釉 (灰  白 緑釉)。 体部
焼成前穿孔。

精良。 灰色 瀬戸・美濃系 (瀬戸 )

陶器重 高
径
器
底
(40)
50
腰部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。

内面ロクロナデ。見込部指オ
サエ。外面ロクロナデ、指オ
サエ。外面底部回転糸切り。

砂粒を小量含む。 にぶい赤褐色 備前系

陶器甕 径
高
口
器
30.6

に,劾
口縁外側へ折り返す。 内外面ロクロナデ。 精良。 にぶい橙色 備前系

陶器斐 径
高
口
器
29,0

(5.8)

口縁端部を平坦に仕上げる。 内外面施釉 (鉄釉)。 精良。 にぶい赤褐色 肥前系 (唐津)
象嵌三島手

陶器
天目茶碗

径
高
口
器
10,4

60
茶掲色を呈する鉄釉に外面に
は灰釉が流 し掛けられてい

る。

内外面施釉 (鉄釉)。 外面流
し掛t)(灰ポ白)。

微砂泣 を小量含
む。

灰白色 瀬戸 美濃系 (瀬戸)

陶器皿 一島
径
器
底
(18)
38
碁笥底。 内面施釉 (灰釉)。 見込部目

痕。外面無釉。
微砂粒 を小量合
む。

仄白色 肥前系 (唐津)

陶器皿 高
径
器
底
⑫ 動
40
底部器壁やや厚く、体部より
内湾しながら立ち上がる。

内面施釉 (灰釉)。 外面回転
ヘラケズリ。見込部、畳付部
胎土目痕。

精良。 灰色 肥前系 (唐津)

陶器皿 高
径
器
底
(11)
62
全面施釉。見込のみ釉を拭つ

て内禿げになっている。高台
内には熔着痕が残る。碁笥
底。

内外面施釉 (灰釉)。 見込部
釉剥ぎ。

精良。 灰白色 瀬戸・美濃系 (瀬戸)

陶器皿 高
径
器
底
(19)
54
見込砂目痕。碁笥底。外面無
釉 。

内外面ロクロナデ。内面施釉
(灰釉)。

砂粒を含む。 にぶい黄橙色 肥前系 (唐津 )

陶器徳利 高
径
器
底
●.9
56
底部より内彎しながら立ち上
がる。

内外面ロクロナデ。外面一部
窯変。

精良。 内暗灰色
外明赤褐色

備前系

陶器皿 径
高
口
器

11.0

(38)
胴部が高台から緩やかに上方
に延び、そのまま水平な口縁
部を持つ。

内外面施釉 (灰釉)。 外面体
部下半露胎。

微砂粒 を小量合
む。

橙 色 肥前系 (唐津)

陶器皿 高
径
器
底
(27)
64
高台からほぼ上方に向けて緩
やかに胴部が延びている。見
込蛇ノロ釉剥ぎ。内外面釉掛
1)す )t)。

内面施釉 (銅緑釉)。 見込都
蛇ノロ釉剥ぎ。外面施釉 (透
明釉)。 高台内露胎。畳付部
砂付着。

微砂粒 を小量含
む。

灰白色 肥前系 (唐津)

陶器皿 高
径
器
底
∞.2)
ll.3

底都よりやや直線的に立ち上
がる。

内面施釉 (灰釉)。 見込部、
畳付部胎土目痕。

精良。 灰色 肥前系 (唐津)

陶器
灯明受皿

口径
器高
底径

器壁薄く腰部より直線的に立
ち上がる。

内外面ロクロナデ。 精良。 赤褐色 備前系

陶器
灯明受皿

口径  78
器高  1.6
底径  56

底部より緩やかに立ち上が
る。

内外面塗土 (鉄漿)。 微砂粒 を小量含
む。

暗赤褐色

陶器蓋 器高  14
底径  40

把手貼付。 外面施釉 (灰釉)。 内面回転
糸切り。

精ミ。 灰白色

磁器
蕎麦猪口

口径
器高
底径

筒形。畳付部無釉、砂付着。 内外面施釉。外面染付 (圏
線)。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器碗 径
高
口
器

1.4

53)
やや厚みのある器壁で口縁部
はやや直立気味。

内外面施釉。外面染付 (草
花)。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器皿 径
高
口
器
80
30)
体部直線的に立ち上がり、口

縁端部やや尖る。
内外面施釉。内面染付。 精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器花瓶 径
高
口
器
86
(23)
頚部より緩やかに斜めに立ち
上がり口縁部は外反する。国
縁端部は九く仕上げる。釉の

色は淡緑色を呈する。

内外面施釉 (青磁)。 精史。 灰白色 青磁
BE前系 (伊万里)

磁器香炉 器高  (2.1)
底径  3.8

青磁。脚貼付。高台無釉。 内外面ロクロナデ。外面施釉
(青磁)。 外面底部露胎。

精貞。 仄白色 外青磁
肥前系 (伊万里)

磁器皿 径
高
口
器
90
(20)

なだらかに直線に立ち上がり
口縁部は外反する。口縁端部
は尖る。

内外面施釉 (白磁)。 精良。 浅黄橙色 白磁

磁器皿 高
径
器
底
(10)
5,4

淡緑色釉。 内外面施釉 (青磁)。 内面櫛
目文。外面底部無釉。

精良。 仄白色 龍泉窯系青磁

土師質
土人形
(天神)

一局

さ

幅

器

厚

中実。底部穿孔あり。 型作り貼合せ。 精良。 にぶい橙色

土師質
土人形
(大黒)

一局
さ

幅

器

厚

中実。底部穿孔あり。 型作り貼合せ。 石英 雲母・砂岩。
微砂粒を含む。

にぶい橙色
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第29表 田宮遺跡 C区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (3)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色調 備考

430

土師質土錘 長径  5.2
幅   1.0
厚み  1.0
安二了し4登  0,3
目室置雪   4.55

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母。微砂
粒を小量含む。

浅黄橙色

土師質土錘 長径  3.9
幅   1.6
厚み  1.7
穿孔径 0.6

重量 10.23

紡錘形の管状土錘。捧に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母・結晶
片岩・赤色斑粒。
微砂粒 を小量含
む。

にぶい褐色

432

土師質土錘 長径  1.9
幅   1.6
厚み  1.5
穿孔径 0.6

目雪看雪   4.58

短胴の紡錘形管状土錘。棒に

粘土を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母。微砂
粒を小量含む。

にぶい赤掲色

土師質土錘 長径  2.4
幅   1.7
厚み  1.7
穿孔径 0.6
目三ξ警   5.42

短胴の紡錘形管状土錘。棒に

粘土を巻き付けて成形。
ナデ。 石英・雲母。 にぶい赤褐色

土師質土錘 長径  2.4
幅   1.8
厚み  1.8
多:子 L准≧  0,7
重量  5,75

短胴の紡錘形管状土錘。棒に

粘上を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母。微砂
粒を小量含む。

明赤褐色

瓦質
加工円盤

径
高
径

長
器
短

瓦再利用品。 長石・砂岩。砂粒
を多く含む。

灰白色

第30表 田宮遺跡 C区 出土遺物観察表 石製品・金属製品

番号 器 種
法 皇

皇
備 考

長 (cln) 幅 (cln) 厚 (cm) 重

297 石製品石臼 18.4 3700 砂岩

石製品砥石 18 30

石製品砥石 25.7 10.0 16.7 5800 砂岩

石製品火打ち石 50.15 石英

石製品火打ち石 1.7 24.41

石製品硯 1.2 22.67 粘板岩

379 石製品硯 5,7 18.30

石製品砥石 1.4 6974

石製品砥石 108 6 1650 砂岩

302 銅製品仏具 7.9 短径5.3 器高2.4 20.紹Э 香炉の上に置くもの

銅製品第 ? 27 11

304 銅合金煙管雁首 火皿 1.7 器高1,0 2.98

305 銅合金煙管雁首 2.2 火皿1.5 器高2.2 3M

銭貨 2,72 嘉祐元費 (初鋳1056・ 北宋)

銭貨 3.83 □通元宝

318 銭貨 寛永通宝 (初鋳1636)

銅合金煙管雁首 火皿1,4 器高2.3

436 真鍮煙管吸口 口代,0,4 器高1.1

鋳造品不明 5,7 15 18.57 銅製。鋳型原料 ?

銅製品不明 直径27 器高0.9 表面金飾痕。道具部品 ?
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第31表 田宮遺跡 D区 出土遺物観察表 土器 。陶磁器等 (1)
番号 器種 法量 形態の特徴 成形 技法 胎土 色調 備考

439
瓦質杯 径

高
径

口
器
底

体部から口縁にかけて直線的
に立ち上がる。器壁の歪み顕
者。底部わずかに凹む。

内外面ロクロナデ。外面底部
回転ヘラ切り。

石英 長石・雲母。
砂粒を含む。

仄白色

土師質
高台付椀

高
径
器
底

(1,3)

5。 1

底部よりやや内彎しながら立
ち上がる。底部内面は丁寧な
ナデ。底部高台三角形に尖
る。

内外面回転ナデ。貼付高台。 天
岩
む

石
砂
含

長石 ,雲母
砂粒を小畳

内褐仄色
外にぶい黄橙色

土師質
高台付椀

口径
器高
底径

上1.1 底部よりやや内彎しながら緩
やかに立ち上がる。口縁端部
はやや九い。底部貼付高台
で、先端はやや平坦気味に丸
く仕上げる。

内面回転ナデ。外面回転ナデ
後指オサエ。貼付高台。

石英・長石・雲母・

赤色斑粒。微砂粒
を小量含む。

にぶい責橙色

土師質皿 口径
器高
底径

口縁部やや外反し、底部内面
やや丁寧なナデ。

内外面回転ナデ。見込部ナ
デ。外面底部回転糸切り。

石英・雲母 赤色
斑粒。微砂粒を小
量含む。

内明赤褐色
外にぶい赤褐色

瓦質羽釜 径
高
口
器
25 4

(27)
口縁部は直線的に斜め上方に

広がり、端部は内側に肥厚さ
せ平坦に仕上げている。断面
方形の短い鍔が付く。

内外面ロクロナデ。外面体部
ナデ。

石英 長石 雲母
砂岩。砂粒 を含
む。

内灰責色
外黄灰色

須恵質甕 器高  (7.2)
底径  174

体部やや内彎しながら斜め上
方に延びる。底部平底。底部
から体部にかけ器壁薄 くな
る。

内面ナデ。外面平行タタキ。 石英 雲母・結晶
片岩・黒色斑土。

内灰白色
外仄色

磁器碗 径
高
口
器
13.8

俗.3)
体部内彎。口縁部やや外反し
端部は丸い。体部に飼蓬弁
文。全面にやや厚めの濃緑色
釉を施す。

内外面施釉 (青磁)。 外面体
部蓮弁文。

精良。 灰色 龍泉窯系青磁

土師質
高台付椀

器高  (1.0)
底径  4.2

底部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。高台断面三角
形。

内面ナデ。外面回転ナデ。外
面底部ナデ。貼付高台。

微砂粒 を小量合
む。

浅黄橙色

土師質椀 径
高
口
器
12 0

(2.6)

体部内彎。口縁部やや直線的
で端部は九い。

内面回転ナデ。外面回転ナ
デ、指オサエ。

石英 雲母。微砂
粒を小量含む。

灰白色

448
土師質鍋 径

高
口
器
30 0

徽.0
「く」の字状口縁。体部内彎。
口縁端部は平坦◇

内面回転ナデ。外面回転ナデ
後‡旨オサエ。

石英 長石 雲母・

赤色斑粒。砂粒を
小量含む。

にぶい責橙色

質
鉢
恵
ね
須

こ
径
高
口
器
29 6

(6.4)

体部直線的。口縁端部上方に
拡張 し、先端部九 く仕上げ
る。器壁薄い。

内外面ロクロナデ。 石英・長石・雲母
砂岩。微砂粒を多
く含む。

灰色 東播系

土師質椀 径
高
口
器
ll.0

の.0
体部内彎。口縁部直線的で端
言る1ま夕七い。

内外面回転ナデ。 石英・長石・雲母
角閃石。微砂粒を
小量含む。

にぶい橙色

土師質杯 高
径
器
底
(15)
66
体部やや内彎。底部の器壁は

厚い。
内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

長石・雲母 砂岩・

赤色斑粒。
浅責橙色

453

土師質鍋 径
高
口
器
34,0

(10。 つ

「く」の字状口縁。体部内彎。
口縁端部は平坦。

内面ハケ (9～ 10本/m)。 外
面指オサエ後ハケ(9本/cm)。

石英・雲母 赤色
班粒。砂粒を多く
含む。

内にぶい黄橙色
外灰褐色

内外面煤付着

瓦質甕 高
径
器
底
(89)
15.6
底部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。

内面剥離。外面格子ロタタキ。 石英 長石 雲母。
砂粒を多く含む。

灰 色

陶器碗 器高  (4.9)
底径  5.0

底部より内彎しながら立ち上
がる。

内外面施釉 (透 明釉)。 畳付
部砂付着。全面貫入。

精良。 淡責色 京・信楽系 (京焼)

陶器碗 径
高
口
器
122
(55)
高台からほぼ上方に向けて斜
め上方に胴部が延び、口縁部
が外反する端反形のもの。

内外面施釉 (透明釉)。 微砂粒を含む。 灰 色 肥前系 (唐津 )

陶器

天目茶碗

器高  (1,7)
底径  3.8

底部より内彎しながら立ち上
がる。

内面施釉 (鉄釉)。 外面ヘラ
ケズリ。

精良。 仄白色 瀬戸 美濃系 (瀬戸 )

磁器碗 径
高
径

口
器
底

口縁部直線的。日縁端部はや
や器壁薄く尖る。淡緑色釉を
施す。

内外面施釉 (青磁 )。 高台無
釉。

精良。 灰白色 青磁
肥前系 (伊万里)

462
土師質杯 径

高
径

回
器
底

体部内彎。口縁部直立する。
体部ナデによる稜が残る。回
縁部やや尖る。

内面回転ナデ後指ナデ。外面
回転ナデ。外面底部回転糸切
り。

石英・雲母・赤色
斑粒。精良。

内にぶい黄色
外暗灰責色

陶器皿 径
高
径

口
器
底

高台部から緩やかに上方に延
び、口縁部が外反する。

内外面施釉 (藁灰釉)。 見込
部、高台部砂目積痕。

精良。 にぶい責橙色 肥前系 (唐津)

土師質皿 径
高
径

口
器
底

10 2

20
5.6

底部より直線的に立ち上が
り、口縁端部やや尖る。

内外面回転ナデ。外面体部指
オサエ、ナデ。

雲母・砂岩。微砂
粒を小量含む。

にぶい責橙色

磁器皿 高
径
器
底

(1.1)

60
見込部染付による文様が見ら
れる。

内外面施釉。内面染付 (文様
不明)。 高台畳付砂付着。

精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器皿 器高  (24)
底径  50

底部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。

内外面施釉。内面楽付 (草 )。
畳付部砂付着。

精良。 灰白色 肥前系 (初期伊万里)
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第32表 田宮遺跡 D区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (2)

番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成形・技法 月台土 色 調 備考

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部より緩やかに内彎して立

ち上がる。口縁端部は丸く仕
上げる。

内外面回転ナデ。タト面底部回

転糸切り。

長石 雲母 砂岩。
微砂粒を含む。

内橙色

外にぶい責橙色

土師質杯 高
径
器
底
(16)
81
底部からほぼ直線的に立ち上
がる。

内タト面回転ナデ。外面底部回

転糸切り。
石英 。長石・雲母・

赤色斑粒。微砂粒

を小量含む。

内灰責掲色
外にぶい褐色

見込部煤付着

土師質皿 径
高
口
器

186
(20)
体部直線的に立ち上がる。国

縁部少し肥厚して外反する。
端部やや尖る。

内外面回転ナデ。外面体部指
オサエ (摩減)。

石英 雲母。微砂
粒を小量含む。

内灰白色

外にぶい責橙色

口縁部煤付着
京都系 (15C以降)

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部よりやや内彎しながら立

ち上がる。口縁端部丸く仕上

げる。

内外面回転ナデ。 石英 長石・雲母・

結晶片岩・赤色斑

粒。小礫を小量含
む。

内にぶい橙色
外橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部よりやや内彎しながら立

ち上がる。口縁端部はやや尖
る。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

長石・砂岩。微砂
粒を含む。

灰白色

土師質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

体部内彎。口縁部やや外反。
口縁端部は九い。高台断面逆
三角形。

内外面回転ナデ。貼付高台。 石夫 長石・雲母。
砂粒を小量含む。

にぶい責橙色 吉備系

土師質鍋 径
高
口
器
26 2

6.動
底部よりやや内彎しながら立

ち上がる。口縁端部は「く」
の字状に外反する。先端はや
や凹面に仕上げる。

内外面ナデ後指オサエ。 石英 雲母 赤色
斑粒。砂粒、小礫
を多く含む。

にぶい黄橙色

土師質羽金 口径  26.8
器高  (56)

内彎しながら立ち上がる。短
い口縁部に断面三角の鍔が水

平に付く。口縁端部はやや丸
く仕上げる。

内外面回転ナデ。外面体部平
行タタキ。

石英 長石 雲母。 内にぶい橙色

外橙色
播磨型

477
瓦質椀 径

高
回
器
146
(31)
体部内彎。口縁端部は尖る。 内外面ロクロナデ。外面体部

指オサエ。

長石 砂岩。微砂
粒を小量含む。

黄灰色

478
瓦質椀 径

高
口
器
143
(21)
回縁部やや内彎。国縁端部九
い 。

内面ロクロナデ後ヘラミガキ

暗文。外面ロクロナデ。
石英 雲母。微砂
粒を多く含む。

仄 色

瓦質火鉢 体部やや内彎しながら立ち上
がる。

内外面ロクロナデ。外面型押
陰刻 (菊花)。

石英・雲母 赤色
斑粒。微砂粒を多
く含む。

内灰責色
クト責灰色

余良火鉢

須恵質
こね鉢

体部直線的に立ち上がり、口

縁端部は「くJの字状。端部
はやや丸い。

内外面ロクロナデ。内面体部
ナデ。

長石・砂岩。微砂
粒を多く含む。

責灰色 東播系

陶器括鉢 径
高
口
器
30.6

(64)
体部は直線的に立ち上がり、
口縁端部は上下への拡張が見
られ、国縁部が緩やかに外反
する。

内外面ロクロナデ。内面括目

(単位不明)。
砂粒を小量含む。 内赤灰色

外灰赤色
備前系

陶器悟鉢 径
高
口
器
26 0

(5.5)

体部より斜めに直線的に立ち
上がり口縁部を上下に拡張。

内外面ロクロナデ。内面体部

悟目 (11条 /2 6cn)。
砂粒、小蝶を含む。 赤色 堺 明石系

483
陶器厘鉢 一局

径
器
底
律 0
15,0
平底の底部より体部は直立し
て立ち上がる。

内外面ロクロナデ。外面体部

自然釉付着。外面底部回転ヘ

ラケズリ。

砂粒を多く含む。 褐灰色 備前系

陶器三 器高  (87)
底径  77

平坦な底部よりわずかに膨ら
みをもって立ち上がる。

内外面ロクロナデ。外面施釉
(灰釉)。 外面底部無釉。

微砂粒 を小量含
む。

淡責色 瀬戸・美濃系 (瀬戸)

陶器皿 径
高
径

口
器
底

高台から緩やかに彎曲した胴

部が延び口縁部が外反する。
内面に段を持つ。

内外面施釉 (透 明釉)。 見込

部砂目痕 (3点 )。 高台無釉。
精良。 灰白色 肥前系 (唐津)

16C後～17C前

486
磁器皿 径

高
口
器
152
∝ 0
輪花型。 ロクロ型打成形。内外面染付。 精良。 灰白色 肥前系 (伊万里)

磁器碗 径
高
口
器
126
(36)
体部直線的に立ち上がり口縁

的外反する。

内外面施釉 (青磁)。 精良。 灰白色 青磁

磁器皿 口径  10.6
器高  似.9)

体部より内彎し、回縁は九く

仕上げる。
内外面染付。 精良。 灰白色 中国系

青花

489

磁器碗 径
高
径

口
器
底

ll.6

63
4.0

底部より内彎しながら立ち上
がる。外青磁。

内面染付 (四方替 見込部二
重圏線内五弁花)。 外面施釉

(青磁)。 畳付部露胎、砂付
着。

精良。 灰白色 外青磁
肥前系 (伊万里)
18C後半

土師質土錘 長径  32
幅    11
厚み  1.1
穿孔径 04
重量  228

紡鉦形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母 赤色
斑粒。精良。

赤色

上師質土錘 長径  (59)
幅   27
厚み  27
穿孔径 1,1
重量 4175

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

指オサエ。 石英 雲母 結晶
片岩・赤色斑粒。

砂粒、小礫を多く
含む。

にぶい黄橙色
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第33表 田宮遺跡 D区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (3)

第34表 田宮遺跡 D区 出土遺物観察表 石製品・金属製品

番号 器種 法量 (cal) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色調 備考

土師質
加工円盤

径
高
径

長
器
短

口径2.lcmの 上師質加工円盤
である。

石英・雲母・赤色
斑粒。精良。

浅責橙色

番号 器 種
法 量

備 考
長 (cal) 幅 (cul) 厚 (cln) 重

石製品砥石 3.7 61.77

493 石製品砥石 67.20 粘板岩

銅製品煙管雁首 火皿 1.4 器高2.0

460 銭貨 実測図なし 実測図なし 実測図なし 実測図なし 実測図なし

461 銭貨 実測図なし 実測図なし 実測図なし 実損1図なし 実測図なし

銭貨 洪武通宝 (1368・ 明)

494 銭貨 2.5 皇宋通宝 (1039 北朱)

495 銭貨 2.5 3.13 皇未通宝

銭貨 寛永通宝 (新 )
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第35表 田宮遺跡 E区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (1)
番号 器種 法量 (cm) 形態の砦徴 成形 技法 胎 土 色調 備考

土師質杯 径
高
口
器
11 6

(3.0)

底部より肥厚な体部がやや内
管しながら立ち上がる。口縁
部は薄く端部は九い。

内外面回転ナデ。 雲母・砂岩。微砂
粒を含む。

内にぶい橙色
外にぶい黄橙色

498

土師質土鍋 径
高
口
器
28.6

(29)
体部内彎。「く」の字状の口
縁で端面は九い。

内面ハケ (12本 /cm)。 外面指
オサエ後ナデ。

石英・長石 雲母
赤色斑粒。砂粒を

多く含む。

内

外

ぶい責橙色
ぶい橙色

外面媒付着

土師質椀 径
高
口
器

体部内彎し口縁端部はやや平
坦に仕上げる。

内外面回転ナデ。外面体部下

半回転ヘラケズリ、指オサ
石英・長石 雲母。
砂粒を含む。

にぶい黄橙色 内面黒斑

500

土師質椀 径
高
口
器
10 7

(26)
体部内彎。口縁部やや直線
的。体部にナデによる稜を残
す。

内外面ナデ。 石英。長石 雲母
砂岩。微砂粒を含
む。

灰白色

土師質椀 径
高
口
器

12.2

(2.1)

体部外方へ開いた後内彎。口

縁部内彎。端部は丸い。体部
中位で強いナデあり。

内外面回転ナデ。 石英 長石・雲母。
砂粒を含む。

仄白色 吉備系

502

瓦質椀 径
高
口
器

11.5

似.0
底部よりやや内彎しながら立
ち上がり、回縁部はやや外反
しながら肥厚する。端部はや
や九い。

内面ロクロナデ後ヘラミガキ

暗文。外面ロクロナデ。タト面
体部指オサエ。

石英。長石・雲母
赤色斑粒。微砂粒
を含む。

暗灰色

503
須恵質
こね鉢

径
高
口
器
32.2

(4.5)

口縁部やや外反。口縁端部上

下にやや拡張し、縁帯を成形
する。端面九い。

内外面ロクロナデ。 石英。長石・雲母。
砂粒を含む。

仄 色 東播系

504

磁器壼 ? 口径  5,4
器高  (1.1)

底部よりやや内彎しながら立
ち上がる。国縁部は直線的に
やや広がる。

内外面施釉 (青 白磁)、 陰刻
(蓮弁文)。

精良。 灰白色 青白磁
輸入陶磁器

土師質土錘 長径  42
幅    12
厚み  13

=二

子し花至  0 4
亘三看雪   5,06

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 長石。微砂粒を多
く合む。

にぶい橙色

土師質土錘 長径  33
幅   0,9
厚み  09
穿了し径 03
三≧ξ塾   2.25

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 微砂粒をわずかに

含む。

にぶい橙色

507
瓦質羽金 径

高
口
器
22.0

(31)
断面方形の短い鍔が付く。口

縁端部やや平坦である。
内面ハケ (8本/cm)。 外面ロ
クロナデ。

石英・雲母。砂粒
を多く含む。

灰白色

陶器
徳利形瓶

器胴にロクロ整形痕とみられ
る凹凸をめぐらす。

内外面ロクロナデ。体部外面
窯EF「ク」。

砂粒を含む。 灰色 備前系

土師質羽釜 径
高
口
器
29 6

(59)
直立する口縁部に断面三角形
で水平方向にやや短めの鍔が

付く。口縁端部は平坦で外側
に拡張。

内面ハケ (摩減)。 外面回転
ナデ。外面体部指オサエ、ナ
デ。

石英 長石 雲母・

砂岩。大小の砂粒
を多く含む。

内橙色
外黒色

外面煤付着

土師質杯 高
径
器
底
(18)
9.6

底部より内彎気味に立ち上が
る。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り後ヘラ切り。

石英 長石 雲母・

赤色斑粒。微砂粒
を多く含む。

にぶい責橙色

土師質椀 径
高
口
器

11.6

(21)
体部外方へ開いた後内彎
縁部直線的で端部は九い

部上位で強いナデ痕あり

口

体
内外面回転ナデ。 石英・赤色斑粒。

微砂粒 を小量含
む。

浅黄橙色

土師質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

口縁端部やや丸い。体部上位
にやや膨らみを持ちやや外反
する。

内外面回転ナデ。貼付高台。 石英・雲母。砂粒
を小量含む。

にぶい黄橙色

土師質鍋 径
高
口
器
38 2

(3,7)

「く」の字状の口縁。口縁部
端面は平坦。

内面ハケ (11本 /cm)。 外面ナ
デ (摩減)、 指オサエ。

長石 雲母 砂岩。
砂粒を多く含む。

内にぶい責橙色
外黒掲色

外面煤付着

瓦質椀 径
高
口
器
123
⑫.3)
底部よりやや内彎しながら立
ち上がり、口縁部はやや外反
しながら肥厚する。口縁端部
はやや丸い。

内面ロクロナデ。外面ロクロ

ナデ後指オサエ。
石英・雲母。
精良。

青灰色

陶器碗 高
径
器
底

(1.3)

82
底部やや内彎気味に立ち上が
る。底部平面。

内外面ロクロナデ。外面底部
回転糸切り。

精良。 灰白色 備前系

瓦質 ?羽金 径
高
口
器
24.6

(45)
体部から口縁部にかけて直線
的に立ち上がり、口縁端部は

平坦で左右に拡張。断面方形
の短い鍔がやや下向きに付
く。

内外面ロクロナデ。内面体部
ハケ。鍔部下面指オサエ。

石英 ,雲母・結晶
片岩。

灰白色

517

陶器壼 内外に緑釉がまだらに掛か
る。顕部に10条ほどの櫛描が
入る。斑唐津。

内外面施釉 (緑釉)、 釉はぜ。 精良。 灰 色 肥前系 (唐津 )

磁器皿 口径
器高
底径

碁笥底。畳付釉剥ぎ砂付着e 内外面施釉 (白磁)。 内面陽
刻。畳付部釉剰ぎ砂付着。ロ

クロ型打併用。

精良。 灰 白色

系
磁
前
＞

白

肥
里

(初 期伊万
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第36表 田宮遺跡 E区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (2)
番号 器種 法量 形態の特徴 成形 技法 月台土 色 調 備考

磁器碗 器高  (2.8)
底径  4.6

底部より内彎しながら立ち上
がる。淡緑色釉を施す。

内外面施釉 (青磁)。 高台無
釉 。

精史。 灰白色 青磁
肥前系 (初期伊万里)

520

土師質土錘 長径  4.5
幅   1.5
厚み  15
穿孔径 0.6
亘圭ξ警   9 30

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・長石 雲母
赤色斑粒。微砂粒
を多く含む。

にぶい責橙色

522
須恵質
こね鉢

径
高
口
器
34.5

(35)
体部直線的。口縁端部やや拡
張し、端面を丸く仕上げる。

内外面ロクロナデ。 長石・雲母 砂岩。
微砂粒 を多 く合
む。

灰 色 東播系

土師質皿 口径
器高
底径

口縁端部やや丸い。底部より
口縁部にかけやや直線的に立
ち上がる。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英・雲母 赤色
斑粒。微砂粒を含
む。

にぶい橙色

瓦質椀 口径  ■.0
器高  (3.5)

体部外面に成形による弱い稜
あり。口縁端部やや平坦気
味。

内面ロクロナデ。外面ロクロ

ナデ後指オサエ。
石英・雲母。微砂
粒を含む。

内責灰色
外黒褐色

525

土師質羽釜 口径  246
器高  (20)

rtk部 内彎。鍔部やや下向きに

張り出し、口縁端部はやや左
右に張り出す。

内面ハケ (9本 /伽 )後指オ
サエ。外面回転ナデ。鍔部指
オサエ。

石央 雲母。 橙色 外面媒付着

526

土師質羽釜 口縁部やや内彎。断面方形の

鍔が水平に付く。
内面指オサエ後ハケ。外面回
転ナデ。外面体部ハケ。

長石 雲母・砂岩
赤色斑粒。微砂粒
を多く含む。

内暗灰責色
外黒褐色

外面煤付着

527

上師質羽釜 口径  250
器高  (6.0)

体部やや内彎。口縁端部は肥
厚し、平坦に仕上げる。断面
三角形の短い鍔がやや上向き
に付く。

内面ハケ (11本 /cn)。 外面ナ
デ後指オサエ。

石英・雲母 赤色
斑粒。砂粒を含む。

内にぶい責橙色
外灰褐色

外面煤付着

528
瓦質羽釜 口径  205

器高  (5.2)
口縁部やや直立気味。断面三

角形の短い鍔が付く。
内外面ロクロナデ。内面体部
ナデ。

長石・雲母 砂岩。
砂粒を多く含む。

仄色

529
瓦質脚部 長径  10.5

短径  9.6
厚み  2.9

断面円形。基部屈曲。身部直
線的。

内面ハケ。脚部指ナデ、指オ
サエ。

石英・雲母 結晶
片岩 赤色斑粒。
砂粒を多く合む。

内灰白色
外掲仄色

外面体部媒付着

須恵質
こね鉢

口縁端部は上下に大きく拡張
され、「く」の字状の形態の

縁帝を形成している。

内面ナデ、ヘラ状工具による
ナデ。外面ロクロナデ、ナデ。

石英・長石 雲母
砂岩・チヤート?。
砂粒を含む。

暗灰黄色

「」31

須恵質
こね鉢

口径  29.6
器高  (33)

口縁端部上下に拡張し、端部
は九みを持つ。

内外面剥離不明。 石英・長石 雲母
赤色斑粒。砂粒を

多く含む。

灰白色 東播系

532
陶器皿 器高  (2.5)

底径  46
底部より緩やかに立ち上が
る。見込、高台砂目痕。

内外面施釉 (灰釉)。 外面腰
部以下無釉。

精良。 にぶい橙色 肥前系 (唐津 )

磁器皿 口径  172
器高  (2.9)

よ
　
ｏ

部

る

体

が
り内彎しながら立ち上 内外面施釉 (白磁)。 菊花型

打成形。
精ミ。 灰白色 白磁

肥前系 (初期伊万里)

磁器碗 径
高
口
器
10.6

(33)
口縁部付近はやや内側に凹ま
せ、帯線が巡らされている。

外面染付 (帯線、「福J)、 錆
(5条 1組 )。

精良。 仄白色 肥前系 (伊万里 )

535
磁器碗 底部より内彎しながら立ち上

がる。
内外面施釉。外面染付 (網 目、
鋸歯)。

精良。 灰白色 肥前系 (初期伊万里)

536

土師質土錘 長径  2.6
幅   土.7
厚み  1,7
穿孔径 07
重量  5,2

紡iE形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英 雲母 赤色
斑粒。精良。

にぶい赤掲色

538
土師質
高台付椀

器高  (50)
底径  52

体部内彎。高台断面逆台形状
が付く。

内外面回転ナデ。貼付高台。 石英 雲母・赤色
斑粒。精良。

灰白色

磁器碗 高

径

器

底
(18)
45
底部の器壁厚い。高台断面方
形状。濃緑色の釉が厚く施さ
れている。

内外面施釉 (青磁)。 高台内
露胎。

精良。 灰白色 龍泉窯系青磁

土師質杯 高
径
器
底
(09)
7.8
体部やや内彎。 内外面回転ナデ。外面底部回

転ヘラ切り。
長石・雲母・砂岩。
微砂粒 を小量合
む。

内にぶい橙色
外にぶい褐色

土師質杯 高
径
器
底
(15)
60
底部より緩やかに内彎しなが
ら立ち上がる。

内外面回転ナデ。 石央 雲母・赤色
斑粒。精良。

橙色

瓦質羽金 径
高
口
器
23 4

(68)

口縁部直立気味。口縁端部は

平坦。断面三角形の鍔が付 く。
内面ロクロナデ。外面ロクロ

ナデ後指オサエ。
石英 長石 雲母。
砂粒を多く含む。

内灰白色

外黄灰色
外面煤付着

土師質杯 器高  (0.8)
底径  6.6

底部より緩やかに立ち上が
る。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

石英・雲母 赤色
斑粒。微砂粒を多
く含む。

浅黄橙色

土師質椀 径
高
口
器
12.8

(3.3)

底部より内彎しながら立ち上
がる。口縁部器壁やや薄くな
り端部尖る。

内外面ナデ。 長石 雲母・砂岩。
微砂粒 を小量含
む。

内にぶい責橙色
外仄黄褐色
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第37表 田宮遺跡 E区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (3)
番号 器種 法量 形態の特徴 成形 技法 胎土 色調 備考

陶器碗 径
高
径

口
器
底

1±  8

2.8

62

底部より直線的に立ち上が
る。国縁部やや内彎し端部は

尖る。

内面ロクロナデ。外面ロクロ

ナデ、ナデ。
長石 砂岩。
精良。

内暗灰黄色
外灰白色

備前系

546

土師質杯 径
高
口
器
12.2

(32)
底部より内彎しながら立ち上
がる。体部より口縁部にかけ

直線的。口縁端部は丸く仕上

げる。

内外面回転ナデ。 石英 雲母 。赤色
斑粒。精良。

にぶい黄橙色

土師質
高台付椀

器高  (1,4)
底径  5.0

高台断面逆三角形。一部逆台
形で低い。

内外面ナデ。貼付高台c 石英 ,長石 雲母。
微砂粒 を小量含
む。

内にぶい責橙色
外にぶい橙色

土師質椀 径
高
口
器
100
(3.0)

体部、口縁部内彎。 内外面回転ナデ。 石英 雲母 赤色
斑粒。微砂粒を小
量含む。

にぶい責橙色

土師質鍋 径
高
口
器
26.8

に,動
体部、口縁部やや内彎。口縁

部端面は凹面に仕上げる。
内面回転ナデ。外面回転ナデ

後↓旨オサエ。
石英

母

,雲母 。金雲
赤色斑粒。

にぶい橙色

磁器皿 器高  (1,3)
底径  4.0

底部より内彎しながら立ち上
がる。碁笥底で、内外面に呉

須による芭蕉葉文。

内外面染付 (芭蕉葉)。 畳付
部砂付着。

精良。 にぶい黄橙色 中国系
青花

磁器皿 径
高
口
器
120
(2.1)

口縁部やや外反。口縁端部は

やや尖る。口禿。淡責緑色THH
を施す。

内外面施釉 (白 磁)。 口縁部
釉剥ぎ。

精良。 仄白色 白磁

552

土師質土錘 長径  2.9
幅   11
厚み  09
穿孔径 04
重量  190

紡錘形の管状土
/11。
棒に粘土

を巻き付けて成形。
ナデ。 長石 雲母。微砂

粒を小量含む。

にぶい褐色

553

土師質杯 径
高
径

口
器
底

体部下位より口縁端部にかけ
直線的に立ち上がる。口縁端
音Бは九い。

内外面回転ナデ。 石英 雲母 赤色
斑粒。微砂粒を小
量含む。

内にぶい黄橙色
外にぶい橙色

土師質杯 径
高
口
器
126
(3.1)

体部やや内彎しながら立ち上
がる。口縁端部はやや尖る。

内外面回転ナデ。 雲母 砂岩。微砂
粒を小量含む。

にぶい橙色

555

土師質
高台付椀

口径
器高
底径

底部より内彎しながら立ち上
がる。口縁端部はやや尖る。
体部外面に成形による稜あ
り。高台断面三角形で低い。

内外面回転ナデ。貼付高台。 英
粒
む

石
斑
含

雲母・赤色
砂粒を小量

にぶい黄橙色

土師質鍋 径
高
口
器
31 5

(7.0)

体部やや内彎。口縁部「くJ
の字状に外反する。端部平
lB。

内面回転ナデ。内面体部ヨコ
ハケ。外面ハケ (7本/cm)
後指オサエ。

石英 雲母 赤色
斑粒。微砂粒を合
む。

内にぶい橙色
外灰褐色

口縁部煤付着

557

土師質羽金 径
高
口
器
29.2

(6,7)

口縁部直線的に立ち上がる。
口縁端部はやや尖る。断面方
形状の鍔が付く。

内面ナデ。外面回転ナデ。外
面体都指オサエ後ヨコナデ。

石央・雲母 結晶
片岩 赤色斑粒。
砂粒を多く含む。

内にぶい褐色
外にぶい赤褐色

558

土師質羽釜 径
高
口
器
38 8

(40)
体部内彎し、口縁部が「くJ
の字状に屈曲する。

内面回転ナデ、ハケロ ?、 ナ
デ。外面回転ナデ、平行タタ
キ。

石英 長石 雲母
砂岩。砂粒を含む。

にぶい橙色 口縁都煤付着
播磨型

559

瓦質椀 径
高
口
器
142
(44)
体部内彎。体部にすデによる

稜を残す。
内面ロクロナデ後ヘラ

暗文。外面ロクロナデ、
サエ、ヘラミガキ ?

キ

オ

ガ
指
長石・砂岩。微砂
粒を小量含む。

灰色

瓦質椀 径
高
口
器
160
● 2)
底部より緩やかに内彎する。
口縁端部は九く仕上げる。

内面ロクロナデ後ヘラミガキ

暗文。タト面ロクロナデ後指オ

サエ。

石央 長石 雲母。
微砂粒 を小量含
む。

責灰色

瓦質羽金 径
高
口
器
15,0

に 0
口縁部内彎。断面方形で水平
方向にやや長めに張り出す鍔
が付く。口縁端部はやや平坦
をなす。

口縁部ヨコナデ。内面ナデ。

外面ロクロナデ後指オサエ。
石英 雲母 結晶
片岩。

灰 色 外面煤付着
中世

瓦質火鉢 径
高
口
器

体部内彎。口縁端部九く仕上

げる。
内面剥離。外面ロクロナデ後
型押陰刻 (菊花)。

石英・雲母。微砂
粒を多く含む。

灰 色

563
須恵質
こね鉢

高
径
器
底
似,動
92
体部外方へ開きながらやや内
彎する。底部平坦。

内外面ロクロナデ。 石英 長石 雲母。
微砂粒 を多 く合
む。

黄灰色 東播系

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
23 4

(2.8)

口縁端部はやや上下に拡張。
端面はわずかに九みを持つ。

内外面ロクロナデ。 長石・雲母・砂岩。
砂粒を含む。

灰 色 口縁部煤付着

東播系

質
鉢
恵
ね
須

こ

径
高
口
器
32 0

(37)
口縁端部上下にやや拡張し端
面を九く仕上げる。

内面ロクロナデ、ナデ。外面
ロクロナデ。

長石 雲母 砂岩。
砂粒を多く含む。

灰責色 東播系

566
須忘質奏 体部内彎。内面には青海波

文、外面には格子目状のタタ
キを施す。

内面青海波文。外面格子ロタ
タキ。

長石 砂岩。微砂
粒を含む。

黄灰色 体 部片

陶器悟鉢 径
高
口
器
23 6

(52)
体部直線的。口縁部直立。口
縁端部上下に拡張し、先端部
はやや尖る。体部内面に6条
以上を単位とする櫛描条線。

内外面ロクロナデ。内面悟目

(2条 /cm、 3条/cm)。
砂粒を小量含む。 灰 色 備前系
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第38表 田宮遺跡 E区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (4)

第39表 田宮遺跡 E区 出土遺物観察表 石製品 。金属製品

番号 器種 法量 (cul) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色調 備考

陶器悟鉢 高
径
器
底
“

0
11,6
底部より直線的に立ち上が
る。体部内面に7条単位以上
の櫛描条線。

内外面ロクロナデ。内面積目
(3条/cm)。

砂粒を小量含む。 灰白色 備前系

陶器鉢 器高  (4.0)
底径  8.6

底部より真つ直ぐ斜めに立ち
上がる。

内面施釉 (灰釉)。 見込部砂
目戻。タト面無釉。

砂粒を含む。 にぶい黄澄色 肥前系 (唐津)

陶器向付 底部から体部へと直角に立ち
上がる。

外面鉄絵 (格子)。 外面底部
半環足貼付、日痕 ?

精良。 灰白色 瀬戸 美濃系 (織部)

陶器灯明具 径
高
口
器

7.8

(30
底部より直線的に立ち上が
る。日縁端部やや丸く仕上げ
る。

内外面施釉 (灰釉)。 微砂粒を含む。 灰白色 口縁部煤付着
瀬戸・美濃系(瀬戸)

572
陶器
天目茶碗

高
径
器
底
(13)
4.3
高台は削り出し高台である。 内面施釉 (鉄釉)。 外面無釉。 微砂泣 を小量含

む。
灰白色 瀬戸・美濃系 (瀬戸)

573

陶器碗 醒
綿
離

12.4

5,0

4.4

底部より内彎しながら立ち上
がり、口縁端部は九ぐ仕上げ
る。

内面上絵付 (注連縄)。 高台
都無釉。全面貫入。

精良。 淡黄色 京 ,信楽系

574
陶器碗 器高  (5。 1)

底径  4.4
高台から口縁にかけて九く緩
やかに讐曲した胴部をもつ。
斑唐津。

内外面施釉 (内面鉄釉、外面
白釉)。
高台部無釉。

長石・雲母・砂岩。
微砂粒を含む。

黄橙色 肥前系 (唐津)

575

陶器皿 径
高
径

口
器
底

高台から口縁部にかけて緩や
かに彎曲した胴部をもつ。見
込部目痕あり。

内面施鵜 (白釉)、 藁灰釉・

鉄釉による染付 (線 )。 外面
無釉。見込部目痕。

微砂粒 を小量含
む。

にぶい橙色 肥前系 (唐津)

磁器碗 径
高
径

口
器
底

内彎しながら底部より立ち上
がり体部途中より外反する。
口縁端部やや九く仕上げる。

内外面施和 (内面透明れ、外
面青磁釉)。 高台部無釉。

精良。 灰白色 外青磁
肥前系 (伊万里)

577
確器碗 高

径
器
底

(1.5)

5.6
底部よりやや内彎。濃緑色釉
をやゃ厚めに施す。

内外面施釉 (青磁)。 高台内
無釉。

微砂粒を含む。 にぶい黄橙色 青磁

磁器碗 径
高
口
器
13.6

(4.1)

器壁薄く、体部より口縁部は

緩やかに内彎しながら立ち上
がる。国縁端部は九く仕上げ
る。

内外面染付 (内面圏線、外面
草花)。

精良。 灰白色 中国系 ?

磁器皿 ? 高
径
器
底

(1.0)

2.8
底部、高台部器壁薄く仕上げ
る。

内外面染付 (見込部花、高台
部国線)。 畳付部無釉。

精良。 灰白色 中国系
青花

土師質土錘 径
　
三皇

長
幅
重

(7.0)

4.8
74.92

大型の紡錘形の管状土錘であ
る。棒に粘上を巻き付けて成
形。

ナデ。 石英・雲母 赤色
斑粒。砂粒を小量
含む。

にぶい橙色

土師質土錘 長径  (4.4)
幅   1.6
厚み  1.4
穿孔径 0.4
目自ξ雪   8 06

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

指オサエ、ナデ。 石英 雲母・赤色
斑粒。精良。

にぶい黄橙色

土師質土錘 長径  2.3
幅   1.5
厚み  1.5
穿子L径 0.8

重量  3.96

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を含
む。

にぶい赤褐色

番号 器 種
法 三皇

備 考
長 (cal) 幅 (cm) 厚 (釦 ) 童

石製品砥石 19.07

537 石製品火打ち石 52.74 石英

583 銭貨 嘉定通宝 (1208)
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第40表 田宮遺跡 F-1区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (1)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色詞 備考

584

土師質土錘 長径  37
幅   1.1
厚み  12
多二子し准垂  0.4
重量  3.62

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・長石・雲母・

赤色斑粒。微砂粒
を含む。

橙色

土師質土錘 長径  3.2
幅   11
厚み  1.1
安二子しそ≧  0.4
重量  2.51

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母。
精良。

橙色

瓦質羽釜 径
高
口
器
29.2

(7.3)

直立する口縁部に水平方向に

張り出す鍔が付 く。体部やや

内彎。口縁端部はやや内側に

傾斜しやや尖る。

内外面回転ナデ。外面体部ナ
デ、指オサエ。

長石・砂岩。大き
めの砂粒を多く含
む。

灰白色

土師質杯 高
径
器
底

(1.9)

8.2
底部より体部にかけて直線的
に立ち上がる。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英・長石 雲母・

赤色斑粒。微砂粒
を小量含む。

内にぶい橙色
外にぶい責橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

9,0

1.1

8.0

口縁部直線的で端部は九い。 内面回転ナデ後ナデ。外面回
転ナデ。

石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を含
む。

にぶい黄橙色

土師質椀 径
高
口
器

11.2

鬱.働
体部外方に開いた後やや内
彎。口縁部やや外反。

内外面回転ナデ。外面体部下
半指オサエ。

石英 長石・雲母・

チヤート。微砂粒
を含む。

内灰白色
外浅責橙色

瓦質椀 径
高
口
器

13.2

(5,1)

体部やや内彎。口縁部やや肥

厚 し外反。口縁端部やや尖
る。

内外面ロクロナデ。外面体部
下半指オサエ。

長石・砂岩。微砂
粒を小量含む。

灰色

瓦質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

底部から内彎しながら立ち上
がる。口縁端部はやや尖る。
外面体部には多くの指オサエ

痕が残る。底部高台付で高台
部は潰れる。

内面ロクロナデ。タト面ロクロ

ナデ後指オサエ。貼付高台。
石英・雲母。微砂
粒を含む。

灰 色 和泉型

須恵質
こね鉢

高
径
器
底

(5,0)

140
体部は内彎気味に立ち上が
る。

内面ナデ、指オサエ。外面指
オサエ。

長石 砂岩。砂粒
を多く含む。

灰色 東播系

土師質土錘 長径  3.6
幅   10
厚み  1.0
穿孔径 03
重量  3.14

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

指オサエ後ナデ。 石英 雲母。 にぶい橙色

594

土師質土錘 長径  40
幅   1.2
厚み  1.1
安二了しそこ  0.3
重量  416

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母。
精良。

灰褐色

土師質土錘 長径  3.0
幅   1.1
厚み  1.0
多二子しそ≧  0.3
目三ξ雪   2 22

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母。
精良。

明赤掲色

土師質杯 径
高
口
器
12.0

(3.1)

底部より内彎しながら立ち上
がる。体部中位より口縁はや
や外反 し口縁端部はやや尖
る。

内外面回転ナデ。 石英 長石・雲母・

赤色斑粒。砂粒を

含む。

にぶい橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

7.0

1,3

56

底部より直線的に立ち上が

り、口縁部やや外反。口縁端
部は九い。底部内面やや凹凸
有り。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英 雲母・赤色
斑粒。微砂粒を多
く含む。

にぶい責橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

口縁部内彎 し、端部やや尖
る。底部内面四凸あり。

内外面回転ナデ後ナデ。外面
底部回転糸切り (麿滅)。

石英 ,雲母 結晶
片岩 赤色斑粒。
砂粒を含む。

内橙色
外にぶい橙色

599

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部より外反しながら立ち上
がる。口縁端部やや尖る。

内外面回転ナデ。見込部ナ
デ。外面底部回転ヘラ切り。

石英 雲母 赤色
斑粒。

内にぶい責橙色
外浅責色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部よりやや内彎しながら緩
やかに立ち上がる。口縁端部
は九く、底部外面凹凸有り。

内外面回転ナデ。見込部指オ
サエ。タト面底部回転ヘラ切り
後指オサエ。

長石・雲母・砂岩。 内褐灰色

外灰責褐色

土師質
高台付椀

径
高
口
器

10。 9

(3.6)

器壁全体的に薄く、体部中位
にかけやや直線的に立ち上が

り、中位より上位にかけ直線
的に立ち上がる。口縁端部は

丸い。

内面回転ナデ。外面回転ナ
デ、指オサエ。

石英。長石・雲母。
微砂粒を含む。

灰白色
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第41表  田宮遺跡 F-1区  出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (2)
番号 器種 法量 (cm) 形態の特徴 成 形 才寛法 月台土 色調 備考

602

土師質鋼 径
高
口
器
32.6

(10.8)

「く」の字状の口縁。口縁端
面は九い。体部内彎。

内面ハケ (5本/cm)。 外面口
縁部回転ナデ。外面顕部～体
部上半指オサエ。外面体部下
半ハケ (5本/cm)6

長石 雲母・砂岩。
砂粒を多く含む。

内にぶい黄橙色
外灰責褐色

外面媒付着

603

瓦質
高台付椀

口径  140
器高  4.2
底径  57

底部より内彎しながら立ち上
がる。口縁部やや肥厚し、口
縁端部やや尖る。

内面ロクロナデ後ハケ(12本 /
cnl)後指オサエ。外面ロクロ

ナデ後指オサエ。貼付高台。

石英・雲母。砂粒
を含む。

内仄色
外灰白色

瓦質椀 口径  160
器高  (4.1)

体部内彎。口縁端部はやや尖
る。

内外面ロクロナデ。外面体部
指オサエ。

石英・雲母 赤色
斑粒。

灰白色

瓦質羽釜 径
高
口
器
23.0

(3つ
直立する口縁部に、断面方形
の短い鍔が付く。国縁端部を
やや内側に広げ平坦に仕上げ
る。

内外面ロクロナデ。接合痕有
り。

石英・長石・雲母。
微砂粒 を多 く含
む。

内灰白色
外灰色

外面媒付着

606

瓦質甕 径
高
口
器
37.8

(45)
顕部から口縁部にかけて大き
く外反。口縁端部上下に拡張
する。

口縁部ロクロナデ。内面頚部
ハケ (12本 /cm)。 内面体部板
ナデ。外面体部ロクロナデ後
ハケ (3本/cm)。

石英・長石 雲母。
砂粒を多く含む。

内灰色
外浅責色

土師質土錘 長径  2,7
幅   1.2
厚み  1.1
穿子L径 0.3
重量  2,82

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母。
精良。

にぶい黄橙色

608

土師質土錘 長径  31
幅   1.0
厚み  09
穿孔径 0.4
重量  199

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英 長石・雲母・

赤色斑粒。精良。
橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

12.2

2.3

7.6

体部直線的に立ち上がる。口
縁端部はやや九い。

内外面回転ナデ。 長石・雲母・砂岩。
精良。

内灰褐色
外にぶい掲色

土師質椀 径
高
口
器
ll.3

(33)
体部内彎し、国縁部にかけて
やや外反する。体部外面中位
に成形による稜あり。

内外面回転ナデ。 長石 雲母 砂岩。
砂粒を多く含む。

浅黄橙色

瓦質椀 径
高
口
器
140
(3.3)

底部より直線的に立ち上が
り、回縁部やや外反。口縁端
部はやや尖る。

内面ロクロナデ。タト面ロクロ

ナデ後指オサエ。
石英 雲母 ,赤色
斑粒。微砂粒を多
く合む。

灰 色 和泉型

磁器碗 径
高
径

口
器
底

体部やや内彎しながら立ち上
がる。国縁端部はやや外反
し、先端はやや九い。体部に
やや広い飼蓮弁を持つ。全面
に濃緑色釉を施す。

内外面施釉 (青磁)。 外面体
都蓮弁文。高台部無釉。

精良。 仄白色 龍泉窯系青磁

磁器碗 径
高
口
器
15,0

(5.5)

体部内彎。口縁部やや外反し
端部はやや尖る。体部に飼蓮
弁文。全面に淡緑色釉を施す。

内外面施釉 (青磁)。 外面体
部蓮弁文。

精良。 灰 色 龍泉窯系青磁

土師質
高台付椀

一局
径
器
底
(13)
4.0
底部より内彎しながら立ち上
がる。底部には断面三角形の

高台が付く。

内外面回転ナデ。貼付高台。 長石 雲母・砂岩。
砂粒を含む。

浅黄橙色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

底部より直線的に立ち上が
る。口縁端部はやや九く仕上
げる。内面底部凹凸有り。

内外面回転ナデ (摩減)。 石英・雲母・赤色
斑粒。

内にぶい黄橙色
外橙色

616
土師質皿 径

高
口
器
72
(1.3)

口縁部は外反し、口縁端部は

九い。器壁は薄い。
内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

長石 雲母 砂岩。
微砂粒を含む。

にぶい黄橙色

土師質
高台付椀

径
高
径

口
器
底

12.4

3.6

5.0

体部内彎。口縁部直線的で端
部は丸い。断面台形の高台が

貼り付けられる。

内外面回転ナデ。外面体部指
オサエ。貼付高台。

英
粒
む

石
斑
含

雲母 赤色
砂粒を多く

にぶい黄橙色

土師質脚部 径

み

長
厚

llT面長円形。基部屈曲。 指オサエ後ナデ。 長石・雲母・砂岩。
砂粒を多く含む。

灰責褐色

土師質土鋼 狭
世
古
回

口

器
39.0

(11.5)

体部やや内彎。口縁部は「くJ
の字状。口縁端部を丸く仕上
げる。

内面指オサエ後ヨコハケ (8
～ 9本 /cm)。 外面指オサエ後
タテハケ (8～ 9本/cm)。

石英・長石 雲母・

赤色斑粒。
内にぶい黄橙色
外灰褐色

外面煤付着

620
土師質
高台付椀

高
径
器
底
(10)
3.8
体部大きく外方に開き内彎す
る。底部断面三角形の退化し
た高台が付く。

内外面回転ナデ。射付高台。 石英 長石・雲母。
微砂粒を含む。

内にぶい責橙色
外黄灰色

621

磁器碗 径
高
口
器
162
(29)
口縁部直線的。口縁端部はや
や尖る。体部外面に飼蓬弁文
を施す。やや濃い緑色の釉を

施す。

内外面施釉 (青磁 )。 外面体
部蓮弁文。

精良。 灰白色 龍泉窯系青磁

622

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部よりやや内彎しながら立
ち上がる。口縁端部は九くお
さめる。

内外面回転ナデ。 英
粒

ｏ

石
班
む

雲母・赤色
微砂粒を含

橙色
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第42表 田宮遺跡 F-1区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (3)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形 ,技法 胎土 色調 備考

623

土師質椀 径
高
口
器

9.8

(2.D
体部より内彎し、口縁部やや

器壁厚く、国縁端部をやや平
坦に仕上げる。

内外面回転ナデ。 長石・雲母・砂岩。
砂粒を含む。

浅黄橙色

土師質土錘 長径  (3.4)
幅   1.3
厚み  1.3
多;子とそ登  0.4
目圭置雪   4.50

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英 雲母。
精良。

にぶい橙色

瓦質椀 径
高
口
器
13.0

●.0)
内彎しながら立ち上がり、口

縁部器壁厚く、端部は尖る。
内外面ロクロナデ。外面体部
下半指オサエ。

長石・雲母。 灰白色

626
土師質脚部 径

み

長
厚

7.7

2.2
断面円形。身部直線的。下端
部やや屈曲。

指オサエ後ナデ。 石英。長石・雲母。
砂粒を多く含む。

黄灰色

627
土師質杯 高

径
器
底

(1.4)

8.0

器壁薄く体部やや内彎。 内外面回転ナデ。見込部ナデ。
外面底部回転糸切り。

石英・雲母・赤色
班粒。砂粒をわず
かに含む。

橙色

土師質杯 径
高
径

口
器
底

口縁部直線的で端部はやや尖
る。

内外面回転ナデ。外面底部回
転糸切り。

石英・雲母・赤色
斑粒。砂粒を小量

含む。

にぶい黄橙色

土師質皿 径
高
径

口
器
底

国縁部直線的で端部は九い。
底部内面凹凸有り。

内外面回転ナデ。見込部ナデ
(摩滅)。 外面底部摩減。

石英・雲母 。結晶
片岩 赤色斑粒。

橙色

土師質椀 径
高
口
器

10.6

(2.9
体都中位にかけやや直線的に

立ち上がり、中位より上位に
かけ直線的に立ち上がる。口

縁端部は丸い。

内外面回転ナデ。 石英・雲母 赤色
斑粒。

灰白色 吉備系

土師質鍋 径
高
口
器
29.2

●。9)
「く」の字状の口縁。口縁端
面を平坦に仕上げる。

内面ハケ (摩減)。 外面口縁

部回転ナデ。外面顕部指オサ

英
岩
む

石
砂
含

長石・雲母
砂粒を多く

内にぶい橙色
外灰褐色

瓦質皿 径
高
径

口
器
底

底部より内彎しながら立ち上
がる。口縁端部はやや尖る。

内外面IIlク ロナデ。外面底部
指オサエ後ナデ。

長石・砂岩。 灰白色

土師質脚部 長径  4.8
厚み  13

断面楕円形。身部直線的。下

端部屈曲。
指オサエ後指ナデ。 石英・雲母。微砂粒

をわずかに含む。
浅黄橙色 香炉脚部 ?

瓦質羽釜 口径  31.6
器高  (44)

断面台形の短い鍔が付く。口
縁端部は九みを持つ。

内外面ロクロナデ。外面体部
ハケロ (摩減)。

長石・砂岩。 灰黄色

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
29.6

(36)
口縁部を拡張 し、先端部尖
る。器壁やや薄い。

内外面ロクロナデ。 長石・雲母・砂岩。
砂粒を多く含む。

灰色 束播系

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
33.6

(5。 1)

体部直線的に立ち上がり、口

縁端部は「く」の字状に外反。
上端部は尖る。口縁端部に重
ね焼き痕。

内外面ロクロナデ。外面体部
ナデ。

長石・雲母 砂岩。
砂粒を含む。

灰 色 東播系

637

磁器皿 径
高
口
器
ll.4

り。3)
体部やや内彎。口縁端部はや

や外反し、先端やや尖る。日

縁端部口禿。

内外面施釉 (白磁)。 口縁部
釉剥ぎ。

精良。 仄白色 白磁

磁器皿 径
高
口
器
10.6

(21)
体部直線的。口縁端部は平
坦。口縁端部口禿。

内外面施釉 (白磁)。 口縁部
釉剥ぎ。

精良。 灰白色 白磁

土師質土錘 長径  2,9
幅   12
厚み  1.1
多F子しそ至  0 4
重量  3.45

紡錘形の管状上錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英 雲母 微砂
粒を多く含む。

橙色

640

土師質土錘 長径  3.8
幅   1.3
厚み  1.3
多二子しぞ≧  0.4
重量  5,57

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英・雲母・赤色
斑粒。

にぶい橙色

土師質土錘 長径  4.5
幅   1.1
厚み  1.2
穿孔径 0.4
目室看雪   5.48

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 長石・雲母・砂岩。
微砂粒を多 く含
む。

にぶい褐色

第43表 田宮遺跡 F-2区 出土遺物観察表 土器・陶磁器等 (1)
番号 器種 法量 (cln) 形態の特徴 成形・技法 胎土 色 調 備考

土師質皿 径
高
径

口
器
底

底部よりやや外反しながら立

ち上がり、口縁端部はやや九
ヤヽ。

内外面回転ナデ。外面底部回
転ヘラ切り。

石英・長石・雲母・

赤色斑粒。
内浅黄橙
外にぶい黄橙色

-204-



第44表 田宮遺跡 F-2区 出土遺物観察表 土器 。陶磁器等 (2)
番号 器種 法量 (cal) 形態の特徴 成形・技法 月台土 色調 備考

土師質椀 径
高
口
器

11 0

(2.0
体部内彎。口縁部やや外反す
る。

内外面回転ナデ。 石英・雲母・赤色
斑粒。微砂粒を含
む。

内浅黄橙色
外灰白色

土師質羽釜 径
高
口
器
27.4

(2.〇

直立する国縁部に断面方形で

水平方向にやや短めの鍔が付
く。口縁端部は平坦でわずか
に左右に拡張。

内外面回転ナデ。 石英・長石・雲母・

赤色斑粒。砂粒を

含む。

内橙色
外褐色

外面体部煤付着

須恵質
こね鉢

径
高
口
器
25.8

(5.1)

体部直線的に立ち上がり、口
縁端部は「く」の字状。端部
はやや九い。

内外面ロクロナデ。 石英・長石・雲母
赤色斑粒。砂粒を

多く含む。

灰色 東播系

646
須恵質
こね鉢

径
高
口
器
33.2

は,9
口縁部やや外反。口縁端部上

下に大きく拡張し端面は九く

仕上げる。

内外面ロクロナデ。 長石・砂岩。砂粒
を多く含む。

灰白色 東播系

647
土師質土管 径

径
口
長
26.8

(16.1)

内面回転ナデ、指オサエ。外
面回転ナデ、ハケ(5本/cm)。

石英・長石・金雲
母 赤色斑粒。

にぶい橙色 体部接合痕

土師質土管 口径  29,0
長径 (447)

内面ナデ後指オサエ。外面回
転ナデ、ハケ (9本/cm)。

石英・雲母。 内褐色

外灰褐色
内外面煤付着

649

土師質土錘 長径  3.3
幅   11
厚み  1.0
多FTし花≧  0 2
重量  3.19

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 微砂粒を含む。 にぶい責褐色

650

土師質土錘 長径  3.2
幅   1.1
厚み  1.1
多二子しぞζ  O.4
昌三ξ≧   2.98

紡錘形の管状土錘。棒に粘土
を巻き付けて成形。

ナデ。 石英 雲母。微砂
粒を含む。

褐仄色

第45表 田宮遺跡 F区 出土遺物観察表 石製品

番号 器 種
法 量

備 考
長 (cm) 幅 (cm) 厚 (c14) 重 (g)

石製品火打ち石 4.6 72.71
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図版 2

A区 第 1遺構面検出状況
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A区 第 2遺構面検出状況
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図版 4

A tt SD2001 備前悟鉢出土状況
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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図版 8
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図版 9

B-1区  第 2遺構面完掘状況

B-2区 第 2遺構面完掘状況
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図版 10
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図版 11
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図版 12

B-2区  SD2101 貝検出状況
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図版 13

C区 調査前風景 (東より)
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図版 14

C区 人力掘削状況
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図版 15

C区 第 1遺構面 (南側)完掘状況
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図版16

C区 第 1遺構面 (北側)完掘状況
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図版 17
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図版 18

C区 第 1遺構面遺物出土状況
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調査前風景 (東より)

E区 人力掘削状況 (西より)
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図版21
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